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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　二月下旬の金曜日。

　放課後になるとすぐ、春日かすが理り刀とはいつものようにレゾン学院ビル一階フロアで、いつものメンバーと合流し、いつもと変わらない歩調でビルの正面入口から外へ出た。

　北風舞う冬の空は、この季節にしては珍しく快晴。雲ひとつない。風は冷たいものの、逆にそれが心地ここちいい。

　右隣を歩くキュートが、晴れ渡った空よりも澄すみきった空色の瞳ひとみを輝かせている。

　左隣のスイートも、瞳ひとみの輝きは妹に負けていない。キラキラだ。

　すぐ後ろで肩を寄せ合っている黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も、みんな笑顔。

　いつもの街を歩く、いつもの顔ぶれ。いつもの空気。いつもの一体感。

　いつもの流れだとこのまま駅までのんびり歩き、改札を抜けたあとはバラバラになってそれぞれのホームへむかう。

　が、きょうは違う。

　目指している場所は、駅の北側にひろがっている商店街だ。

　黒媛の知人である商店街の事務局長が、

『忙しいとは思うし、急なことで本当に申し訳ないけど、相談したいことがあるから放課後に寄ってくれないかな？』

　といった内容の電話をしてきたという。

　相談内容は、まだ聞いていないらしい。

　一流の【時の統治者タイムルーラー】である黒くろ媛ひめに相談とは、いったい……。

　というわけでいま、駅前商店街サンストリートの事務局へ、みんなでのんびりぞろぞろとむかっている。




「事務局長の三みツつ矢やさんだ」

『サンストリート事務局』という名札が下がったドアを開けて部屋へ入るなり、黒媛がひとりの男性を紹介してくれた。

　五〇代半なかばの男性が、

「初めまして、三ツ矢です。どうぞよろしく」

　ふくふくとした頰ほおをふにゃりとゆるめ、理り刀とへ、キュートへ、スイートへ、巴ともえへ、それぞれやわらかな目をむけてきた。

　人を緊張させない技術を身につけているのだろう。目と目を合わせて数秒もしないうちに、理刀は自然に肩の力を抜くことができた。

　あ、この人が店員だったら気持ちよく買い物ができそうだな、と思える空気をまとった人物である。

　人見知りの巴も、黒媛の背に隠れることなく目もとをゆるめ、三ツ矢とむかい合うことができているため、彼がまとう雰囲気やわらかさは本物なのだろう。

　そんな三ツ矢が、百もも香かだけには遠慮なしの人懐っこい笑顔をむけた。

「百香ちゃん、大きくなったねぇ。この前会ったときより、一〇センチくらい背が伸びたんじゃない？」

　百香がすかさず返す。

「前に三ツ矢さんとお会いしたのって、〝新年・あけましておめでとうセール〟のときですから、まだ二ヶ月も経たってませんよ」

「あ～、そうだったかな？　じゃあ、背が伸びたんじゃなくて、可愛かわいさが急上昇したんだね。うん、身長も容姿も似たようなもんだし」

「んもう。三ツ矢さんってば、会うたびに〝背が伸びた〟って言いますよね」

「ハハハ、そうだっけ？　でも、このまま大きくなれば、きっと黒媛ちゃん以上の美人さんになるよ」

　黒媛が、すかさず言葉を挟む。

「ふふ、実を言うと、魔法の薬で大人おとなになった百香を見たことがあるんです。姉の口から言うのもなんですが、〝とびきり〟ですよ？」

「うわぁ、さすがレゾンの生徒。魔族の子とも親しいし、貴重な体験してるね。う～ん、大人おとなな百もも香かちゃん、ぜひ見たかったなぁ」

　三みツつ矢やが、亜あ威い姉妹と笑い合う。

　以前、謎なぞの人物、総統Ｘからもらったという〝セイジンニナ～ル内服液〟を飲んだ百香が、黒くろ媛ひめを凌しのぐほどの美び貌ぼうと容姿で理り刀とたちの前に現れたことがある。

　まさしく美人さんだった。大人の魅力と小学生の純な心をあわせもつ、いい意味で〝反則〟な女性であったことを覚えている。

　三ツ矢と黒媛、そして百香が短く「おひさしぶり」の会話をすませたあと、話はさっそく本題へ移った。




　サンストリートの事務局長である三ツ矢の話、その前半部分をまとめると、

『来月、大々的な〝ひな祭りフェア〟を計画している。

　そのための宣伝ポスターをつくろうとしていた矢先、男お雛びな役と女め雛びな役のモデルたちにドタキャンされた。

　モデル事務所が直前になってギャラのつりあげ交渉をしてきたため、断ったら……』

　ということになる。

「モデル事務所の事情はわかりませんが、少し道義に欠けているような気がしますね」

　話を聞いていた黒媛が、眉まゆ根ねを寄せた。

　ここで、いままで黙って話を聞いていたキュートが、

「きゅ？　ヒナマツリって？　なにかのお祭りってことは、なんとなくわかるけど……」

　ちょこんと首を傾かしげた。ツインテールにした銀髪も、ちょこん。

　すぐにスイートが口を開く。

「ヒナとは、鳥類の子どものことですわ。主おもにニワトリの幼鳥こどもを示しているとなにかの本で読みました。

　成鳥であるニワトリは、〝クックドゥドゥ〟とか〝コケコッコー〟といったけたたましい声で朝鳴きをするため、昔の農村部に居を構えていたニッポン人は否いや応おうなく、ほとんど強制的に早起きをさせられていたとか……。

　これはあくまでも推測の域を出ませんが、ヒナ祭りとは、別名ヒヨコ祭りと呼ばれているのではありませんか？」

　それにこたえたのは、巴ともえだった。

「ひな祭りって、人形を飾って、女の子の幸せや健すこやかな成長を願うお祭りなの。

　昔は、紙なんかで人形をつくって、それに穢けがれや負の運気を肩代わりさせて川に流していたらしいわ。

　時代が移るにつれて、紙から土や木になって、衣装も豪華になっていって、川に流すこともなくなって、いまのように人形を飾って楽しむお祭りになったみたい」

「ふ～ん、女の子のお祭りってわけね」

「なるほど。ヒヨコではなく、人形を使用したお祭りだったのですね」

　キュートとスイートが、理り刀との両隣でうんうんとうなずいている。

「わたし、ひな祭り大好きです。でも、人形をいつまでも飾ったままにしておくと、婚期が遅れるっていわれてるんですよ」

　百もも香かの言葉に、

「きゅ、それは危険ね。人形の呪のろいなのかしら？」

「いわゆる〝諸もろ刃はの剣〟というヤツですわね。穢けがれを払うことができても、気を抜くと牙きばを剝むいて襲いかかってくる。魔界にも、似たような呪じゆ力りよくをもつ人形が数多くありますわ」

　右と左から、キュートとスイートがチラチラと理刀に目を投げてくる。「婚期が遅れる」と聞いて、いろいろと思うことがあったらしい。

　巴ともえが、ポソポソと言葉を加える。

「土地によっては、ひな人形を長く飾っておけば火伏せ、つまり火事除よけになるって考えられているところもあるから、そんなに心配しなくてもいいと思うわ」

「ほんと、いろいろね」

「奥の深い祭りのようですわね」

　キュートとスイートがまた、ふたりいっしょにうなずいた。

　このタイミングで、三みツつ矢やが笑みをひろげた。

「でね、黒くろ媛ひめちゃんにモデルをやってもらえないかと思って、きょうきてもらったんだよ」

「わたしに!?」

　黒媛が、いきなりの〝お願い〟に声を裏返らせた。

「もちろん女め雛びな役の、ね。駅にも話をつけてあるから、改札前にもポスターを貼はり出すし、商店街のメインストリートはもちろん、横道や裏の通りにもズラーッと貼いくつもりなんだ。よく考えたら、そのへんのモデルより黒媛ちゃんのほうが断然インパクトあるから、今回はドタキャンされて正解だったかも……」

　黒媛ちゃんが承うけてくれたら、ね。と三ツ矢が人好きのする笑みを浮かべる。頼まれたら断れない黒媛の性格を知っているのだろう。返事は聞かなくてもわかってるよ、的な笑顔である。

　黒媛が、この場の全員へそれぞれ目をむけた。

　どうしようかな……、といった表情だけど。

　理刀は、女雛の衣装を身につけた彼女の姿を想像した。

　どんな着物でも、どんな色柄でも、きっと人目を惹ひきまくる女雛様ができあがるだろう。三みツつ矢やの審美眼に拍手を送りたい。パチパチパチ。

「ポスターがベタベタ貼はられるの？　それは目立つわね」とキュート。

「黒くろ媛ひめが、この土地でこれ以上有名になれば、それはそれで大変かもしれませんわね」とスイート。

「ポスターになるなんて、すごい。わたしは、ちょっと無理だけど……」と巴ともえ。

「いいなぁ、わたしも女め雛びな様の着物、着てみたいなぁ～」と百もも香か。

　黒媛が、大きく息をついた。

　ま、モデルをやるくらい、いいかな。といった空気が彼女の瞳ひとみからこぼれ出ている。

　そんな空気を素早く感じとったのだろう。三ツ矢がピッと右手の人差し指を立てた。

「男お雛びな役のモデルは、商店街で働いている子の中からさがしてる最中だけど、選ばれた子はビックリするだろうね。なんたって、女雛役が｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝なんだから……」

　ササッ、と女の子たちの視線が動いた。

　キュートが、スイートが、黒媛が、巴が、百香が、理り刀とへ目をむけてくる。

　ひと呼吸遅れて、三ツ矢も。

　えっ、と？

　なんでしょう？












一章　ひな祭りな思惑







「男お雛びな役のモデルがまだ決まっていないのなら、彼を推薦してもいいですか？」

　黒くろ媛ひめの言葉で、三みツつ矢やの目が品定めをする商人のそれに変わった。

　しかし、真剣な目も二秒後にはゆるゆるになり、

「いやぁ、ありがたい。とんとん拍子に女め雛びなと男雛のモデルがそろったよ。キミ、目鼻立ちが整ってるし、目にも噓うそのない確かさがある。わたしからもぜひお願いしたい」

　白髪交じりの頭を下げてきた。

「えっと、オレは……」

「三ツ矢さん、できあがったポスターは頂けますか？」

　理り刀との言葉を遮さえぎるように、黒媛がぐいっと三ツ矢に顔を寄せた。

「もちろん。ギャラもプロと同じだけ出すから安心して」

「ポスター、頂けるんですね？　ありがとうございます！」

　黒媛の目もとが、ふんわりとした紅あかに染まった。そんな彼女の微笑ほほえみは、ドキリとするほどきれいだけど……。まだＯＫしていないのに……。

　理刀は、ノドまで出かかった「モデルなんてできません」という言葉を渋しぶ々しぶ体の中へ押し戻した。流れに逆らってまで断るようなことでもない。

　肩をすくめ、女の子たちへ目をむける。

　白い壁をにらむように見ているキュート。

　下唇を嚙かんでいるスイート。

　うつむいて床に目を落としている巴ともえ。

　むぅぅぅと唇を引き結んでいる百もも香か。

　微妙な、決して心地ここちいいとはいえない色彩が、彼女たちを包み込んでいる。


　　　★★★



　亜あ威い黒媛は、浮き立つ気持ちを意識して抑え込んだ。

　ここで無邪気に喜んだら、みんなに悪い。

　それでも、理刀とふたりで写真撮影ができる……、ということを考えると、ついつい笑みがこぼれてしまう。でも我慢。我慢我慢。落ち着け自分。

　あくまでも、ひな祭りフェアのため。宣伝ポスターをつくるための撮影だから、実生活上の関係がそこに投影されるわけじゃない。

　それはわかっているけど……。

　女雛と男雛。

　女と男。

　亜あ威い黒くろ媛ひめと春日かすが理り刀と。

　いやでも意識してしまう。

　女め雛びなと男お雛びなは、そもそも夫婦を象かたどった人形なのだから。

　彼とならんで撮られた写真が、引き伸ばされてポスターに。それが駅に、商店街の各所に、ぺたぺたと貼はられるなんて……。

　困るけど。

　やっぱり嬉うれしくて。


　　　★★★



　キュート・フォンターナは、壁のシミに視線を固定したまま心を整理した。

　ひな祭り、というものの大まかなかたちはわかった。

　人形を飾って無む病びよう息そく災さいを願う女の子のお祭り、といった内容なのだろう。

　商店街をあげてひな祭りを祝うのと同時に、売り上げを伸ばそうという計画もわかる。

　ただ、どうして理刀がいっしょにポスター撮影をするのかがわからない。

　黒媛は、メビナ役のモデルをするらしい。

　理刀は、オビナ役だと三みツつ矢やが言っていた。でも、オビナって？　女の子のお祭りで、オビナが果たす役割は？　なんて疑問が湧わいたから、

「ねぇ、オビナって、なに？」

　そばにいた巴ともえへ、ストレートにたずねてみた。

「女雛の隣に座る、男性の人形のことよ。男雛と女雛は、ふたつ合わせて内だい裏り雛びなっていうの。天皇と皇こう后ごう、んと、魔界でいうなら王様とお后きさき様さま、もっと一般的なレベルで言うなら、夫婦を意味してるわ」

「ふぅん」

　夫婦、ね。

　イラッ。


　　　★★★



　スイート・フォンターナは、キュートと巴の会話を聞きながら、ピクピクッと帽子の下で耳を動かした。ピククッ。

　オビナとメビナは、良人おつとと良つ妻まを意味するひと組の人形。

　かたちだけとはいえ、理刀と黒媛がダイリビナとやらに扮ふんし、それがポスターとなって街中に貼り出されれば……。

　目にしたニッポン国人が、こう思うかもしれない。

　このふたりは夫婦なのかも、と。

　もしかしたら、もっと穿うがったものの見方をする人が、こう思うかもしれない。

　ふたりは夫婦だから、ダイリビナとして依頼をうけてポスターになったのだ、と。

　魔界人としての自分には、ひな祭りがニッポン国人にどのような影響を及およぼすものなのか、まるでわからない。

　しかし、三みツつ矢やが商売繁盛のために利用しようとしているところから察するに、その影響力と浸透力には並々ならぬものがあるようだ。

　オビナとメビナは夫婦を意味する人形。

　それを知ってしまったからには……。


　　　★★★



　美み々み津つ巴ともえは、重くなっていく気持ちを懸命に支えた。

　たぶん、自分に女め雛びなの着物は似合わない。

　きっと、理り刀との横に座っても器用に笑えない。その前に、つり合わない。

　彼に失望の眼まな差ざしをむけられたら……。

　そんなことを考えてしまう。

　理刀が、そんな目で自分を見るはずがないとわかっているのに……。

　失望されたり、失笑されたり、呆あきれられたりしたら、堪たえられないから。なにも言えなくなってしまうから。泣いてしまうから。

　理刀の隣に座りたいだなんて、厚かましい願いだとわかっている。

　もし自分のポスターが通りに貼はられたら……。恥ずかしくて、その周辺には近づけなくなるだろう。

　駅の改札にも貼る？　それはつまり、その駅はつかえなくなる、ということと同じ。

　ポスターは間違いなく、虫除よけならぬ美々津巴除けになるだろう。

　巴は、胸の前で両手の指を絡めた。

　すぐ目の前で、黒くろ媛ひめが自信に満ちた笑みを浮かべて三ツ矢と言葉を交わしている。

　自分も、彼女のようになれたら……。


　　　★★★



　亜あ威い百もも香かは、むぅぅぅと唇を強こわ張ばらせたまま考えた。腕組みもしてみる。

　姉だけでなく、キュートもスイートも巴も、歩いているだけで道ゆく人たちの視線を搔かき集めてしまう容姿と、内側からあふれるオーラのようなものをもっている。

　正直、ここにいる先輩たちなら、だれが女雛役をやってもかまわないと思う。

　自分だけが、独ひとり、離れた場所から輝く光たちを眺めているような感じだ。

　百香はさらに、むぅぅぅと唇を引きしめた。

　百香、ファイト！　心のどこかで自分が叫んでいる。ファイトファイト！

　先輩たちの輪に飛び込めば、体の小ささが目立つだろうけど。女の子としての魅力がかなり劣っているだろうけど。そんなこと、わかりきってるけど。

　女雛の衣装を着てみたいな、という思いもあって。

　百もも香かは、フォンターナ姉妹に挟まれるようにして立っている男性へ、そっと目をむけた。

　魂の恩人。姉と同い年。六つ年上。そんな人といっしょにポスター撮影？

　無理無理。絶対無理。頭の中で、〝無理〟が大行進している。

　でもでも、想像してしまう。

　女め雛びなになった自分が、彼の隣で微笑ほほえんでいる姿を。

　想像するくらいだったら、いいよね？


　　　★★★



「それじゃあ、撮影はあしたでいいかな？　時間は……」

　三みツつ矢やの明るい声に〝待った！〟をかけたのは、

「わたくしも、メビナの服を着て理り刀とと写真を撮ってみたいですわ」

　スイートだった。

「ん？」

　三ツ矢が、きょとんとした顔を彼女へむける。

　その瞬間、理刀は見た。いや、感じたといったほうがいいかもしれない。

　黒くろ媛ひめとスイートの視線がぶつかった結果、パチッと発生した青白い火花を。

　不可視の火花は、キュートや巴ともえとの間でもパチパチパチッと発生しているようだ。

　百香だけが、ぽか～んとした顔で黒媛とスイートを交互に見ている。

　黒媛が、スイートが、キュートが、巴が、互いに互いを牽けん制せいし合い、出方を窺うかがっているようにも見えるけど……。

　黒媛が、スイートに視線を固定した。彼女が浮かべている笑みは、いつもの自信に満ちたものとは違い、少々引きつっているようにも見える。

「写真を撮るだけなら、まあ、いいかもしれないな。記念になるんじゃないか？　手紙やポスターにもできるから、今度いっしょに……」

「では、ポスターとして貼り出してもらうために、という言葉を加えさせて頂きますわ」

　バチチッ。

　今度の火花は、けっこう大きなものだった。

　黒媛とスイートが、もうそれだけでポスターにできそうな微笑みを崩すことなく、静かに見つめ合う。ジ──────────ッと。パチッ、パチッ、と。

　決して表情を硬くすることなく、目と目をやんわりとぶつけ合う。

　理刀は、背筋に冷たいなにかを感じた。

　彼女たちは、罵ののしり合っているわけじゃない。にらみ合っているわけでもない。

　それなのに、室温がどんどん落ちていくような気がする。暖房、きいてるはずなのに。

「スイートには悪いが、わたしが女雛役を頼まれたからな。最後までやり通すのが、やっぱり筋だと思うんだ」

　そんな黒くろ媛ひめの言葉を、スイートが片かた眉まゆをあげてうけとめる。そしてすぐに、三みツつ矢やへむき直った。

「わたくしでは、そのメビナ役には不むきなのでしょうか？　魔族ではいけないとか、背が低くてはダメ、といった条件がありますの？」

「いやいや、そんなことはないけど……」

　サンストリートの事務局長が、考えるような素そ振ぶりを見せるなり、

「じゃあ、あたしもやりたい」

　キュートが右手をあげた。

「え!?」

　思わず、といった様子で黒媛が声をもらした。

　スイートが、ニッと口の端をあげた。

「あ、えっと、そそ、それじゃあ、わたしも、その……」

　巴ともえも、そろそろぉ～っと、どこか申し訳なさそうな顔で手をあげた。

「と、巴まで……」

　黒媛が、目を大きくした。

「はいはいはぁ～い！　それじゃあ、わたしも立候補しまぁ～す！」

「百もも香かもっ!?　立候補って、女め雛びなはわたしに決まったんだから……ほら、ポスターになっても、変に注目されて面倒なだけだし、理り刀とと身長的にも近いほうが、その、つり合いとか、年齢とか、血液型とか、あ～、えっと、なんだっけ？」

　妹まで乱入してくるという事態に至り、黒媛は自分でもなにを言っているのかわからない状態に陥おちいってしまったようだ。つまり、軽く混乱してしまったのだろう。

「いけるっ！」

　いきなり、三ツ矢がパ───ン！　と手を打ち合わせた。

「「「「「「!?」」」」」」

　この場の全員が、彼に注目する。

「女雛座争奪戦をやろう！」

　三ツ矢が続けた言葉に、理刀は息を吞のんだ。

　女の子たちが、互いに素早く視線を交わし合う。

「あしたの土曜。サンストリートで働いてる女の子や、お客さんにも声をかけて、集まってもらった中から女雛役のモデルを決めようじゃないか！」

　聴衆にむかって演説をぶつかのように、三ツ矢が握った拳こぶしを振りあげた。意外にも熱い人だったようだ。

「ふふん。望むところですわ」

　すぐさま、スイートが可愛かわいくも尖とがった笑みを浮かべた。

「きゅっ！　負けないわよ！」

　キュートが、ほとんど条件反射で、ひとつ上の姉へ視線を投げつける。

「わ、わたしは……争奪戦なんて……ぁ、う、が、がんばって、みよぅかな……」

　巴ともえが、視線をキョロキョロさせながら、ときどき理り刀とへチラチラ目を投げながら、頰ほおをほんのり桜色に染めながら、消え入りそうな声でつぶやいた。

「ダメもとで、がんばりまぁ～す！」

　百もも香かの周りだけ、お気楽でゆるやかな微風そよかぜが吹いている。

　そんな中、しばし呆ぼう然ぜんとしていた黒くろ媛ひめが、徐々に落ち着いた表情をとり戻し、

「女め雛びな座争奪戦か。うん。商店街が活気づくなら、わたしも喜んでやりましょう」

　三みツつ矢やへ強い目をむけた。

　男お雛びな座争奪戦はやらないの？　なんて疑問が頭をよぎったものの、口には出さなかった。

　ひな祭りは、女の子メイン。

　男雛は、あくまでもオマケ。

　あしたは、女子力と女子力の激突を見守るだけでいい。

　○○争奪戦といった催もよおしは、嫌いじゃない理刀である。

　ちょっと……、いやいや、かなり楽しみだ。




　一九時半をわずかに回った頃ころ。

　理刀たちは管理人室でちゃぶ台を囲み、毒どく舌ぜつ丸まるお手製の夕食をとっていた。

　右にキュート、左にスイート、正面に毒舌丸といういつもの位置に腰を下ろし、カレーを食べている。

　朝から煮込んだというカレーは、しっかりとしたコクが出ていた。が、超甘口であるため、夕食というよりもオヤツをいただいているような感じである。おいしいけど。

「でね、お店で働いて、そこの店長に仕事ぶりを採点してもらうことになったの。つまり、お仕事勝負ってわけ。どんな店でどんな仕事をすればいいのか、そのときになってみないとわからないから、ちょっと緊張するわ」

　キュートが、「女雛座争奪戦」の件を毒舌丸に説明している。

「事務局長さんは、〝お店の宣伝をしてもらいたい〟と仰おつしやっていましたから、そういった内容の勝負になることが予想できますわね」

　スイートが、キラン、と目を輝かせた。

「きゅ、負けないわよ」

　キュートが、反射的に視線を尖とがらせながらも、ご飯とカレールーをからめて口へ運ぶ。

「ふふん。お店の評判を落とさないよう、お気をつけて」

　スイートも、カレーをひと口。

　もぐもぐもぐと口を動かしながら、キュートとスイートがにらみ合う。

　基本的に育ちのいいふたりだから、口に食べ物が入っているときはしゃべらない。

　超甘カレーを、もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ。ほぼ同時に、水の入ったコップに手を伸ばし、ゴクゴク。食べ物をノドの奥へ流し込むなり、キュートが口を開く。

「でも、店長の採点って、ちょっと微妙よね。人の判断って公平じゃないでしょ？」

「わたくしも、それが気になっていました。お店への貢献度をどのようにしてはかれば公平なのか、その基準がわかりませんわ」

　理り刀とは、彼女たちの言葉にうなずいた。

「だね。貢献度を数字で表せる機械でもあったら、まぁ、話は簡単なんだけどね」

「理刀の仰おつしやる通りですわ。しかしながら、たとえ貢献度を数値化できたとしても、勝負事には必ず運不運がつきまとうものですから……」

「きゅ～、そうよね。お店によって勝負内容も違うだろうし、三みツつ矢やさんがトーナメント勝負って言ってたから、対戦相手によっては運も関係してくるでしょうね」

「不運も不条理も理不尽も嚙かみ砕き、踏み潰つぶし、ただただ前進あるのみですわ」

「ん、まぁ、そんな、お姉様たちみたいにいけたらいいんだけどね」

　キュートが、ひょいと肩をすくめたそのとき、黙って食事をしていた毒どく舌ぜつ丸まるが、するりと会話に入ってきた。

「確かに運不運は勝負につきものですが、仰っていた〝店長の採点〟だけでも公平にできる方法があります」

　キュートとスイートが、毒舌丸に顔をむけた。

　理刀も、むかいに座った彼女へ目をむける。

「人じん面めん花かの種を用いれば、少なくともその発はつ芽が状態と生育具合を比べることで勝敗を明らかにすることができるはずです」

　キュートが、〝その手があったか！〟といった表情で、ぽんと手を合わせた。

「なるほど、さすがは毒舌丸ですわね。素晴らしい発想ですわ」

　スイートが、感心したように大きくうなずいた。

「恐れ入ります」

　毒舌丸が目を伏せる。

　人面花の種？　といった理刀の疑問に、キュートがすぐさまこたえてくれた。

「人面花って、人の感情を吸いとって成長する植物なの。種も同じ。強い感情を吸えば、ビックリするくらい早く芽を出すんだから。ものの数分で、にょきにょき～って」

　スイートが、すぐさま言葉を継ぐ。

「ビョルンストライド王国の西南海岸に多く見られる植物ですわ。たとえ土や水がなくとも、人が愛めでてあげさえすれば、それだけで花を咲かせることができると言われています。ですから、別名〝愛欲花〟とも呼ばれていますの」

　感情を吸って成長する魔界産の植物であることはわかったけど……、仕事でどのようにつかえば効果的なのか、いまいちピンとこない。

　そんな疑問は、毒どく舌ぜつ丸まるの言葉で氷解した。

「品種改良によって、特定の〝気〟だけに反応するようなモノが多数つくられています。たとえば〝驚き〟または〝感謝〟〝感心〟〝興味〟〝恍こう惚こつ〟。わたしもすべてを知っているわけではありませんが、それこそ人の感情のほとんどをカバーできるほどだと聞いています。あす行われる勝負の内容に応じて、適した種をご使用になればよろしいかと思います」

　勝負は、花の咲き具合にゆだねようということか。

　なるほど、それなら店長に採点されるよりマシかもしれない。

　あすの『女め雛びな座争奪戦』は、花咲かせ勝負というわけだ。

　カレーを食べ終えた毒舌丸が、食器を手に音もなく立ちあがった。

「さっそく人じん面めん花かの種を手配しましょう」


　　　★★★



　夢を視みている。その感覚は、しっかりともっていた。

　キュートは、ふわふわとした心地ここちのまま夢の世界を眺めた。

　隣にいるのは……、理り刀と。

　夢の中でも彼の微笑ほほえみはあたたかくて、確かで、こちらを認め、うけ入れてくれるからホッとする。ここにいてもいい。隣にいてもいい。背伸びしなくてもいい。そう言ってもらえているようで、気持ちが安らぐ。

　心には翼が生えている。

　理刀のお陰で、気づくことができた。

　飾らなくてもいいんだよ。

　デキソコナイでもいいんだよ。

　ありのままのキミでいいんだよ。

　彼の笑顔にはいつも、そんな言葉の数々が凝ぎよう縮しゆくされているから……、大好き。

　キュートはいま、理刀とならんで写真を撮ってもらっている。

　カメラマンは知らないだれか。真っ白で顔もわからない。ペラペラの紙人形だ。

　大切なのは、キュート・フォンターナと春日かすが理刀のツーショット。

　メビナの衣装に身を包み、はいチーズ！

　パシャ、というフラッシュが心地いい。カシャ、というシャッター音も。

　夕食のあと、毒舌丸に用意してもらった本で、メビナとオビナがならんだ写真を見た。

　ぶくぶくに着ぶくれした人形が二体。

　赤っぽい服を何枚も重ね着し、ぼわっと髪をふくらませたメビナ。目が細かった。

　両肩が角張った青っぽい服を着た、すっきり顔のオビナ。こちらも細目さんだった。

　他ほかにも、たくさんの従者人形がならんでいたけど、大切なのは最上段に鎮座していたひと組の夫婦人形である。

　メビナとオビナ。

　キュートと理り刀と。

　ポスターになって街中に貼はり出されるのだ。それはつまり、「わたしたちは夫婦ラブラブです」ということを公言したも同じ。愛情たっぷりの仲よし夫婦！　という宣言だ。

　あくまでも、〝役〟を演じているだけ。それはわかってる。わかってるけど、ひな祭りはニッポン国で何百年も昔から行われてきた伝統的な祭りだというから……。

　ポスターの影響力は絶大なはず。

　パシャ、パシャパシャ、とフラッシュが光り続けている。

　気持ちいい。目が覚めなきゃいいのに。でも、朝がくれば起きなきゃいけないし、寝たままだと本物の理刀に会えないから……。

　夢の中なのに、楽しいのに、嬉うれしいのに、ほんの少しだけ気が重くなる。

　自分の不自由な性格が恨めしい。

　ふと意識を移すと、カメラマンの近くで拍手をしている女の子たちの姿が見えた。

　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの四人。

　みんなが、自分と理刀を祝福してくれている。メビナとオビナに扮ふんした自分たち夫婦に拍手、拍手、拍手。祝福の拍手。

　みんな、ありがとう。

　キュートは手を振った。

　理刀も笑みを大きくしている。

　手を振り続けた。

　大きく。理刀にむかって。メビナとオビナにむかって。大きく手を振った。

　あれ？

　どうして自分は、理刀にむかって手を振っているのだろう？

　あれあれ？

　理刀の隣に座っている人は……、だれ？

　メビナは、自分だったはず。

　あれあれあれ？

　スイートがそばにいる。黒媛も隣にいる。巴も百香も、手の届くところに立っている。

　キュートは、理刀を凝視みた。その隣で手を振っている女性も。

　理刀の隣に座っているメビナの髪が、紅あか色に輝いている。火ひの粉こをちりばめたかのようなロングウェーブの紅髪。鮮あざやかすぎる紅のせいで、彼女の顔がよく見えない。

　だれ？

　ササラ姫？　違う。姫の髪は、もっと落ち着いた七色だから。あんなにどぎつい炎のような色じゃない。

　理り刀と、その子だれ？

　キュートは、大きく口を開いた。でも、声が、出て、こない。

　理刀、理刀、その子は？　知ってる子？　ねぇ、理刀、ねぇってば……。

　夢の中でさえ、思うようにならなくて……。不自由で……。


　　　★★★



　土曜。

　理刀は、キュートとスイートに挟まれるようにして駅のホームに降り立った。休日とはいえ、レゾンの生徒として商店街に協力するのだから、と三人とも制服を着ている。

　時間は八時五一分。

　階段を下りたところで亜あ威い姉妹と合流し、改札を抜ける直前で巴ともえもやってきた。みんなも制服姿だ。

　これで、いつものメンバーが勢せい揃ぞろいである。

　このまま、サンストリートの事務局までむかい、他ほかに集まった女の子たちと女め雛びなの座を懸けて勝負をするだけ。正々堂々と。

　理刀はきょう一日、応援席あたため係である。それもまた楽しみだ。

　人じん面めん花かの手配、そして黒くろ媛ひめや巴、加えて三みツつ矢やへの連絡などはすべて毒どく舌ぜつ丸まるがやってくれた。理刀がやるべきことは、本当になにもない。

　魔界大使館へ種をとりにいかないといけないため、毒舌丸は少し遅れてくるという。彼女がくるまでに、トーナメントへの参加人数やクジ引きによる対戦相手決めが行われることになっている。

　理刀は期待を胸に駅を出て、商店街を目指した。

　女の子たちは、いったいどんな勝負をするのだろう。

　争奪戦が、もうすぐ始まる。




　部屋の中には、すでに一〇人ほどの女の子たちが集まっていた。

「黒媛ちゃん、待ってたよ！」

　三ツ矢が、にこやかな顔で歩み寄ってきた。

　彼の声で、女の子たちの視線が理刀たちに集まってくる。

「きょうはがんばります！」

　百もも香かが、胸の前でふたつの拳こぶしを握りしめた。

　黒媛が、そんな妹を愛いとおしそうに見下ろしている。

　巴ともえは、女の子たちの視線から逃げるように、黒くろ媛ひめの後ろで身を縮めている。

　いつも道ゆく人たちの視線を浴びまくっているキュートとスイートは、女の子たちの存在を気にする様子もなく、理り刀とのそばに立っている。

　三みツつ矢やが、部屋中の人間に語りかけるように、声を大きくした。

「みんな、あと三〇分ほどで対戦相手を決めるための抽選が始まるから、それまでゆっくりしててね。用意したお菓子は〔お菓子のマチオ〕さんから提供してもらったモノだから、遠慮しないで食べていいから。ポケットに入るだけつめてもＯＫ。そのままもって帰ってもいいからね」

　やったぁ～、と飛び跳ねたのは百もも香かだけ。他ほかの女の子は、なにか言いたそうな顔で身を寄せ合っている。笑っている子はひとりもいない。

　微妙な雰ふん囲い気きだ。勝負は試合前から始まっている、ということか？

　三ツ矢が、理刀に顔を近づけてきた。

「キミの隣に座る子は、だれになるだろうね？

　きのう、商店街で働いてる若い子たちに声をかけて回ったんだけど。そうしたら、こんなにたくさん参加してくれたんだよ。

　いま、メインストリートのほうでも一般客の参加者を募集してるんだけど、このままだと三〇人超えちゃうかもね。

　そうなったら、土日で優勝者が決まらないかもしれないなぁ。

　ポスター撮影、急ぎなのに。どうしようかなぁ。

　う～ん、忙しくなりそうだね」

　忙しくなりそう……、なんて言いながらも、彼はすごく嬉うれしそうだ。商売人の血が騒いでいるのだろう。

「こんにちは。きょうはよろしくお願いします！」

　百香が、さっそく他の参加者たちに笑顔を振りまいている。そうしながらもテーブルにちょこちょこと近づき、ならべられた菓子を眺め始めた。だが、手は伸ばさない。代わりに、黒媛へチラッと目を投げている。

　妹のチラッ、をうけた黒媛が、苦笑いを浮かべた。

「ふふ、三つまでだぞ？　あんまり食べたら歯によくない」

　パアァッ、と笑顔になった百香が、再び菓子へ目を落とす。どれにしようかな……、と真剣に悩んでいる横顔は、とても可愛かわいらしい。

　不意に、女の子の中から声があがった。

「ごめんなさぁ～い。あたし棄き権けんしまぁ～す」

「え!?」

　三ツ矢が、声の主へ目をむける。

　キュートやスイートも。黒くろ媛ひめと巴ともえも。菓子を選んでいた百もも香かも。

「朝あさ比ひちゃん？」

　乾いた空気を吐き出すような三みツつ矢やの声に続き、女の子たちの中から歩み出てきたのは、スタイルのいい少女だった。

　肩に届く茶色のウェーブヘア。身長は理り刀とより少し低いくらいだが、高いヒールを履はいているため、実際には一六〇に届いていないかもしれない。

　目が小さく、決してきれいとは言い難がたい顔ながら、唇だけはふっくらとしていて女性的な魅力を大放出していた。そして胸。その部位だけは、まさに黒媛級と評していいかもしれない。年齢は、理刀と同じくらいだろうか。

「棄き権けんって、どうして？」

　三ツ矢の問いに、朝比が厚みのある唇を尖とがらせるようにしてこたえた。

「三ツ矢さんってば、ひっどぉ～い。その子たちって、みんなレゾンの生徒じゃない。しかも魔族っ子までいるしぃ。これって、幕下と横綱にガチバトルさせるようなもんでしょ。ビジュアルでも、すっごく情けないけど、まあ、ちょっと勝てそうもないしさ。ほんと、三ツ矢さんってば顔ひろすぎよね。どっからそんな子たち引っ張ってきたの？　レベル高すぎでしょ」

「ちょっと朝比ちゃん、ドタキャンなんて……」

「三ツ矢さんにはお世話になってるし、こんなことしたくないんだけど……あたしぃ、その子たちの引き立て役なんて嫌だし」

「ファッション・リーダーの宣伝もあるんだよ？」

「うん。三ツ矢さんってば、痛いとこ突いてこないでよぉ」

　顔をしかめた朝比が、部屋の中を見回したあと、いちばん近くにいた百香に歩み寄った。

「ほんと、将来を約束された顔してるわねぇ。羨うらやましい。しかもレゾンの生徒だし………神様にひいきされた人間って、実在すんのねぇ。ヤになっちゃう」

　ぶつぶつ言いながら、百香に手を差し出す。握手を求めているらしい。

「あ、どうも」

　百香が、「？」といった顔で朝比の手を握る。

　朝比は続けて、黒媛、巴、キュート、スイートと、順番に握手をしていった。

「幸こう辺べ朝比でぇす」「記念のシェイク・ハンドね」「魔族っ子って、初めてぇ」「うわっ、あなたたちって姉妹でしょ？　双子？　違う？」なんてことを言いながら。

　そしてそのまま、「三ツ矢さん、ごめんねぇ」と部屋のドアを開け、さっさと廊下へ出ていった。

　パタン、とドアが閉まったあと……、居い心地ごこちの悪い沈黙が部屋を支配した。が、それも五秒ほど。

「わたしも……」

　だれかが、ポソリとつぶやいた。

「あっ、じゃあ、ボクも……」

　続けて、申し訳なさそうな声。

　とまらなかった。

「お邪魔しました」「三みツつ矢やさん、ごめんなさいっ」「ガスの元栓閉め忘れてた」「しまったぁぁ、録画予約頼まれてたんだったぁ」「お腹なか空すいた」「博多はかたラーメンの〝黄おう金ごん龍りゆう〟よろしくねぇ」「すみませんすみません」「キ──────ン」「逃げろぉぉ」「バイバイ」

　ゾロゾロゾロォォォ、と女の子たちが理り刀との前を通り過ぎ、そのまま部屋の外へ。

「ちょ、ちょっと、美み和わちゃん。萌も果かちゃんまで……夢梅ゆめめちゃんも？　みんな困るよぉ、麻ま奈なちゃぁん。あぁ、樹理明じゆりあちゃん、商店街を盛りあげようって、あの言葉は噓うそだったのかい？　凛りんちゃん、頼むよ。光ぴか々ぴかちゃん、お店を宣伝するチャンスだよ？　松まつ枝えちゃん、月つき美みちゃん、眠みん区くちゃん、真ま由ゆ美みちゃん。みんなぁぁぁ、カムバァァァクッ！」

　さすがは事務局長。女の子たちの名前を全員覚えているようだ。それなのに、だれにも振りむいてもらえなかった。

　商店街から集まった女の子たちはみんな、サンストリートと自分たちが働く店を愛しているはずだ。しかし、その愛情もレゾン・ガールズの前では無に等しかったのだろう。

　朝あさ比ひが言っていた。『幕下と横綱にガチバトルさせるようなもん』だと。

　女の子を力士にたとえるのはどうかと思うけど、彼女が言いたいことはよくわかる。

　色白を通り越し、血管が透すけて見えそうなほど汚けがれのない肌をもつキュート・フォンターナ。ツインテールの銀髪も愛らしい。

　妹と同じく、神の愛を一身に浴び続けて育ったかのような美び貌ぼうをもつスイート・フォンターナ。双そう眸ぼうの光も力強い。

　育ちと性格のよさが内面からにじみ出ているのに加え、凛とした空気で自らの美を絶えず引きしめている亜あ威い黒くろ媛ひめ。胸も驚くほどに大きい。

　透明な雰ふん囲い気きを身にまとい、物静かながら確たる芯しんをもっている美み々み津つ巴ともえ。強さと脆もろさを共存させた可か憐れんさは、彼女独特の輝きを放ち続けている。

　元気。健康。笑顔。その他ほかたくさんの〝陽〟を自然に表現できる亜威百もも香か。心の底から幸せを感じている者特有の明るさは、周囲の人たちまで元気にする力をもっている。

　こんな女の子たちを前にして、「よし、女め雛びなの座を懸かけて勝負しよう！」なんて言える者はなかなかいないだろう。

　商店街の女の子たちには悪いけど……。

　理刀は、この場に残った仲間たちにこっそり目をむけ、両りよう眉まゆをちょんとあげた。

　三ツ矢が肩を落としているため、下へ手たなことは言わないでおく。




　結局、部屋に残った女の子は、キュート、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの五人だけになった。男は、理り刀とと三ツ矢のふたり。

　三ツ矢の大きすぎるため息が、事務室に満ちていく。〝女め雛びな座争奪戦〟で商店街を盛りあげたかったのにぃぃ……、とそんな嘆なげきが彼の丸めた背中から漂ただよってくる。

　そんな事務局長に、黒媛が声をかける。

「他ほかにも参加者を募集しているんですよね？　きっとたくさん集まりますよ」

「そうだといいけど」

「大丈夫ですよ！」

　百香も、三ツ矢励まし隊に参加する。

　そんなやりとりから一分もしないうちに、廊下のほうが騒がしくなった。そして、若い女性事務員に案内されてきた一〇人以上の女性たちが、ドアのむこうから現れた。

　ほら、心配いらなかったでしょ、と亜あ威い姉妹が三ツ矢に笑いかける。

「ありがとうございます！　さあさあ、みなさん楽になさって下さい。いまから、〝女雛座争奪戦〟の内容をご説明します！」

　丸めていた背をピシッと伸ばした三ツ矢が、ウェルカム！　とばかりに両手をひろげた。彼の顔には、先ほどの嘆きなどわずかも残っていない。さすがだ。

「え～っと、もしかして、その子とか、そっちの子もモデル候補？」

　入ってきた女性たちのひとりが、キュートと、その隣に立っていたスイートを指さした。続けて、黒媛と巴にも目をむける。

「あ、っとと。まぁ、モデルの候補といえば、確かに、そ、その通りなんですが……」

　三ツ矢が、嫌な予感を覚えています、といった表情でこたえを返す。

　途端、

「さよなら」

　ひとりが、部屋を出ていった。

「えっと、んじゃあ、わたしもぉ……」「無理っしょ」「あたしら嚙かませ犬じゃん」「笑い者になるだけよね」「あぁ～あ、モデル料の高さに騙だまされたぁ」「プロと比べられるなんて、きっついよねぇ」「サイアク」「モデル、やってみたかったけどぉ………残念」

　まさに、商店街で働いている女の子たちの引き際、その再現だった。あのときは、幸こう辺べ朝あさ比ひがキッカケをつくったけど……、今度も同じ年とし頃ごろの女の子が先頭だった。

「み、みなさん、ちょっと、あのぉ」

　三ツ矢の声に足をとめる者は、だれもいない。

　ゾロゾロと部屋を出ていく。ここまで彼女たちを案内してきた女性事務員も、狼狽うろたえた様子でその流れについていく。

　残ったのはふたりだけ。

　ひとりは、修道女シスターのような黒服に身を包んだ、ほっそりとした女性だった。

　身長はキュートやスイートよりもほんのわずかに高い。一五〇くらいだろうか。

　北欧系の青白い肌と色素の薄い目。どこかの教会関係者なのかもしれない。出身はどこの国なのだろう？

　もうひとりは、ちょっと……、変な女性だった。

　真冬だというのに、大きなハートマークがついた真っ白なタンクトップを着ていたから。下は濃い青色の短パンだ。

　身長は、一八〇前後だろうか。この部屋でいちばん高い。しかも、細いようでいて、その実しっかりと引き絞られた体は、日ひ頃ごろからトレーニングを欠かしていないであろうことがよくわかる。胸の谷間も立派だ。

　淡黄色の髪をポニーテールにしているところから、ダンスのインストラクターを連想してしまう。

　残ってくれた彼女たちを見て、三みツつ矢やが神仏でも拝むように手を合わせた。

「いらっしゃいませぇ」

　お店でもないのに、そんな言葉を口にしている。商売人として、心と体に染みついた言葉なのだろう。

　修道女風の女性が、わずかに首を傾けた。

「アンと申します。モデルをやりたいというよりも、この商店街の発展にわずかでも尽力できればと思い、参加させていただきました。よろしくお願いします」

　流ちょうな日本語だから、在日期間が長いのかもしれない。

　すぐに、タンクトップ＆短パン女性が口を開いた。

「あたいは鈴すず木き鈴すず音ね。よろしくっ！　争奪戦だろ？　燃えるっ！　いつ始めんだ？」

　声がでかい。しかも、ちょっとバカっぽい。格好からしてバカっぽいけど。

　でも、彼女の目はキラキラで、子どものようで、なんだか嫌いになれない光を湛たたえているから……、理り刀とは思わず、クスッと笑ってしまった。

　途端、

「てめぇ、なに笑ってんだ？」

　鈴木鈴音からにらまれた。

　理刀より頭半分ほど高いところから見下ろしてくるので、かなりの威圧感がある。

「いや、元気な人だなって思って……」

「元気だといけねぇのかよ？」

「はは、そうじゃないけど……」

　どうしよう……、と理刀が鈴音への対応を考えているところへ、

「ちょっとあんた。勝負はまだ始まってないのよ！」

「勝負事がお好きなら、わたくしがお相手をして差しあげますわ」

　キュートとスイートが、理り刀との左右から鈴すず音ねのにらみを跳ね返した。

　フォンターナ姉妹と鈴音の身長差は、三〇センチ以上は開いている。それでも、魔族と普通の人間が物理的な力をぶつけ合えば……。幻術も、獣人の力も、人間にとっては太た刀ち打うちできないモノだから……。

　理刀はとっさに両腕をひろげ、前に出ようとしたキュートとスイートの足をとめた。

　視線は、鈴音から離さない。

「笑ったことで嫌な気持ちにさせたんなら、謝ります。すみません、悪気はありませんでした。できれば、気持ちよく〝女め雛びな座争奪戦〟に参加してもらえませんか？」

　鈴音がすぐに、ニカッと白すぎる歯を見せた。犬けん歯しの鋭さがやけに目立っている。

「お前っ、すげぇな！　そんなにしっかり謝れるヤツ、なかなかいねぇぞ！　なんだよ、ガッチリした器うつわもってんな、おい。気に入ったぜ！　チューしてやろうか？」

　いきなり、むにゅ～っと唇を突き出しながら近づいてきた。ワケがわからない。

「きゅっ！　あんた、ふざけないでっ！」

「場をわきまえて下さいっ！」

　キュートとスイートが、そろって理刀と鈴音の間に飛び込んでくる。

「あっとと」

「………ぁ」

　ふと横を見ると、黒くろ媛ひめと巴ともえも二歩ほど飛び出していた。彼女たちも、鈴音をとめようとしてくれたらしい。

　百もも香かが、ぽかんとした顔で鈴音を見ている。三みツつ矢やも、ぽかん。アンだけが、はしゃぐ園児たちを見守る保育士さんのように、静かな笑みを浮かべている。

「なんだよ、チューしちゃダメなのかよ？」

「きゅーっ！　あんたと理刀は初対面なんだから、失礼でしょ！」

「だったら、親しくなったあとにチューすりゃいいんだな？」

「それは、わたくしが許しません」

「どんなに親しくなっても、礼儀を軽かろんじるのはよくないわ」

「礼儀って、おい。あたいのチューは無礼になんのか？」

「当たり前じゃない」

「当然ですわ」

「お前ら、そいつのコレか？」

　鈴音が、小指をピンと立てた。つまり、彼女なのか？　と質問しているのだ。

「あたし、小指じゃないわ！」

　キュートが、きゅっ！　と鈴すず音ねをにらみつける。

「指切りげんまん、という人間界の誓約法は知っていますが……理り刀とと交わしたことはありませんわ、ね」

　スイートが、ちょこりん、と首を傾かしげながら鈴音が示した小指の意味を考えている。

「あ～、もういい。チューはまた今度だ」

「今度でもダメ！」

「今度でもダメですわ！」

　キュートとスイートの声が、部屋の空気を震わせた。

　理刀は、黒くろ媛ひめや巴ともえを横目に見た。百もも香かや三みツつ矢やも。みんな苦笑いである。

　愛いとおしい子どもたちを眺めるように微笑ほほえんでいるのは、アンひとり。

「あんたら、フォンターナ公こう爵しやく家けの娘だろ？」

　鈴音の質問は、唐突だった。

「そうよ。キュート・フォンターナ。六六七女よ」

「スイート・フォンターナです。六六六女ですわ」

　キュートとスイートが、ほんのわずかに背筋を伸ばし、少しだけ胸を張り、ちょっとだけアゴを引いて、即座にこたえた。

　フォンターナ家の娘としての矜持プライドが、彼女たちに姿勢を正させているのだろう。でも、どうして鈴音がそのことを知っているのか？

　そんな理刀の疑問を、百香が笑顔で代弁してくれた。

「鈴すず木きさんは、どうしてキュートさんたちがフォンターナの娘さんだってわかったんですか？　日本にきてる魔界の人って、フォンターナ家の方々ばかりじゃないですよね？」

「ああ、前にね、フォンターナ家が人間界に学校をつくったって、雑誌の記事にあったからさ。そんとき、制服の写真も載ってたんだよ。こいつと同じヤツ」

　言いながら、スイートの制服を指さした。地下学院アンダーレゾンの制服は、地上の学院とは細かいところでデザインが異なっている。

「だからさ、その制服着てる魔族がいりゃ、とりあえずフォンターナの身内かもって思うだろ？　だから訊きいてみたら、ドンピシャ」

「へぇ～、やっぱりフォンターナって有名なんですね」

　百香が、ニパァ～ッと笑みをひろげた。

　鈴音も、ニカァ～ッと笑顔になる。覗のぞいている犬けん歯しが、とっても野性的。

　百香はどうやら、鈴音のようなちょっと変わった人と仲よくなれる素質をもっているようだ。その証拠に、ゴルパルツインズとも仲がいい。

　理刀は、三ツ矢と目を合わせた。

　レゾン学院の生徒以外の参加者は、鈴木鈴音とアンのふたりだけのようだ。





二章　女め雛びなの座をつかめ！







　三みツつ矢やが、女の子たちに〝女雛座争奪戦〟の審査方法を説明し終えたとき、

「参加者が、あとひとりいらっしゃるみたいですよ」

　とつぶやいたのは、窓際に立っていたアンだった。

　理り刀とたちが「？」と顔を見合わせたとき、バタ～ンと大きな音をたててドアが開けられた。そして、廊下からゆったりとした、どこかもったいぶった足どりで入ってきたのは……、おそらく幸こう辺べ朝あさ比ひだった。

　なぜ、おそらくなのか？

　それは、彼女が肩幅に届こうかという大きな蝶ちよう々ちよマスクで顔の上半分を隠していたからだ。が、そのふっくらとした唇は紛まぎれもなく……。大きな胸だって……。履いている高いヒールにも見覚えがあるし……。

『幕下と横綱にガチバトルさせるようなもん』だと言っていた彼女が、どうして戻ってきたの？　雰ふん囲い気きがまるっきり違っているように見えるのは、蝶々マスクのせい？

　理刀は、どう対処していいのかわからず、ただただ蝶々マスクを凝視することしかできなかった。

　キュートたちも、驚きに目を見開いている。

　犬けん歯しを剝むき出し、鈴すず音ねが挑戦的な笑みを唇に貼はりつけている。

　アンが、目もとに慈愛の微笑ほほえみを浮かべながら、

「ここを訪ねる前に、お店でお面を選んでいる彼女を見ました。そんな女性がこの建物に入ってくるのが、いましがた窓から見えたものですから……」

　そう教えてくれた。

　アンの言葉に大きくうなずいたあと、三ツ矢が突然現れた仮面少女に目をむけた。

「朝比、ちゃん？」

「我われはそのような名ではない」

「朝比ちゃん、だよね？」

「グラマー・バタフライと呼べ」

「グラマーって、ちょ、そのネーミング、長すぎない？　呼びづらいよ」

　ツッコミを入れるところは、そこじゃないだろ！　というツッコミを腹の底に押し込みながら、理刀は三ツ矢と朝比のやりとりを見守った。

　キュートたちも、表情を強こわ張ばらせて朝比を見つめている。

「グラマー・バタフライでは長いか？　ふむ、呼び易やすさということまでは考えなんだ。舌がなめらかに動かぬ者もおる、ということだな。我の浅せん慮りよを許せ。よし、ではグラバタと呼ぶことを特別に許す」

「朝あさ比ひちゃ……いや、グラバタ、キミも〝女め雛びな座争奪戦〟に参加してくれるんだね？」

「我われはそのためにやってきた」

「ありがとう！　さすがファッション・リーダーで鍛えられた商魂は本物だ！　キミだけは戻ってきてくれると信じてたよっ！　しかも女王様キャラになりきっての盛りあげ作戦。くぅ、素晴らしいっ！」

　三みツつ矢やが、両手を高々とあげた。万ばん歳ざい。

　ファッション・リーダーって？　なんて疑問など、この際どうだっていい。とにかく、参加者がまたひとり増えた。

　幻術の使い手、キュート・フォンターナ。

｛不凋花の唇アスフォデル・リップ｝、スイート・フォンターナ。

｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝、亜あ威い黒くろ媛ひめ。

｛謎エニグマ｝、美み々み津つ巴ともえ。

｛世界樹の一葉フューチャリング・ワン｝、亜威百もも香か。

　微笑ほほえみの修道女シスター、アン。

　タンクトップ・レディ、鈴すず木き鈴すず音ね。

　そして、グラマー・バタフライ改め、グラバタ。

　計八名。

　女雛の座をつかむのは、果たして……。




　クジ引きの結果、一回戦の組み合わせが決まった。

　Ａブロックの第一試合。

　スイート・フォンターナvsグラマー・バタフライ。

　スイートとグラバタが、笑みを絶やすことなく視線をぶつけ合う。

「いい勝負をしましょう」

「我と当たるとは、運のない」

　スイートとグラバタが、ガシッと握手を交わす。

　Ａブロックの第二試合。

　亜威黒媛vsアン。

　黒媛も、スイートたちと同じようにアンへ握手を求めた。

　と、アンが両手で黒媛の右手をそっと包み込んだため、勝負！　という雰ふん囲い気きが一瞬で霧散してしまった。

「お手やわらかに」

　アンの声は、不純物のない鉄同士を打ち合わせたかのようなやさしい響きをもっているため、それを聞いた黒くろ媛ひめも、自然とやさしい笑みになっている。

　女の子同士の勝負はこうあってほしいもの、と理り刀とは内心で大きくうなずいた。

　Ｂブロックの第一試合。

　美み々み津つ巴ともえvsキュート・フォンターナ。

　八人中五人がレゾン学院の生徒であるため、仲間同士の闘いは当然避けられない。

　片方が一回戦で消えることになるのは寂さびしいが、それがトーナメント戦である。

　キュートと巴が、体を寄せ、笑みを寄せ、気持ちを寄せ、

「あたし、本気でやるからね。お互いがんばりましょ」

「うん。お互い、本気で、ね」

　互いに気持ちを高め合っている。

　Ｂブロックの第二試合。

　鈴すず木き鈴すず音ねvs亜あ威い百もも香か。

　参加者中、いちばん背の高い鈴音ともっとも背の低い百香の対戦となった。

「おいおい、これはないんじゃないか？　こんなちっこい子は殴れねぇだろ」

　鈴音はどうやら、格闘技の試合かなにかだと勘違いしているようだ。

　そんな彼女に、百香が笑みをむけた。ニパッ。

「鈴木さんはすごく鍛えてるみたいですから、殴り合いだったら簡単に優勝しちゃいますね。でも、この勝負は頭のほうをつかわなきゃいけないんです。だから、わたしと鈴木さんが試合しても大丈夫なんです」

「頭つかうのかよ？　頭突き？　え？　違う？　中身のほう？　うわぁ～、なんだよそれ、かったりぃ」

　なんて言いながらも、鈴音は百香と楽しそうに話している。

　女の子たちが、それぞれの対戦相手と言葉を交わしているところへ、「お待たせしました」と毒どく舌ぜつ丸まるがやってきた。

　彼女が左手に提げているのは、なんの飾り気もないアタッシュケースだ。人じん面めん花かの種のことはみんなに説明ずみだから、すぐにでも試合を始められるだろう。

　これで準備は整った。




　Ａブロックの第一試合は、〔ファッション・リーダー幸こう辺べ〕の宣伝勝負だった。

　駅側から商店街に入り、五分も歩かない場所に〔ファッション・リーダー幸辺〕はあった。ティーンズむけの衣料品店である。

「ファッション・リーダー」そして「幸辺」と聞き、理刀は三みツつ矢やに顔を寄せた。

「もしかして、ここって……」

「朝あさ比ひちゃんとこのお店だよ。ご両親が経営されてるんだけどね。今回は、朝比ちゃんがグラバタになって参加してくれたから、当然お店の宣伝も兼ねて勝負をさせてもらうよ」

「へぇ～、このお店が……」

　曖あい昧まいな返事をしながら、理り刀とは考えた。

　朝あさ比ひの店なら、宣伝や接客の方法、商品の種類や配置もよく知っているはず。一方のスイートは、初めての店だ。

　これでは不利になるのでは？

　そう思う反面、スイートは魔族で、魔法がつかえるから、頭さえつかえば宣伝方法はいくらでもあるはずだ、という考えも浮かんでくる。ズルいようだけど、三みツつ矢やは「魔法禁止」なんてひと言も口にしていなかった。スイートなら、必ずそこを突いてくるだろう。

　事務局長である三ツ矢は、「サンストリートを盛りあげたい」という思惑をもっている。だから、関係者寄りの考えをもつのは当たり前のこと。

　自分は応援するだけ。

　理刀は、ぐっと唇を引き結んだ。

　勝負方法は、店の商品に着替えたあと、通行人の視線を少しでも多く集めたほうの勝ちというもの。制限時間は三〇分。

　使用する人じん面めん花かの種は、〝興味〟や〝関心〟に反応するモノ。

　毒どく舌ぜつ丸まるの説明によると、人面花の種は感情の強さにもよるが、五〇人ほどの人間が集中的に感情をぶつければすぐにでも発はつ芽がし、みるみるうちに成長して、一五分もしないうちに満開の花を咲かせるのだという。

　そのため、三〇分の制限時間内にどちらかが満開の花を咲かせれば、そこで勝負終了ということでルールが決まった。

　休日の商店街は人であふれかえっている。前後左右、人、人、人、人、人という状態だから、やり方次第では〝興味〟や〝関心〟はいくらでも集めることができるだろう。

　選手であるスイートとグラバタ以外は、店の前に用意してもらった長机につき、紙コップに注つがれた熱いお茶をすすりながら試合観戦である。

　腰を下ろしたパイプ椅い子すは冷たく、アーケード内の空気もかなり冷えてはいるものの、気持ちは徐々に熱くなっていく。




　人面花の種は、その表面に硬い毛がびっしりと生えたピーナツほどの大きさだった。毛先が鉤かぎ形がたになっているため、服などにくっつけることができるという。

　スイートとグラバタは、各々の髪に人面花の種をくっつけたあと、〔ファッション・リーダー幸こう辺べ〕の店内へ入っていった。

　理刀とキュートたちは店の前に座ったまま、彼女たちが再び外へ出てくるのを待った。スイートとグラバタは、どのような服をチョイスするのだろう？　道ゆく人々の興味と関心を惹ひくためには、服選びが重要になってくることだけは間違いない。

　三みツつ矢やが、昨晩用意したのだろう、『女め雛びな座争奪戦・開催中！』と書かれた横断幕を長机に下げている。その下に、『衣装提供・ファッション・リーダー幸こう辺べ』という文字もきちんと手書きされている。

　なにあれ？　といった視線を通行人が雨あられとむけてくる。が、足をとめる人はだれもいない。

　理り刀との隣に座ったキュートが、お茶で唇を湿しめらせたあと、言った。

「とにかく派手な服なら、興味とか関心って集めやすいわよね？　グラバタって、首から上が最初から派手だから、かなり有利だと思うわ。スイート、なめてたら負けるかも」

「まあ、スイートなりに考えがあるんじゃないかな？」

　理刀の言葉に続き、キュートのむこう側に座っていた黒くろ媛ひめが目を輝かせた。

「人の興味や関心を集めるためには、自分の動きにも注意しないといけないな。ファッション・ショーのモデルも、歩き方やターン、他ほかにも腕の振りや表情なんかで、どうやって観客の目を楽しませるかを日々考えているらしい」

「わたしだったら、注目されるの、ダメだけど……スイートなら大丈夫よ」

　黒媛に体を寄せるようにして、巴ともえがそっと笑みを浮かべた。

「魔法をつかえば、大注目間違いなしですね！」

　百もも香かのひと言で、みんなの顔が一気にほころんだ。ちょっと反則気味かもしれないが、みんな理刀と同じ考えのようだ。

　たとえ〔ファッション・リーダー幸辺〕がグラバタの本拠地ホームだったとしても、スイートは魔族なのだ。劣勢になっても、魔法で一発逆転すればいい。炎をつかったり、風を発生させたり、空中浮遊をしてみせれば、視線は嫌でも集まってくるだろう。

　少し離れた場所に用意された長机では、アンと鈴すず音ねがお茶を飲んでいる。なにやら親しげに語り合っているから、話が弾はずんでいるのだろう。鈴音がときどき、アンの小さな背をバシバシ叩たたきながら笑っているのを見ると、ちょっと可哀かわい相そうな気もしてくるけど。それでも、修道女風の黒服を着た女性の微笑ほほえみはわずかも乱れない。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、理刀たちの後ろに立ったままほとんど動かない。理刀と同じく、彼女もきょうは応援係だ。あと、人じん面めん花かの種係。

「理刀、ちょっとよろしいですか？」

　声に目をむけると、店の入口から顔を出したスイートが、理刀にむかってちょんちょんと手首を動かしていた。手招き？

　彼女は、まだ制服姿である。急いで服を選び、速すみやかに外へ出たほうが有利なのに。

「スイートったら、なにやってるのかしら？」

　キュートが顔をしかめた。

「アクシデントか？」

　黒くろ媛ひめが、心配そうな顔で腰をわずかに浮かしている。

「理り刀とくんを、呼んでるみたいだけど……」

　巴ともえが、スイートと理刀の間でおろおろと視線を行き来させる。

「緊急事態かもしれませんよ!?」

　百もも香かの言葉で、理刀は急いで立ちあがった。

「ちょっといってくるよ」

　理刀は長机を回り込み、足早に〔ファッション・リーダー幸こう辺べ〕の店内へ入った。と、入れ違いでグラバタが店の外へ。

　派手な蝶ちよう々ちよマスクはそのまま。赤いシャツに黒いジャケットを合わせている。下は、寒さをものともしない黒のミニスカだ。スカートのスリットはギリギリで……。

　カッカッカッ、とヒールのかかとで地面を蹴けりつけるようにして、理刀へ目を投げることもなく横を通り過ぎていく。

　振りむいて見た彼女の背には、一面にドクロ・マークが刺し繡しゆうされていた。ちょっと怖そうなドクロ・マークと色っぽいミニスカの組み合わせで、〝興味〟と〝関心〟を集めまくるつもりのようだ。

　理刀は、急いでスイートに駆け寄った。




　スイートに引っ張ってこられたのは、更衣室の前だった。

「スイート、急がないと……」

「準備に手を抜けば、あとで痛い目に遭あうのは目に見えていますでしょ？」

　目だけで笑ったスイートが、更衣室に入っていく。そして、ウインクをひとつ飛ばしてきたあと、シャッ、とカーテンを閉めた。

　ごそごそと、微かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。ようやく着替えを始めたらしい。

　そんなスイートへ、理刀は遠慮がちに話しかけた。

「グラバタは、もう外に出てるんだよ？」

「うふふ。わかっていますわ。わたくしもすぐに着替えますので、申し訳ありませんが少々お待ちになって下さい」

　カーテン越しに聞こえてくるスイートの声には、焦あせりなどわずかも感じられない。

　人じん面めん花かの種が発はつ芽がし、満開の花を咲かせるまで、やり方次第では一五分もあればいいと毒どく舌ぜつ丸まるが言っていた。

　スイートにはどうやら秘策があるようだが、余裕をもちすぎるのもどうだろう。

　焦りが、徐々に気持ちの底に蓄積されていく。

　スイート、急いで！　早く早く！　そう思うものの、着替え中の女の子を急せかすのも悪いような気がして……。カーテンの前に突っ立っていることしかできない理り刀とである。

　ふと気づいた。店の奥にあるカウンターのむこうから、中年の女性がこちらへ顔をむけている。

　ふっくらぷるんと厚みのある唇を見ただけで、朝あさ比ひの母親であることがわかった。雰ふん囲い気きがそっくりだ。大きな胸も母娘おやこであることを証明している。

　理刀と目が合うなり、朝比の母がニッコリと営業スマイルを浮かべてくれた。〝女め雛びな座争奪戦〟がんばってね、といった笑みである。

　ども、と彼女へ頭を下げたあと、理刀は再び更衣室にむき直った。

　直後、シャッ、とカーテンが開いた。

　純白のワンピースを着たスイートが、そこに立っていた。

　一瞬、ウェディング・ドレスに見えた。それほどまでに清純な白一色のワンピースに、理刀は思わず目を細めた。

　帽子をとっているため、頭の上にちょこんとのったクマ耳も愛らしい。

「えぅ、あ、っと……」

　とっても似合うよ、と言ってあげるべきなのだろう。が、口から出てきたのは、なんの価値もないかすれた音だけ。それでも、無理やり言葉を絞り出した。

「それだけじゃ、寒くない？」

　しかしそれは、褒め言葉にはほど遠い、つまらない質問で。…………………情けない。

　理刀は、気の利きかない自分を心の中で蹴けりつけた。

　と、スイートがいきなり背をむけた。くるり。

「っ!?」

　背中が……、全開だった。

　ブラの肩かた紐ひもが、丸見えだった。

　ちなみに薄うす紅べに色いろ。

　ブラのホック部分も丸見えだった。

　もちろん薄紅色。

　それどころか、パンツもわずかに顔を出していた。

　こちらも、当然のように薄紅色。

　ドキドキドキドキドキッ、と心臓が弾はじけんばかりに暴れ出す。

「ひとりで留とめるのが大変だと思いましたので、理刀をお呼びしましたの。お願いしてもよろしいですか？」

「ぅ、ぁ、店員さんに、頼めば……」

「これ以上グラバタに遅れをとれば、ちょっと苦しいですわ」

「そそ、そっか、それなら、い、急がないと、ね」

　理り刀とは、チラチラッ、と店の外と奥へ目をむけたあと、スイートの背に手を伸ばした。

　外からの視線は、マネキンが遮さえぎってくれている。奥からは、死角になっているため理刀がスイートになにをしているのかわからない、はず。

　理刀は、朝あさ比ひの母に引きつった笑みをむけたあと、大急ぎでスイートの背に意識を集中させた。

　白い背。小さな背。純白のワンピースで中途半端に隠した背。薄うす紅べに色いろの下着というアクセントが強烈な背。吐と息いきが届きそうなほど近くにある、スイートの背中。

　理刀は、慌あわてず騒がず、できるだけ急いでボタンを留とめ始めた。

　いちばん下から、まずひとつ。これで、パンツが隠れてくれた。

　布製のボタンはすべりが悪く、しかも大きいため、なかなか思うように留まってくれない。それなのに、狭い間隔を開けて七つもついている。必要なのか？

　それでも、ふたつ、みっつ、と留めていく。

　その最中、スイートの背にちょん、ちょん、と指が何度も触れる。ちょん。

　よっつ目、完了。

　スイートが、肩越しにほんのりと紅あかくなった顔をむけてくる。

「ん、くすぐったいですわ」

「あ、ごめん」












「わたくしの肌に触れることができる殿方は、お父様と理り刀とだけです」

「そ、そう？」

　五つ目もクリア。これで、ブラの紐ひもも見えなくなった。残念なような、ホッとしたような、複雑な気持ちのまますぐに次へ。

「………………理刀なら………わたくしは………かまいません」

　スイートが顔を戻したため、何本もの三つ編みが理刀の手に落ちてくる。

「ごめん、もう少しだから」

　六つ目、ＯＫ。

「そのぅ、理刀は、わたくしの、こ、このような姿を見て、あ、あの、ど、どのような気持ちに……なるのでしょうか？　たとえば、じょ、情欲を、ぃ、抱いたり、とか……」

　三つ編みをふたつに分け、七つ目！

　終了！

「よしっ、終わったよ。ん、いまなんて？」

　ボタンを留とめることに夢中で、スイートの言葉を聞き逃した。

「んっ！」

　サッと理刀にむき直ったスイートが、ガバッと抱きついてきた。

「わっ!?　スイート？」

　スイートが、理刀の胸に額ひたいを押しつけてくる。

「わたくし、がんばりますから。がんばって、メビナの座を獲得してみせますわ。そして、理刀とならんでポスターになりますから。どうか……」

　素早く体を離し、壁にかけていたジャケットに手を伸ばした。こちらは暗紅色だ。

　それをサッと身につけ、前を開けたまま靴を履はく。

　スイートが、やんわりと理刀に横目を投げてきた。

「スイート・フォンターナの意地、お見せしますわ」


　　　★★★



　キュートは、飲み頃ごろの温度になったお茶をチビチビなめながら、理刀とスイートが店から出てくるのを待った。

　スイートのことだから、きっと理刀に服を選んでもらっているのだろう。きっとベタベタくっついているのだろう。きっとグラバタに楽勝できると思っているのだろう。

　余裕のもちすぎだ。

　以前、絵本で読んだニッポン国の昔話を思い出す。

　ウサギとカメの話。

　びゅんびゅん走ることのできるウサギが、のろ～りのろりなカメをバカにした。

　そこでカメが、丘の上まで競争しようじゃないか、という挑戦状をウサギに叩たたきつけるのだ。

　勝てるわけがない。丘の上までなんて、ずっと坂道だし。きついし。

　最初、そう思った。

　なにからなにまでスローなカメが、すべての面でスピーディーなウサギに勝つなんて。しかも、相手が得意としている駆けっこ勝負なんて。無む茶ちやだ。

　だが、ストーリーは思わぬ展開となった。

　カメをなめきったウサギが、途中で寝てしまったのだ！

　ありえない手抜きっぷりに、心底ビックリしたのを覚えている。

　駆けっこの途中で寝るなんて、どれだけ余裕があったのだろう。ゴールしたあとで休めばいいのに。抜きつ抜かれつという、手に汗握るレースを演出したかったのだろうか？　サービス精神が旺おう盛せいなウサギだった？　坂道だから疲れたのかも？　寝不足だった？

　とにかく、カメをなめきったウサギは敗北の味を知ることとなる。

　キュートは長机に両手をつき、わずかに腰を浮かせて〔ファッション・リーダー幸こう辺べ〕の店内を覗のぞき込んだ。

　マネキンが邪魔で、理り刀との姿がよく見えない。だいたいの立ち位置がわかるだけ。

　微かすかなイライラ感を胸に、キュートは再びパイプ椅い子すにお尻しりを戻した。

　想像の中で、スイートのクマ耳が、びょ～んと伸びてウサギの耳になった。

　きゅ───っ！　あんまりなめてたら、カメに負けるわよ！

　叫びたいのを我慢しながら、ズズッとお茶を飲む。

　五分ほど前に外へ出てきたグラバタは、道ゆく人々にむかって先ほどからずっと大声を張りあげている。

「この店を気にしてやってほしい。ほれ、我われが身につけた服を見よ。上質な生き地じをつこうておるぞ。仕立てにも手抜きがのうて、よい品だ。着き心地ごこちもよい。ひと品でも買こうてみよ。きっと気持ちも軽かろやかになるであろ」

　女王様な口く調ちようだけど、彼女がつけた人じん面めん花かの種は順調に成長し、早くも開花を始めている。〝興味〟と〝関心〟を確実に集めている証拠だ。

　黒いジャケットの前を開け、赤いシャツのボタンも襟もとまで留とめず、谷間を微妙に覗かせている。スカートも、下着が見えそうなほど短い。スリットからは、足を動かすたびにチラチラと白いモノが見えている。

　そんなお色気と蝶ちよう々ちよマスクの違和感が相まって、独特な雰ふん囲い気きをつくり出している。

　羞しゆう恥ち心しんなどかなぐり捨てたグラバタの作戦には、もはや脱帽するしかない。

〔ファッション・リーダー幸辺〕は、彼女の親が経営している店だと聞いた。だから本気を出しているのだろう。

　黒くろ媛ひめたちは、そんなグラバタではなく、店の中へ不安げな視線をむけている。

　鈴すず木き鈴すず音ねとアンは相変わらず、楽しそうにおしゃべりを続けている。スイートとグラバタの勝負には、あまり関心がないらしい。

　長机の横で、毒どく舌ぜつ丸まるが寒さをものともせずに立っている。微動だにせず。ニッポン国のフユはとても寒いけど、そんな冷気も彼女には通用しないようだ。

「スイート、ちょっと時間がかかりすぎなんじゃないか？」

　黒くろ媛ひめが、腕時計に目を落とした。

「合うサイズがないのかしら？」

　巴ともえが、仲間たちへどこか泣きそうな顔をむけた。

「春日かすがさんが手伝ってるはずだから、大丈夫ですよ。わたしたちは信じて待つだけです！」

　最年少の百もも香かが、グラバタへチラッと目をむけたあと、長机をぺちんと叩たたく。

　キュートは、机の上で拳こぶしを握りしめた。

　スイートが遅いのは、まぁ、この際どうでもいい。ウサギがカメをなめているのも、勝手にすればいいと思う。スイートもウサギも、自己責任で余裕をもてばいいのだから。

　ただ、理り刀ととふたりでもたもたしているのが、なんだか、ちょっと、嫌だった。

　ウサギのように、店内で寝ているだけならいいけど……。間違いなく、手を握ったり、体を寄せたり、なんてことをしているはずだから。

　想像するだけで、イライラする。

「ったく、スイートったら、なにをやって……」

　ここで、キュートは言葉を吞のんだ。

〔ファッション・リーダー幸こう辺べ〕の店内から、目にやさしい、それでいて刺激的な光があふれ出てきたから。

「ぅわっ、なんだ？」黒媛が目を細めた。

「んぁ、ぁ、これって……」巴が両手で口を覆おおった。

「わぁ！　スイートさんだぁ！」百香が、両手を天に突きあげた。

　光の中から歩み出てきたのは、全身を輝かせたスイートだった。

　身につけているのは黒みを帯おびた赤のジャケットと白銀のワンピース。肌が透明でワンピースも白っぽいから、細い体が光と溶け合い、一瞬、ジャケットの下になにも着ていないかのように見えて………、ドキッ、と心臓が大きくひとつ波打った。

　薄紫色の髪と濃い色合いのジャケットが、やけに目立っている。スイートのことだから、全体の引きしめ効果を狙ねらって上着を選んだに違いない。

　彼女が生み出した光の細波さざなみが、キュートたちをやさしく包み込んでいく。

　歩いていただれもが、いっせいに足をとめた。驚きの声。ため息。ざわめき。叫び。歓声。声、声、視線、声、声、声、声、声、視線、視線、視線。関心と興味が渦を巻く。

　スイートが組みあげているのは、明星術式である。

　フィラデルフィがつくり出したという明星術式は、スイートがずっと憧あこがれ、いつの日か自在に操りたいと願っていた術だ。

　キュートの意識は……、渡界する少し前……、スイートといっしょに紅茶を飲んでいたある日の午後に飛ひ翔しようした。

　ひとつ上の姉が、人間界からとり寄せたアップルティーを飲みながら言った。

『わたくしは、必ずフィラデルフィのような魔導書作家になってみせますわ。

　もちろん、ルルディお姉様やスキュースお姉様も目標にしています。

　いまのわたくしは、目標だらけなのです。

　無理？

　不可能？

　ふふん、そのような単語は、本気で神頼みしたくなるそのときまで、わたくしの辞書から削除しておきますわ。

　わたくしは〝やる〟と決めたのです。

　だから、あとは〝やる〟だけですわ。

　他ほかに選択肢がありまして？』

　ずっと微睡まどろんでいた、あの頃ころの記憶。負けるもんか！　自分も！　という熱い思い。

　キュートは、目の前で光り輝くスイートへ意識を戻した。

　彼女は、いつの間にかこれほどまでの明星術式を身につけていたのだ。

　人間界へくる一年ほど前、スイートから同じ術式を披露してもらったとき、彼女はまだ手のひらを覆おおう程度の弱々しい光しかつくり出せなかったのに……。それがいま……。

「きれいだな」

　黒くろ媛ひめが、感動を抱きしめるような吐と息いきをもらした。

「ほんと、きれい」

　感極まっているのかもしれない。巴ともえが、涙色の瞳ひとみを震わせている。

「すごいですっ！　スイートさん、すごすぎですっ！」

　百もも香かが、パチパチと手を打ち鳴らした。

　キュートは、身のうちの震えをぎゅっと抱きしめた。

　フォンターナ家の六六六女。スイート・フォンターナ。獣人の血が四分の一だけ混ざった女の子。｛不凋花の唇アスフォデル・リップ｝という不ふ憫びんな力をもった姉。努力家。

　負けていられない。でも……、自分は幻術しか組成できないデキソコナイ。どんなにがんばっても、他の術式はてんでダメ。

　光り輝くスイートが、キュートや黒媛たちに笑みを投げたあと、ゆっくりと通りに歩み出ていく。

　そんな彼女を店の入口から見送る理り刀との表情は、驚きと感動をごちゃ混ぜにしたような笑顔だった。

　人だかりを前にして、スイートが両手をひろげた。

　光の粒が四方へ飛び散っていく。幻想的なまでの小爆発が連続する。天から降りてきた天使が、地上に幸福を振りまいているかのようだ。

　爆発は無音。

　無音の感動。

　感動の連鎖。

　拍手が巻き起こった。

　黒くろ媛ひめや巴ともえも手を打ち鳴らしている。

　席を立ちあがった百もも香かも、大げさなほど手を叩たたき続けている。

　毒どく舌ぜつ丸まるも。アンも。三みツつ矢やも。拍手拍手拍手。

　鈴すず音ねだけが腕を組み、犬けん歯しを剝むき出すようにして笑っている。

　対戦相手のグラバタは、目を大きく見開き、ふっくらとした唇を半開きにして、光り輝くスイートを凝視している。彼女の人じん面めん花かは、現在五分咲きといったところだろうか。

　スイートの左側頭部から、にょきにょきと伸び、勢いよく顔を出した人面花の芽が、みるみるうちに蕾つぼみになった。とんでもなく早い成長だ。

　このままいけば、三分もしないうちに満開の花を咲かせるだろう。グラバタを追い抜くのは時間の問題だ。

　スイートが、心地ここちよさげに空を仰あおいだ。アーケードだから、本物の青空は見えないけれど……。彼女の心はきっと、大空を自由に舞っているのだろう。


　　　★★★



　さあ、みな様、わたくしに注目なさって下さい！

　関心を！　興味を！　このスイート・フォンターナに惜しむことなくお与え下さい！

　明星術式を展開させながら、スイートはこれでもかと笑顔を振りまいた。

　痺しびれるような快感。

　震えるような爽そう快かい感かん。

　左耳の横で、なにかがもぞもぞと動いているのがわかる。人面花の種が発はつ芽がし、驚くほどのスピードで芽を伸ばし、成長しているのだろう。

　スイートは両腕を大きくひろげ、くる～りと回った。ゆっくりと。もったいぶって。光を弾はじけさせながら。

　毒舌丸が、百香が、キュートが、黒媛が、巴が、視界の左から右へ流れていく。

　理り刀とが、鈴すず木き鈴音が、アンが、三ツ矢が、ゆっくりと通り過ぎていく。

　そしてまた、足をとめてくれた観衆にむき直る。光をふくらませることも忘れない。正面にはグラバタが立っているが、もはや眼中にはない。

　おおおおおぉぉ、と歓声が沸きあがった。拍手も大きくなる。

　ケータイで写真を撮っている人がいる。それも、ひとりやふたりではない。でも、光が強すぎてちゃんと写らないのでは？　と心配になってくる。

　それはさておき。

　スイートは、後ろにいる理り刀とへ左の肩越しに笑みを投げた。そうすることで、彼に人じん面めん花かをむける。

「いまの開き具合は、いかほどでしょう？」

「八分咲き、ってとこかな？　そのスピードなら、満開になるまであと一分もいらないんじゃない？　花、似合ってるよ」

　まぶしそうに目を細めた理刀が、自然な笑みを浮かべてくれた。

『花、似合ってるよ』彼にもらった褒め言葉は、人々の拍手よりもずっと嬉うれしかった。『花、似合ってるよ』自らの細胞すべてが歓喜の歌を合唱し始めたかのように、『花、似合ってるよ』身も心も軽かろやかになる。『花、似合ってるよ』もう、嬉しくて嬉しくて嬉しくて。

　スイートは、満開直前の人面花をちょんと指でつついたあと、ラストスパートへ突入するべく、再び人々へむき直った。

　明星術式、全開！　真の術者なら街全体を光で包み込み、人恋しい夜を退しりぞけることができるのだが、いまの自分にはこれが精いっぱい。

　だからこそ、おもしろい。

　自分はまだ、挑戦することができる。

　自分はまだ、昇ることができる。

　自分はまだ、満足していない。

　一歩ずつ、充実感。

　一歩ずつ、達成感。

　一歩ずつ、自分がそのとき、その瞬間にできる最高の〝がんばり〟を〝楽しみ〟ながら続けていけば……。


　　　★★★



　理刀は、光り輝くスイートの背を眺めながら、とにかく手を叩たたいた。

　更衣室で、『似合うよ』と言ってあげられなかったけど、今度はちゃんと言ってあげられた。『花、似合ってるよ』と。

　薄紫色の髪にクマ耳とまん丸の白い花がくっついている様は、お伽とぎ話ばなしの国からやってきたお姫様のようである。

　グラバタの人面花も満開直前のようだが、スイートのスピードにはとても勝てないだろう。このままいけば……。

「ふふん、これで一回戦突破ですわ」

　拍手に紛まぎれ、スイートのつぶやきが聞こえてきた……、その直後だった。

「おっとと」

　グラバタが、つまずいちゃった～、といった感じでヨロヨロッとバランスを崩した。と同時に、ブチブチブチッとなにかが引きちぎれるような音が聞こえてくる。

　理り刀とは確かに見た。

　グラバタが、自らのシャツ、その胸もとを左右にグイッと引っ張り、ボタンを弾はじき飛ばす瞬間を。

「きゃん、見るでない。こらこら、見せ物ではないぞ？　貴様、見るなと言ゆうておるだろう」

　どこかわざとらしい悲鳴をあげ、あからさまに胸を押しあげるような隠し方をしつつ、グラバタが観客の目の前でぺちゃんと座り込んだ。すれすれのミニスカで腰を下ろしたりしたら……。絶妙な角度で、足、開いてるし……。

　スイートに降り注そそいでいた拍手が、ピタリととまった。

　観客たちの視線が、動きをとめたグラバタにドッと集まっていく。

「くっ、考えましたわね」

　スイートが、わずかに顔をしかめた。

　理刀は、光をまとった彼女と自らのボタンを弾き飛ばしたグラバタの間で、素早く視線を往復させた。












　あれだけスムーズに成長していたスイートの人じん面めん花かが、ちょっとひと休み、といった様子で動きをとめた。

　対して、グラバタの人面花は……。

　キュートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、ゴール直前で転んでしまったランナーを見守るように、みんなそろって唇を横一文字に引きしめている。

　がんばれっ！　と声にならない応援がスイートにむけられる。が……、彼女がラストスパートに入るよりも先に、グラバタの人面花がケラケラと笑い出した。

　人面花、と呼ばれているわけがわかった。満開になれば、人の顔が現れるらしい。しかも、笑っているなんて……。可愛かわいいような、気持ち悪いような、微妙な人面である。

　スイートが、握りしめた右みぎ拳こぶしをぷるぷると震わせた。

「い、色気に負けるなんて……」

　彼女の全身から、ぷしゅん、と光が消えていく。

「我われの勝ちだな」

　お尻しりをはたきながら立ちあがったグラバタが、誇らしげに大きな胸を張る。ぷるるん、とゆれ幅も誇らしげだ。ブラ、丸見えだけど。

「朝あさ比ひちゃ……、グラバタっ！　嫁入り前なのに、身を削けずりまくりじゃないか！　キ、キミはそこまでサンストリートのことを……」

　三みツつ矢やの声を耳に、理り刀とはキュートたちへ視線を移した。

　みんな肩を落としている。そんな中、

「ウサギ、ね」

　キュートが、ポソッとつぶやいた。

　ウサギ？　意味がわからないけど……。

「わたくしとしたことが……詰めをしくじるなんて……うぅ、情けないですわ」

　スイートが、わしゃわしゃと薄紫の髪をかき回している。そのため、髪にくっついた人面花が大きくゆれる。ぐらぐらぐら～。

　黒媛が、力なくパイプ椅い子すの背に寄りかかった。

　巴が、ふ～っと気持ちを整理するような息をついた。

　百香が、むぅ～っと下唇を突き出している。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、わずかも表情を動かさずに立っている。が、切れ長の目の奥に、〝残念でした〟という色がにじんでいるように見えるのは、理刀の気のせいだろうか。

　鈴すず木き鈴すず音ねとアンは、ことさら残念がったり喜んだりはしていない。

　結果は覆くつがえらない。先に人面花を満開にしたほうが勝ち、というルールなのだから。

　グラバタが、手をあげて通りをいく人たちに笑顔を振りまいている。彼女の頭ではいまも、人じん面めん花かがにこやかに笑い続けている。

　胸、隠したほうがいいのでは？　寒そうだし。なんてことを思いはするものの、口には出さないでおく。

　理り刀とは、悔くやしがっているスイートへそっと目を投げた。

「服の着こなし勝負じゃ、スイートのほうが圧倒的に勝ってたよ」

　これは本音だ。もちろん、慰なぐさめようという気持ちから出た言葉だけど。

　スイートが、くしゃくしゃになった髪のまま数回瞬まばたきを繰り返したあと、理刀の言葉を嚙かみしめるような顔で唇をゆるめた。

「ありがとうございます。理刀にそう言って頂けただけで、きょうという日が輝きますわ」

　彼女の表情から、ゆっくりと強こわ張ばりが消えていく。

　理刀は、グッと親指を立てた。

「その服、本当に似合ってるよ」

「そ、そんなに似合っていますか？　うふふ、これを選んで大正解でしたわ」

　どこか慌あわてた様子で髪を整えたあと、スイートが紅あかい頰ほおをふにゃりとゆるめた。

　ここでようやく、彼女の人面花もケラケラと笑い出す。Ｗダブルスマイルだ。




　スイート、一回戦敗退。





三章　お馬さんパカパカ







「さあ、第二試合の勝負内容は……まだナイショ」

　なんてもったいぶっている三みツつ矢やに案内され、キュートたちは次の勝負が行われる店へむかった。

　理刀が、少々気落ちした様子のスイートにいろいろ話しかけている。

　勝負を控えた黒くろ媛ひめが、巴ともえと百もも香かに挟まれるようにして三ツ矢の後ろを歩いている。

　ちゃんとボタンのついたシャツに着替えたグラバタや黒媛の対戦相手であるアン、そして寒そうな格好の鈴すず木き鈴すず音ねは、それぞれ黙って後ろからついてきている。

　キュートは、左隣を歩く理刀にそっと目をむけたあと、彼の微笑ほほえみがスイートにむけられていることを確かめ、こっそりと息をついた。

　自分も、もし巴に負けたらやさしくしてもらえるのだろうか？　でも、負けてしまったら彼といっしょにポスター撮影ができなくなるから……、複雑。

　ふと顔をむけると、グラバタの派手なマスクが目に飛び込んできた。

　アクシデントを装よそおってはいたが、彼女は間違いなく故意にシャツを引き破いていた。

　狡ずるい！　と怒るよりも、凄すごい……、と感心する。

　恥も外がい聞ぶんもなく、自らの肉体をつかって勝利をもぎとろうという姿勢は勉強になった。

　もちろん、同じようなことはできないけど……。いろいろ違うから……。体型とか。

　キュートは、見えない力に引き寄せられるように、グラバタにスススーッと近づいた。

「あなた、なかなかやるじゃない」

　声をかけるとすぐ、グラバタの厚い唇が笑みのかたちになった。

「この体をどのようにつかえば勝てるのか、熟考した結果だ」

「恥ずかしいとか、考えなかったの？」

「む。む。羞しゆう恥ちの念がなかったわけではないぞ？　しかし、どうしても負けたくなかったのでな。負けたら、そこで仕し舞まいだ」

「ふ～ん。よっぽどメビナになりたいのね」

「それもあるが……きょうという日を少しでも長く楽しみたいのだ。このように心が躍おどるのは、本当に久しぶりだからな」

　グラバタが、心地ここちよさそうに頰ほおをゆるめた。マスクから覗のぞいている目も、やわらかな色を湛たたえている。

「楽しみたい、ね。同感だわ。あたしも、楽しいことって大好きよ」

「そうか、貴様も好きか？」

「貴様って……ま、いいわ。あなた、女王様になりきってるみたいだから。でもね、本物の女王は、礼儀正しくて謙虚じゃないとダメなのよ」

「そうなのか？」

「ん～、その国にもよるでしょうけど、少なくともビョルンストライドの女王は、礼節を重んじる素晴らしい方よ」

「ふ～む。ビョルンストライドの女王とは面識がないのでな、想像ができん」

　キュートは、歩きながら肩をすくめた。

　人間が、魔界でも指折りの大国であるビョルンストライドの女王と面識があるはずもない。フォンターナ公こう爵しやく家けの末娘である自分でさえ、女王の姿を目にしたのは遠目に二回だけ。直接会ったことなんて一度もない。

「女王は国の母なんだから、平和と秩序を守るためにも、みんなの模範にならなきゃいけないでしょ？　だから、礼儀は大切なのよ」

「礼儀か。心に留とめておこう。平和と秩序を守るため、だな？」

　グラバタが、うんうんとうなずいた。

　そのたびに派手なマスクが、ブァサ、ブァサと動くから、鳥が羽ばたいているように見えてくる。そのまま飛んでいきそうだ。

　キュートは、そんな彼女の横顔を見あげながら思った。

　勝つためには〝恥ずかしい〟という気持ちを投げ捨て、躊躇ためらうことなく胸もとや太ももをさらけ出すような女性だが、根は素直なのだろう。

　マスクは変だし、しゃべり方も変だし、行動も変だけど、なんだか嫌いになれない空気をもっている。

〝スイートを負かした相手〟ではなく、いっしょに〝メビナ座争奪戦をやって商店街を盛りあげる仲間〟だと考えたほうが、きっと楽しいはず。

　キュートは、ほんの数センチだけグラバタに肩を寄せた。

　彼女とならんで歩く。

　ふと、遠い昔からこうして歩いてきたような、そんな気分になった。どういうわけか、しっくりくるのだ。

　初めての商店街なのに、通い慣れた通学路を歩くような、ゆったりとした感覚とでもいえばいいのだろうか。

　不思議な気持ちを胸に、キュートはグラバタとならんだまま、歩き続けた。


　　　★★★



　Ａブロックの第二試合は、サンストリート内にある託たく児じ所じよで、子どもたちの遊び相手をするというものだった。

　託児所〔サンサン園〕は、主おもに商店街で働く若い親を援助するための施設だという。

　ビルの一階に入った〔サンサン園〕は、通りに面した窓が大きく、通行人から中が丸見えになるというつくりだった。

　この窓から、和気あいあいとした雰ふん囲い気きを通行人に見てもらい、

『このサンストリートは、働いてくれる人のこともきちんと考えているアットホームな商店街です』

　ということをアピールすることが狙ねらいだ、と三みツつ矢やが教えてくれた。

　第二試合は、黒くろ媛ひめvsアン。

　ふたりで子どもたちの相手をして、どちらが彼らの心をガッチリつかむことができるか、という勝負が行われることになった。

　黒媛とアンが〝信頼〟に反応する人じん面めん花かの種を頭にくっつけたあと、子どもたちの中へ入っていった。

　試合スタート！


　　　★★★



　子どもの匂においは嫌いじゃない。

　黒媛は、色とりどりのクッション、様々な動物のぬいぐるみ、角の丸い積み木の数々を踏まないようにして、子どもたちに近づいていった。

　ベッドに寝かされている乳ち飲のみ子ごがひとり。ハイハイできる子がひとり。よちよち歩きがひとり。走れるレベルの子は、ふたり。

　いろんな匂においが漂ただよっている。

　ミルク。アメ玉。クッキー。基本は甘いモノ。子どもが好きなモノ。笑顔になるモノ。

　いちばん大きな子は、五歳前後だろうか。百もも香かが五歳のとき、自分はちょうどいまの百香くらいの年だった。だから、よく覚えている。妹に対して、愛いとおしいという感情を通り越し、宝物という言葉さえも安っぽく聞こえてくるほど、気持ちを注そそいでいた。

　自分の命より、百香のほうが大切だった。

　優先順位は、自分より妹のほうが上。

　自分は、百香より六年も長く生きている。母の愛と微笑ほほえみとぬくもりも記憶している。母を失ったときの悲しみも、妹がいてくれたからのり越えることができた。だから自分は、命がけで妹を守らなければならない。

　いつもそう思っていた。

　いまもそう思っている。

　これからも……。

　だからこそ、わかる。ここにいる子どもたちはみんな、両親が心の底から愛し、守りたいと願っている存在なのだということを。

　ひとりひとりが、魂と魂の邂かい逅こうによって誕生した愛の結晶なのだ。

　そんな彼らの信頼を得るためには？

　黒くろ媛ひめは肩の力を抜いた。

　小さな子を前にしたときは、とにかく自然体に限る。

　肩の力を抜けば、意識しなくても笑顔になれる。子どもが笑顔をくれる。

　ひとりの男の子が、ジ───ッと黒媛を見あげてきた。巻き毛で、瞳ひとみの大きな子だ。

　暖房がしっかりときいた室内だから、着ているのはトレーナー一枚だけ。そして短パン。二月に短パンというだけで、親が「子どもは風の子、元気に育て！」と願っていることがよくわかる。

　黒媛は、男の子を驚かせないようにゆるりと腰を折った。

「こんにちは」

　制服のスカートを押さえながら屈かがみ、目線を子どもの高さに合わせる。

「こんにちぁ」

　舌足らずながら、きちんとした挨あい拶さつが返ってくる。好感触だ。

　子どもと接するときは、笑顔、目線の高さ、適度なスキンシップが重要だと黒媛は考えている。そして、

「お名前は？」

　呼びかけるときは、必ずその子の名前を。

　あとは、〝好きだよ〟という気持ちを行動で伝えればいい。

「ユウタ」

「ふふ、ユウタくんっていうのかぁ。お姉ちゃんは黒くろ媛ひめっていうんだ。よろしく」

「よろすくぅ」

　黒媛が出した手を、ユウタが握ってくれた。ぷにっとした幼い手で、むきゅっと。

　人見知りをしない子のようだ。大きな瞳ひとみに警戒心はカケラもない。笑顔もキラキラ。

　こんな子がいてくれて、ラッキーかも。


　　　★★★



　理り刀とは、託たく児じ所じよの入口脇わきに設置されたベンチに腰を下ろし、黒媛とアンの様子を眺めた。

　キュートとスイートが、体をくっつけるようにして左右に座っている。キュートのむこう側に百もも香か。スイートの横には巴ともえ。

　四人用のベンチに五人がお尻しりをのせているから、少々窮きゆう屈くつだ。が、女の子はみんな細いから、ぎゅうぎゅうといった感じにはならない。

　ぎゅうぎゅう。ならないけど……、左右にはキュートとスイートの体がピッタリで……、熱も伝わってきて……、ドキドキな理刀である。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、入口にある下駄箱と肩をならべるようにして立ったまま動かない。

　鈴すず木き鈴すず音ねは、用意された座布団つきのパイプ椅い子すに腰を下ろすなり、長い腕と足を組んで寝てしまった。あたたかい部屋に入ったため、気持ちよくなったのだろう。子どものようである。

　グラバタはひとり、腕を組んで壁に背を預けている。蝶ちよう々ちよマスクはそのまま。厚い唇と組んだ腕に押しあげられた存在感のある胸から、〝一回戦突破者〟の余裕がにじみ出ているかのようだ。

　三みツつ矢やとふたりの保育士が、奥のほうでなにやら話している。

　理刀は、託児所の中をざっと見回したあと、黒媛の横顔に目をとめた。

　スイートは残念だったけど……、彼女はどうだろう？

　対戦相手のアンは、ハイハイ歩きの子を抱きあげたまま動かない。座っているだけ。

　それに対し、黒媛は動き回っていた子をつかまえ、積極的に話しかけている。

「おしゃべりして、あの子の信頼を得ようという作戦ね」

「手堅い作戦ですわね」

　キュートとスイートが、理刀の左右でうんうんとうなずいている。

「黒くろ姉ねえ様さまって、子どもの扱いが上じよう手ずなんですよ。どんな子とだって、いつの間にか仲よくなっちゃうんです。ときどき、レゾンの託児所にも遊びにいったりしてますから」

　百香が、ニパッと笑みをひろげた。

「黒媛、子ども好きだから」

　巴が、心地ここちよさそうに子どもたちを眺めている。

「お名前は？」

「ユウタ」

「ふふ、ユウタくんっていうのかぁ。お姉ちゃんは黒くろ媛ひめっていうんだ。よろしく」

「よろすくぅ」

　黒媛とユウタの会話を聞きながら、理り刀とは自然に笑みをこぼした。

　勝負！　という雰ふん囲い気きとはほど遠い、ほのぼのとした空気が〔サンサン園〕内に満ちていく。

「なにして遊ぼうか？」

　立ちあがった黒媛が、腰の後ろで手を組み合わせたときだった。

　バッ！　とユウタが彼女のスカートをめくりあげたのだ。勢いよく。躊躇ためらうことなく。まるで、ボクサーが相手の隙すきを逃さず放ったアッパーカットのように。

「「「「「!?」」」」」

　理刀たちは、同時に息を吞のんだ。

　青。

　小鳥の刺し繡しゆう入り。

　黒媛が、大おお慌あわてでバッとスカートを押さえ、どういうわけかチラッと理刀へ目をむけてきた。頰ほおをポッと紅あかくして。

　理刀はとっさに目をそらし、「見てません」とアピールをするものの……。

　見ました。ごめんなさい。刺繡された小鳥が、枝のようなモノをくわえていたところまで、しっかりと。

「あの子、容赦ないわね」

　キュートが、声を低くした。

「あのなめらかな動きは、常習犯のなせる業わざですわ。侮あなどれませんわね」

　スイートが、難しい顔をユウタにむける。

「黒くろ姉ねえ様さま、ファイト！」

　百もも香かが、小声で姉に声援を送っている。

「ま、負けないで」

　黒媛よりも顔を紅くした巴ともえが、百香よりも小さな声でつぶやいた。

　笑顔を引きつらせながら、黒媛が再びしゃがみ込む。

「ユウタくん。女の子のスカートは、めくっちゃダメなんだぞ？」

　セカンド・インパクト発生。

　ポス。とユウタが黒媛の胸を突いた。なんの予備動作もなく。直線的に。まるで、ボクサーが相手の出鼻をくじくために放った鋭いジャブのように。

「こ、こら」

　黒くろ媛ひめが、また理り刀とをチラリ。

　理刀もまた、サッと視線をそらす。自分が胸を突いたわけじゃないのに、ドキドキ。

　ぷるるるぅぅぅん、という甘い微震が、暖房のきいた託たく児じ所じよ内にひろがった……、ような気がした。

「あの子、要注意ね」

「しょせん子ども。されど子ども。黒媛がどのように攻略するのか、見物ですわ」

　理刀を挟み、キュートとスイートが顔を見合わせる。

「ファイトぉ」

　百もも香かの声には、先ほどまでの力がない。

　巴ともえに至っては、組み合わせた両の拳こぶしを額ひたいに当て、きつく目を閉じている。子どもの猛攻をうける黒媛の姿を直視できないのだろう。

「ママより、ずっとずっとおっきいね」

　ユウタが、無邪気に笑った。こういう表情は、やっぱり子どもだ。イヤミがない。

「あ、ありがとう」

　怒るに怒れず、黒媛も無理やりつくりました、といった笑顔を返している。

「パパがね、ママのおともだちとね、なかよしなの。ママのおともだち、オッパイがおおきいから、パパのこのみなんだよ。だからね、おねえちゃんもパパのこのみだとおもうよ」

「ハ、ハハハ、そうなのか？　ママのお友だちが好み？　それは、仲よしだから、いいことなんだよ。うん、いいことだ」

「パパね、ときどきママのおともだちのおウチにあそびにいくんだよ。これはナイショなの。パパとママのおともだちがあそんでることは、ナイショ。パフパフしてることもナイショ。ナイショにしてたらドズニー・ランドにつれてってもらえるの。だからナイショ」

「ふ、ふ～ん、ナイショなのか。それじゃあ、お姉ちゃんも聞かなかったことにしておこう。本当は、家族で隠し事はよくないんだが……うん、聞かなかった。お姉ちゃんは、ユウタくんから、なぁんにも聞いてない」

　手で両の耳を押さえた黒媛が、その格好で体を左右にゆらす。

　その動きが、ユウタのツボにはまったらしい。彼も耳を押さえ、「なぁんにもきいてない」と楽しそうに体をゆらし始めた。

　そんな黒媛たちを眺めながら、理刀の両隣でキュートとスイートが言葉を交わし合う。

「子どもの言ってることって、いまいちわからないわね」

「あの子のお父様が、あの子のお母様のご友人と仲がいい、ということはだいたいわかりましたが……」

「なにがナイショなのかしら？」

「ドズニー・ランドは、わたくしも一度いってみたいと思っていました」

「ＣＭで観みたことあるわ。でっかいネズミやアヒルが棲すんでるんでしょ？　も、もちろんニセモノだってことくらい知ってるわよ。人間界には獣人がいないって、渡界の心得書にも書いてあったし、もしあのネズミやアヒルが本物の獣人だとしたら、ちょっと頭が大きすぎるもの」

「実物をこの目で見るまでは、ニセモノだと断定はできませんわ。巨頭属とのハーフかもしれませんから……まぁ、それはさておき。ドズニー・ランドは、ニッポン国でもっとも楽しいテーマ・パークだと聞き及およんでいます。そんな場所へ子どもを連れていこうと考えていらっしゃるのですから、息子想おもいのお父様なのでしょう」

「ん～、でも、やっぱりなにがナイショなのかわかんないわ。パフパフって？」

「幼おさな子ごの言葉に意味を求めてはいけませんわ。小さな子は一族の宝なのですから、元気でいてくれるだけで喜ばしいことではありませんか」

「そうだけど、パフパフって響きがなんだか気になるわね」

　言って、キュートがスイートから理り刀とへ視線を移してきた。

　パフパフって、どういう意味？

　澄すんだ空色の瞳ひとみが、そう問いかけてくる。

　理刀は、くぴっとツバを吞のみ込んだ。

　昔々、絶海の孤島に亀○人という、ちょっとアレな超老人が住んでいました。彼は若い娘が大好きで云うん々ぬん。なんて説明を始めてもいいけれど……。

　キュートの腕に抱きつくようにして、百もも香かも理刀の言葉を待っている。どうやら彼女も、パフパフの意味を知らないらしい。

　スイートも、腰を押しつけるようにして理刀に身を寄せてくる。彼女の瞳にも、パフパフって？　という疑問が見てとれる。

　唯一、巴ともえだけが、理刀と目が合うなりうつむいてしまった。顔も耳も首も真っ赤にして。どうやら亀仙○の読者サービス奥義、パフパフを知っているらしい。が、代わりに説明してあげて、なんて頼めるはずもない。

　理刀は、もっとも簡単な方法をとることにした。

　首を傾かしげ、「さぁ～、パフパフってなんだろうね？」といった顔をしてみせるのだ。

　ずるいけど。




　スカートをめくられても、胸を突かれても、黒くろ媛ひめはあきらめなかった。笑顔を崩すことなくユウタに挑み続けた。

　クッションやぬいぐるみや積み木を駆使して遊んでいると、いつの間にか他ほかの子どもたちも集まってきた。ユウタよりもほんの少し体の小さな女の子と、よちよち歩きの子だ。

　一方のアンは、いまだに小さな子を抱いたまま座っているだけで、動く気配をまるで見せない。それでも、いつの間にか人じん面めん花かの種が芽吹き、蕾つぼみをつくっていた。

　だが、それは黒くろ媛ひめも同じ。

　蕾と蕾。

　成長速度はほぼ同じ。

　勝負はこれから！

　しかし相変わらず、勝負！　という雰ふん囲い気きにはならないけど……。

　グラバタは、壁を背にして退屈そうに立っているし、鈴すず木き鈴すず音ねは目を覚まさない。イビキまでかいている。毒どく舌ぜつ丸まるは、まるで置物のように動かない。

　三みツつ矢やと保育士たちは、ニコニコしながら黒媛たちを眺めている。

　要注意キッズであるユウタが大きな動きを見せたのは、黒媛と遊び始めてから二〇分がすぎた頃ころだった。

「おにいちゃんも、あそぼう」

「は!?」

　理り刀とに声をかけてきたのだ。

　観客が乱入してもＯＫ？　ルール違反にならないの？

　一瞬、そんなことを考えたものの、三ツ矢が「大丈夫！」と親指を立ててくれたので、理刀はユウタに手を引かれるままベンチから立ちあがった。

「がんばって」

「黒媛をサポートしてあげて下さい」

「あの子、元気ね」

「春日かすがさん、ファイトです！」

　キュートたちの声援を背に、理刀は靴を脱いで子どもたちのテリトリーである絨じゆう毯たんフロアに足を踏み入れた。

「ふふ、理刀も参加するのか？」

　やわらかな絨毯にぺたんと座った状態のまま、黒媛が顔をあげる。

「そうみたいだね」

「みんな可愛かわいいだろ？」

「元気な子が、ひとりいるみたいだけど……」

「ユウタくんか。はは、確かに元気な子だな」

　黒媛の頰ほおが、急に赤みを増した。言っていて、スカートをめくられたり胸を突かれたことを思い出したのだろう。

　理刀は、慌あわてて話題を変えた。

「黒媛の花、もう開き始めてるよ」

「そうか？　そういえば、子どもたちと遊ぶことに夢中で、花のことを忘れていたな」

　黒くろ媛ひめが、頭の右側にくっついた開花直前の人じん面めん花かに手を添えた。白い花弁が、きれいな黒髪によく映はえている。

　そんな彼女の視線が、アンへむけられた。

　理り刀ともつられて目を動かす。

　託たく児じ所じよの片隅で、幼おさな子ごを抱いてひっそりと座っているアン。なんの動きもないのに、彼女の人面花も確実に成長していた。

　子どもたちと楽しく遊ぶ、という〝動〟の黒媛。

　ひとりの子を包み込む、という〝静〟のアン。

　黒媛vsアンの〝信頼〟獲得勝負は、思っていたよりも接戦となっているようだ。

「ユウタくん、お馬さんしてあげようか？」

　黒媛が、ユウタに明るい顔を近づけた。

　自ら馬となり、子どもを大興奮させ、一気にアンを突き放そうという作戦のようだ。

　しかし、

「おウマさんはね、おとうさんがするんだよ」

　黒媛に背をむけたユウタが、理刀の足に抱きついてきた。

「オレが？」

「おウチでね、パパがおウマさんしてくれるよ。オレはウマなみだって、パパがね、いつもいってるの」

「そ、そう？　ハハハ、じゃあ、はい、どうぞ」

　黒媛に苦笑いをむけたあと、理刀は絨じゆう毯たんに手をついた。自分が〝信頼〟を得ても、あまり意味はないけど……。

　ユウタが、勢いよく背に飛びのってきた。スカートめくりだけでなく、乗馬もやり慣れているらしい。意外に重い。

「しゅっぱぁ～つ！」

　ユウタの指示で、理刀はゆっくりと進んだ。なんだか楽しくなってくる。子どものウキウキ感が伝染してきたのかもしれない。

　わざとらしく体をゆらしてあげると、ユウタがキャッキャと笑ってくれるので、それもまた楽しかった。

　ベンチで肩をならべているキュートやスイートが、興味深げに理刀とユウタを見ている。魔界では、〝お馬さん〟が珍しい遊びなのかもしれない。

　巴ともえと百もも香かは、笑いを堪こらえるような顔をしている。理刀馬が面白いのだろう。

　ふと見ると、黒媛は他ほかの子を背にのせ、作戦をスタートさせていた。彼女の細い腰にまたがっているのは三、四歳くらいの女の子だ。

　黒媛と視線がぶつかり、笑い合う。

「おにいちゃん、あっち！」

　背中から「あっち！」と言われても、どっちなのかわからない。

「あっちのおウマさん、おっかけて！」

　なるほど、騎馬戦気分を味わいたいらしい。しかし、黒くろ媛ひめ馬の背にのっているのは女の子だ。ユウタが突き落としでもしたら大変だから、あまり近づかないように……。

　理り刀とは、黒媛にのろのろと近づいた。と、

「きゃ、にげてぇ～」

　彼女の背で、女の子が楽しげな悲鳴をあげた。あちらは、騎馬戦ではなく競馬気分を味わいたいようだ。

　ニッと笑った黒媛が、意外に素早い動きで逃げていく。トテテテテテテテッ。

「おいかけろぉ！」

　ユウタが、肩をパシパシ叩たたいてくる。

「よっしゃ！」

　こうして、黒媛馬と理刀馬の追いかけっこが始まった。クッションとクッションの間を縫いながら、よちよちキッズを除よけながら、託たく児じ所じよの中をぐるぐる回りながら。

　それはいいけど……。

　体力的につらいわけじゃない。理刀も黒媛も、この程度でへばるような鍛え方はしていない。ユウタも女の子も甲かん高だかい声で叫びながら、大喜びしてくれている。

　でも、理刀の前方には、黒媛の後ろ姿……、というよりも、お尻しりがゆれていて……。

　短いスカートに隠された小さなお尻。

　小さなお尻から伸びた太もも。

　太ももの青白い裏側。

　それらの部位が、目の前で絶えず動いているから……。

　制服のスカート、その下がときどきチラリとなりそうなギリギリ感が、なんとも……。

　さっき見たけど……。

　青だったけど……。

　小鳥の刺し繡しゆうが入っていたけど……。

　なんだか変な気分になってくる。

　見ちゃダメ。

　凝視するのは失礼。

　キュートたちの目もある。

　そう思った理刀は、苦肉の策としてアゴを引き、自分の両手に視線を落とした。

　よし、これなら黒媛のお尻が見えない。

　心の中で安あん堵どの息をついた五秒後。

　視界の上から、白い足の裏が飛び込んできた。黒くろ媛ひめの足。黒媛のソックス。小さいな。

　刹せつ那なの思考。

　ハッと息を吞のみ、反射的に顔をあげた。

　バフッ。

「ひゃ!?」

　黒媛の悲鳴が、耳に飛び込んでくる。

　眉み間けんから鼻にかけて……、張りのある……、お尻しりの感触。

　だれのお尻？

　当然、黒媛のお尻だ。

　追突、してしまった。

　エアバッグより、はるかにいいかも……、なんて不謹慎なことを考えてしまう。

「あ、わっ、すす、すまない。わたしが、急にとまったりしたから……」

　四よつん這ばいになったままの黒媛が、真っ赤になった顔を理り刀とにむけてきた。そんな彼女の右腕には、よちよち歩きの子がしがみついている。

「あ、いや、オレのほうこそ……」

　理刀は、黒媛のお尻から大おお慌あわてで顔を離した。顔が熱くなる。熱とともに、お尻の感触が顔中にひろがっていく。












　直後、傾いた黒くろ媛ひめの背から女の子が落馬した。ずるずるっ……、ぽてん。

　その子の手が、黒媛の右腕にしがみついていたよちよちっ子の肩に当たって……。

　ひと呼吸後、自らの存在を託たく児じ所じよ中に知らしめようとでもするかのように、よちよちっ子が大泣きを始めた。

　ふぎゃ──────────っ！

　よちよちっ子が泣き声を大放出し始めたひと呼吸後、落馬した女の子も泣き出した。

　うあん！

　泣きの連鎖だ。

「痛かったか？　ほらほら、泣かないで」

　黒媛が、慌あわてた様子でよちよちっ子と女の子の頭をそれぞれなでさすっている。

　泣きの連鎖はとまらなかった。

　理り刀との背で、ユウタも声をあげて泣き始めたのだ。

　うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！

　なぜ？　共感能力が並外れている？　友だちが泣くから自分も、的な仲間意識から？

　理由はどうあれ、子どもたちが黒媛をとり囲むようにして泣いているのは事実で……。

　彼女の黒髪にくっついた人じん面めん花かは、満開直前なのに……。




　黒媛vsアンの試合結果は……。

　僅きん差さでアンの勝利となった。

　アンの人面花がケラケラと楽しげに笑う声を、託児所内にいる全員が聞いている。

　黒媛の人面花も一〇秒ほど遅れて笑い出したものの、ときすでに遅し。

　開花直前で子どもたちに泣かれたのが痛かったが、それを悔くやんでも仕方がない。

　キュートたちが、肩を落として顔を見合わせていた。

　鈴すず木き鈴すず音ねは、ずっと寝たままだったけど……。

　残念だが、スイートに続いて黒媛も一回戦敗退となった。

　黒媛は負けた悔くやしさを表に出すことなく、決して笑みを絶やさなかった。それでも、絨じゆう毯たんエリアから出る際、靴くつ紐ひもを何度も結び直していたから……。

　負けて、悔しいのは当たり前で……。




〔サンサン園〕を出るとき、子どもたちが黒媛のところへ集まってきた。

　泣いていたのが噓うそのような笑顔のユウタや黒媛馬の背ではしゃいでいた女の子。泣き連鎖の起爆剤となったよちよちっ子が、黒媛の腰や足にしがみついてきた。

　黒媛が外へ出ていくとき、みんなが手を振ってくれた。

　そのあと、百もも香かが素早く姉の腕に抱きついて歩き出したのを見て、キュートとスイートが視線だけを交えて微笑ほほえみ合った。巴ともえも、目もとをゆるめていた。

　おそらく百もも香かは、小さな子どもたちに対して嫉しつ妬とにも似た感情を抱いていたのだろう。

　やさしい姉は自分だけのもの。

　尊敬する姉が自分のところへ戻ってきてくれた。

　そんな気持ちが、どこかホッとしたような小学五年生の表情からにじみ出ている。

　負けた悔くやしさを笑顔の下に押し込んでいた黒くろ媛ひめが、甘えてくる妹に目を落とし、ふわりと目もとをゆるめた。

　理り刀とは気づいた。

　百香といっしょに一〇歩も進まないうちに、黒媛がいつもの笑顔をとり戻したことに。

　くっついたままの亜あ威い姉妹を中心にして、理刀たちは次の試合場へむかった。


　　　★★★



　ササラ・ビョルンストライドは、紅茶の香りを胸の奥へ招き入れたあと、ゆっくりとその味を舌にのせた。

　人間界の紅茶は、ビョルンストライド王国のモノと比べても遜そん色しよくのない彩いろどりと芳香、そして味をもっている。

　癒いやされる。

　ティーカップを皿に戻したあと、丸テーブルのむかいに座った女性に目をむけた。

　リイザ・フォンターナ。

　フォンターナ公こう爵しやく家けの三女。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝という、彼女にはとても相応ふさわしくないふたつ名で呼ばれている。

　大親友カカの妹。

　リイザがわずかに頭を動かしただけで、なめらかな銀髪が光の粒子をまき散らす。

　碧あお色いろの瞳ひとみだけで微笑みながら、彼女が紅あかい唇を淑しとやかに動かした。

「姫様もすでにご存じかとは思いますが、魔界から人間界へ不法入界をしようとした不届き者が、先日の捕縛で五千を超えました」

「ええ、その件は聞き及およんで、あるいは承知しています。魔界人として嘆なげかわしい、あるいは情けないことです」

「五千というのは、あくまでも捕縛した数ですから……警備網を潜くぐり抜けた連中も、少なからずいるでしょう」

「人間界に迷惑、あるいは被害が及ぶようなことがなければよいのですが……心配、あるいは心苦しいことです」

「姫様がお心を煩わずらわせる必要はありません。この件はフォンターナが責任をもって対処します」

「頼りに、あるいはお任せしたいと思います。リイザ、あなたには気をつかわせて、あるいは心を砕いてもらってばかりですね。感謝、あるいは労を多とするばかりです」

「そのお言葉だけで報むくわれます」

　リイザが、碧へき瞳とうに微笑ほほえみを浮かべた。

　不法入界者の目的は様々だ。魔法に対する免疫のない人間相手の密輸や密売。魔法を防ぐ術すべをもたない相手からの窃盗、などなど。人間界は、悪意をもつ魔族にとっては楽園にも等しい世界である。

　数多くの不ふ埒らちな魔族たちを相手にしているリイザの心労は、いかばかりだろうか。

　そんな彼女はいま、遠視術式を組成しながらササラと言葉を交わしている。

　キュートたちの様子を遠な視がめているのだ。

　レゾン学院ビルの最上階にある一室で紅茶を飲み、ビョルンストライド王国の第二王女とむかい合い、同時に末っ妹この動きを把握する。

　フォンターナ家のひと桁けた台に名を連つらねる娘たちにとって、この程度のことは呼吸と同じ。同時に数一〇カ所へ意識を飛ばすことも可能である。

　きのうの朝、シルティシャープとキスを交わしたため、いま、ササラがもつ天系能力は周囲になんの影響も及およぼさない。だから気持ちが軽い。リイザが末の妹を見守ることができていることが、とても嬉うれしかった。

　ササラは、妹想おもいのリイザへたずねた。












「キュートは元気に、あるいは健すこやかにしていますか？」

「はい。元気すぎて困るくらいです。人通りの多い場所で、なにやら勝ち抜き戦のような遊びをしているようです」

「勝ち抜き戦、あるいはトーナメントですか？　それは楽しそう、あるいは面白そうですね。あの子には幸せな、あるいは心安らかな日常、あるいは日々を送ってもらいたいものです」

　ひと呼吸をおいて、ササラはリイザの心労、その何割かでも引きうけたいという思いで言葉を継いだ。

「わたしたち、あるいはビョルンストライド王家は、あの子に重荷、あるいは負の遺産を背負わせて、あるいは押しつけていますから……後ろ盾になる、あるいは庇ひ護ごする義務、あるいは責任があります」

「……姫様」

　リイザの整った眉まゆが寄り、瞬く間に碧瞳ひとみが潤うるむ。

　ササラは丸テーブル越しに腕を伸ばし、そんな彼女の肩をそっとなでた。

「泣いて、あるいは涙を流してはいけません。あなたの悲しみ、あるいは感情の奔流は、この建物、あるいは校舎を破壊、あるいは粉砕してしまいますから」

　リイザは、幼い頃ころからよく泣く子だった。お陰で、ビョルンストライドの王城には、彼女が遊びに訪れた際に残した爪つめ痕あとが数多く刻まれている。

　全壊した第一七四貴賓館の跡地には、リイザの大泣き一〇〇〇回目を祝うため、記念碑が立てられているほどだ。

　下唇を嚙かんだリイザが、コクコクと何度もうなずいた。彼女の肩にかかった銀髪が、突き出た胸の上にサラサラと流れ落ちていく。

　ササラは、リイザの気持ちが静まるまで、彼女の薄い肩をなで続けた。

　一五年前、領土すべてが戦いくさ色に染まっていたビョルンストライド王国に、本来の平和で美しい色彩をとり戻してくれたのはフォンターナ家だった。

　戦に犠牲はつきもの。

　みんな、国のために我が身を犠牲にして戦ってくれた。王家への忠誠心を示してくれた。心をねじ切られるような痛苦にも耐えてくれた。絶望をのり越えてくれた。

　戦に犠牲はつきもの。

　だれもが、そう自分に言い聞かせなければならない状況だった。

　戦いに幕を引いてくれたのは、当時、深い眠りに陥おちいっていた二歳のキュートだった。戦の血ち腥なまぐささも、仲間との死別も、命の尊さも、なにも知らない六六七番目の娘の未来と引き替えにして、フォンターナ家が戦を終わらせてくれたのだ。

｛奇跡の血｝の力で死の淵ふちから戻ってきたばかりのリイザが、泣きながら最後の最後まで反対したと聞いている。

　決戦前夜、ササラの部屋にやってきたカカが嗚咽おえつをもらしながら話してくれたことは、いまも忘れていない。もともと涙もろい彼女だが、あのときの涙にはどうしようもない無力感が溶け込んでいた。

　戦いに犠牲はつきもの。

　大親友カカが、何度も口にしていた言葉。

　ビョルンストライド王家の第二王女として、過去の汚お濁だくを丸まる吞のみし、それでもなお微笑ほほえまなければならない。リイザと身を寄せ合い、いっしょに涙することで自分を慰なぐさめようとしてはいけない。悲しみに酔ってはいけない。逃げてはいけない。

　ビョルンストライドの血族に、その権利はないのだから。

　リイザの碧へき瞳とうから、徐々に水気が引いていく。なんとか涙を我慢してくれたようだ。

　ササラは腕を引き、再びティーカップへ手を伸ばした。そのときだった。

「某それがしも仲間に入れておくれ」

　いきなりテンペランスが現れた。先端にまるっとしたウサギがくっついたステッキで、テーブルをポンと叩たたく。フォンターナ家の第九女。｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝というふたつ名をもっているとはとても思えない、可愛かわいらしい女の子である。

「テンピィ、失礼よ」

「そのままでいて、あるいは気にしないで下さい」

　ササラは、わずかに目を尖とがらせたリイザにむかって片手をひろげたあと、テンペランスに笑みを投げた。

「テンピィも、紅茶、あるいは人間界のお茶を飲みたい、あるいは味わいたいのですか？」

「某は紅茶好き。ぜひ振る舞っておくれ」

　テンペランスが、眠そうな目にキラッ、とどこか妖あやしげな光を湛たたえたあと、どこからともなく引っ張り出した椅い子すにもそもそと腰を下ろした。いつの間にか、もっていたウサギステッキが消えている。

　間を置くことなく、リイザが呆あきれた顔で紅茶の用意を始めてくれた。

　テーブルに両手をついたテンペランスが、ジ───ッとリイザの動きを凝視している。

　早く飲みたいな。紅茶、どんな味かな。といった視線は子どものようで愛あい嬌きようがある。

　それでもやはり、彼女はフォンターナ家のひと桁けた台に名を連つらねた女の子だから……。

　先日、テンペランスがつくった〝願望パウダー〟のお陰で、ちょっとした騒動が起こった。ササラも、自分がつくったバレンタイン・デー用のチョコレートにパウダーを混ぜ込んでしまったから、ある意味、同罪なのだが。

　ササラは、紅茶をゆるりと飲んだ。

　味わいが微かすかに変わったような気がするのは……………、雰ふん囲い気きのせい？





四章　読書のすゝめ







　巴ともえvsキュートの試合を行うため、次の店へ移動している途中、スイートはアンとならんで歩いてみた。

　朝、彼女を見たときからずっと気になっていたからだ。

　匂においや雰ふん囲い気きが、どことなく魔界人と似通っていたから……。

　肌の色は人間のそれだけど……。

　瞳ひとみの色は薄い灰色。もし魔族なら、魔法をつかっていれば碧あおに染まっているはず。でも、肌や瞳の色など、変化術式や偽装術式などでどうとでもなる。

　理り刀とに触れてもらえばすぐにでもわかるけど、そこまでするのは失礼だから、まずは声をかけてみよう、というわけだ。

「ご出身は、どちらですの？」

　アンの歩調に合わせながら、そうたずねてみた。

　彼女が、やんわりと微笑ほほえんでくれる。

「わたし、こう見えてもニッポン生まれのニッポン育ちなんですよ」

「そうなのですか？　失礼ながら、わたくしの目には、、他ほかのニッポン国人の方々と違うように見えるのですが」

　軽くつついてみた。

　それでも、アンの表情には微み塵じんのゆれも感じられない。

「ふふ、わたしの両親が大のニッポン好きで、この国に永住することにしたんです。サムライとか、フジヤマとか、ゲイシャといったものにカルチャーショックをうけたって言ってました」

「なるほど。わたくしも、サムライやフジヤマは渡界の心得書で学びましたが、まだ実物を目にしたことがありません。ゲイシャも写真でしかその姿を確認していませんので、お恥ずかしながら、知識としてもっているといったレベルにとどまっています」

「直じかにサムライやフジヤマをご覧になれば、魔界の方は驚かれるかもしれませんね」

　目を細めたアンからは、もう魔界人っぽさは微塵も感じられなかった。〝魔界人かも〟という疑心が、獣人の嗅きゆう覚かくを鈍らせていたのかもしれない。

「機会があれば、ぜひ一度見てみたいものですわ」

「あたしも、サムライに会ってみたいわ」

　スイートとアンの会話に、キュートが入ってきた。彼女の隣には理刀もいる。

　スイートは、横目に妹を見ながら肩をすくめた。

「サムライは、ニッポン国が誇る最強の戦士だと心得書に書いてありました。ビョルンストライド王国でいえば、ティタン騎士団の団員といったところでしょう。生半可な気持ちで面会を求めれば、魂ごと斬きられるかもしれませんわよ？　サムライの得意技であるハラキリやウチクビを防ぐ力、あなたにありまして？」

「だったら、リイザお姉様についてきてもらうわ。ティタン騎士団の人たちって、リイザお姉様のファンばっかりだし」

「ふふん。サムライがリイザお姉様のファンになるとは限りませんわよ」

「あんたがそう言ってたって、リイザお姉様に伝えとくわ」

「わ、わたくしは、ひとつの可能性をあげただけですわ。つつ、つげ口など……」

「冗談よ」

　ニヤリと笑うキュートをにらみながら、スイートは静かに息を整えた。

　ビョルンストライド王家直属の戦闘集団であるティタン騎士団も、フォンターナ姉妹のひと桁けた台には歯が立たない。

　以前、姉たちのおしゃべりに交ざっていたとき、聞いたことがある。

　ティタン騎士団に入ったばかりの若い団員が、王宮の中央庭園に面した回廊を歩いている途中でカカとすれ違い、彼女の足に剣の鞘さやをぶつけるという粗そ相そうをしたという。

　そのときのカカは、王国の南部でいくつもの街を破壊していた幻獣をたったひとりで捕獲し、その報告のために王宮を訪ねていたらしい。現地から直行したというから、彼女の格好はきらびやかな建物にはまったくそぐわないものだったのだろう。

｛獲鳳縛麒カカ｝の顔を知らない若い騎士が、そんな彼女にすぐさま頭を下げなかったのは、考えようによっては仕方のないことだったのかもしれない。ティタン騎士団は、〝勇ゆう猛もう果か敢かん〟で名を馳はせた選えりすぐりの猛も者さばかりなのだから。

　そして、相手を見た目で判断したため………、ティタン騎士団の団員、その九割以上がひとりの女性によって叩たたきのめされてしまった。

　王家直属の騎士団が全滅か？　というあわやそのとき、カカをとめてくれたのがリイザだった、というわけだ。

　その事件以来、ティタン騎士団の団員たちは、リイザのことを王家の姫たちと同じように敬うやまっているらしい。彼女を前にしたときは、まるで女神と接するが如ごとしだと聞いている。

　おしゃべりをしていた姉のひとりが、『もしスキュース姉様を相手にしてたら、いま頃ごろティタン騎士団は王国の史書から抹消されてるよねぇ』なんてことを言っていたのを覚えている。他ほかのお姉様たちが爆笑していたことも。

「え～っと、〝侍さむらい〟って、いまの日本に本物はいないからね？」

　理り刀との声で、スイートは回想から現実へ意識を引き戻した。

「本物って、もういないの？　だれかに全滅させられちゃった、とか？」

　キュートが、不安げな顔を理刀へむけた。彼女の頭にもきっと、カカが巻き起こした「ティタン騎士団壊滅寸前事件」のことが浮かんでいるはずだ。

「だれかっていうよりも、時代の流れの中で自然に消滅した、って感じかな。テレビに出てる侍さむらいは役者だからね？　時代劇を舞台にしたテーマパークもあるにはあるけど、残念ながら〝侍〟って身分や職業はなくなってるんだ」

　理り刀とが、申し訳なさそうな顔をキュートとスイートへそれぞれむける。

　スイートは再び、隣を歩くアンへ目を戻した。

　静かに微笑ほほえんでいる。

『直じかにサムライやフジヤマをご覧になれば、魔界の方は驚かれるかもしれませんね』

　なんてことを彼女は言っていた。

　からかわれた？　それとも、頃ころ合あいを見て本当のことを言うつもりだった？　魔界人の夢を壊したくなかったのかも……。

　笑みを消すことなく、歩き続けるアン。

　スイートは、そんな彼女に微かすかな違和感を覚えながらも、肩をならべて歩き続けた。


　　　★★★



　Ｂブロックの第一試合。

　巴ともえvsキュートは、朗読勝負だった。

〔ブックス東雲しののめ〕の店内から一冊の本を選んで通りに立つ。

　そして、声に出して読む。

　それにより、道ゆく人々をどれだけ惹ひきつけることができるのか勝負、というわけだ。

　使用する人じん面めん花かの種は、〝傾聴〟に反応するモノ。

　しかしながら、ただの朗読勝負ではなかった。

　試合前、理刀たちの知らないところで〔ブックス東雲〕と〔シャバケ〕の店長が激突する騒ぎになったらしい。

　ぜひぜひ、ウチの店で試合をしてもらいたい！　と双方が譲らなかったそうだ。

　巴もキュートもレゾン学院の生徒。しかも、一流の【死霊使いネクロマンサー】として有名な美み々み津つ巴と、魔族のキュート・フォンターナなのだから、商店街で商売をしている店長はみんな「ぜひウチで試合を！」と考えるのは当然だろう。

　舞台裏で、いろいろあったようだ。商売上の貸し借り。大人おとなの事情。商店街の暗黒面。などなど……。

　とにかく、〔ブックス東雲〕の本を朗読することに加えて、〔シャバケ〕の商品も紹介することになった。

〔シャバケ〕の商品とは？




　そしていま、〔シャバケ〕の商品を、巴とキュートがそれぞれ身につけている。

〔シャバケ〕は、いわゆるコスプレ用品を扱う店だった。

　サイズなどもあり、一番人気の衣装を巴ともえが、二番人気のモノをキュートが着ている。

　真っ白なプラグスーツ。

　一番人気は、まあ、納得できた。まるで巴のためにあつらえたようなラインは、芸術的でさえあった。見ようによっては、扇せん情じよう的てきだけど……。

　白い服だから、真っ赤っかになった巴の顔が、やけに目立っている。

　キュートのほうは、というと……、どこからどう見ても扇情的なモノで……。

　シャバケの店長曰いわく、フェイクファーだという黄色地に黒の斑まだら模様、という生き地じでつくられたビキニブラとビキニパンツ。そしてブーツ。頭につけたカチューシャには、二本の小さな角がちょこんとのっている。

「うち、ダーリンのこと大好きだっちゃ」という声が、どこからともなく聞こえてきそうな……、そのスタイルは……、自由自在に空を飛ぶ、電撃鬼娘。

　鬼ブラと鬼パンツ、そして鬼ブーツだけで二月の冷気をうけとめるのは酷だと、特別に毒どく舌ぜつ丸まるの温熱術式で身を包んでもらったのはいいけれど……、ビキニ姿で朗読するの？

　さすがに、なんのコメントもできない理り刀とである。目のやり場にも困るし。

　黒くろ媛ひめや百もも香かも、ぽか～んと口を開けたまま動けないでいた。

　スイートだけが、「ふふん。胸が残念なことになっていますわね」と嫌みを言って、いつものようにキュートと口こう撃げきを交わし合っていた。

　その後、巴もキュートも顔を赤くして、更衣を行った〔シャバケ〕から〔ブックス東雲しののめ〕までのおよそ一〇〇メートルを走り抜けた。

　休日の商店街に怪しくも可愛かわいすぎる少女がふたり、全力ダッシュ。

　人の視線を集めまくりである。

　なんの罰ゲームだ？

　スイートは、笑いたいのか、呆あきれているのか、よくわからない表情のままキュートの背について走っていた。

　黒媛と百香はずっと、どんな言葉をかければいいのかわからない、といった顔をふたりにむけていた。

　毒舌丸は、相変わらず無表情のまま。

〔ブックス東雲〕の前で待っていたアンは、ずっと微笑ほほえんでいるだけ。キュートたちの姿を目にしても、その表情は崩れなかった。

　グラバタも、キュートの格好にこれといったリアクションは示さなかった。蝶ちよう々ちよマスクなセンスをもった女性だから、半裸の鬼娘スタイルにも驚かない。

　キュートに興味をもったのは、鈴すず木き鈴すず音ねひとりだけ。












「お前さ、もうちょっと胸になんか詰めたほうがよくねぇか？　ほら、やっぱ見み栄ばえとかあんだろ」

「きゅっ！　大きなお世話よっ！」

「男、いっぱい見てんぞ？　裸見せんだったら、それなりに女としてのプライドってもんがあんだろ」

「きゅ───っ！　裸じゃないでしょ！　ちゃんと見なさいよっ！」

　キュートが、顔を真っ赤にして怒鳴った。鈴すず音ねのお陰で、声を大きくできるだけの余裕をとり戻したようだ。

　タンクトップ＆短パン姿の鈴音と、鬼娘スタイルのキュート。

　露出度の高いふたりがならぶと、かなりのパンチ力である。少々アンバランスではあるけれど……。

　巴ともえはいまだ視線を足あし下もとに落とし、涙目のまま顔も耳も真っ赤にしている。

　見ていて可哀かわい相そうになってくるけど……。


　　　★★★



〝傾聴〟に反応する種を髪にくっつけ、キュートは〔ブックス東雲しののめ〕に駆け込んだ。

　店内にいた数人の客が、闇やみにたたずむ鬼属兵でも目にしたかのような顔をしている。

　無視。

　鈴木鈴音が、胸のことを無遠慮に指摘してくれたお陰で吹っ切れた。笑うなら笑え！　という気持ちである。いまは勝負に集中！

　ならんでいる本に目を落としながら、キュートは考えた。

　歩いている人の足をとめ、傾聴してもらうためには？　どのような本を読めばいいのだろう？　絵本？　小説？　エッセイ？　詩？　俳句？　ニッポン国人が好きな本は？

　作戦は、すでに考えてある。

　本を最初から読まず、中ほどのページから朗読いくのだ。冒頭から入るより、多少前後の流れがつかめなくとも、山場の勢いが聞き手の興味をグイッと惹ひきつけてくれるはず。

　だから、山場が面白そうな本を選ばなければならない。

　白いウェットスーツを着た巴も、泣きそうな顔で店内をウロウロしている。チラチラと店員や他ほかの客に目をむけながら。いまだに恥ずかしさを克服できていないようだ。陸の上で潜水服なんて、場違いすぎて可哀相だけど……。

　この勝負、もらった！

　変なブラやパンツやブーツに加え、迫力などカケラもない角を頭につけさせられたときには、さすがに耐えられないと思った。

　だが、恥ずかしい服も身につけてしまえばなんとかなるものである。自分じゃ見えないから。絶対に鏡を見ないようにすればいい。

　他人の目なんて気にしない。毒どく舌ぜつ丸まるが温熱術式で体を包んでくれたから、鳥肌にもならないし。

　勝利にむかって突き進め！

　ゴーゴー！

　気持ちを固め、キュートは平積みになっていた本に視線を突き刺した。

　帯に書かれた『三年ぶり　待望の新刊』という文字が目に飛び込んできた。

　三年ぶりということは……、読者が三年もの間、愛想を尽かすことなく待ち望んでいてくれたということだ。「待望の新刊」と書いてあるから間違いない。

『人生は抽選会』というタイトル。

　よくわからないけど、「待望」された本だというから……。

　その単行本を手にとり、店の外へむかいながらチラリと巴ともえの様子を窺うかがった。

　彼女はまだ、店の奥で棚を眺めている。赤い顔で、身を縮めるようにして。

　申し訳ないけど……、勝負だから……。

　キュートは店の入口に立ち、作戦通り真ん中あたりをテキト～に開いた。

　背を店の暖気がなでている。正面からは、理り刀とたちや通行人の視線に加え、二月の冷たい風が吹きつけてくる。そんな冷風も、毒どく舌ぜつ丸まるの温熱術式には通じない。

　いくぞっ！　という気合いを胸に声を大きくした。

「繰り返すが、人生は……」

　一行目を半分も進まないうちにつまずいた。

〝糾う〟という漢字が読めない。どうしてフリガナがついていないのだろう。

　飛ばして読み進める。

「……縄の如ごとし。天まで届く……」

　今度は〝螺旋〟という漢字。

　躊躇ためらわずにスルーした。

「……階段を一歩ずつ踏み締めるように、辛つらくとも苦しくとも、堪たえ続け、……ぎ続け、幸と不幸を己おのれの……で受け止めていかなければならない」

〝喘〟〝軀〟など、読めない漢字ばかり。

「ふふん、よく聞こえませんわよ？　もう少し大きな声でお願いしますわ」

　パイプ椅い子すに座り、心持ち隣の理刀に体を傾けるようにして足を組んだスイートが、ここぞとばかりに口こう撃げきしてきた。

「きゅっ！」

　にらんではみるものの、なにも言い返せない。足をとめた人たちからもれ聞こえてくるクスクス笑いに、顔が熱くなる。

　ニッポン国の文字は、漢字とか平仮名とか片仮名とか造語とか丸文字とか顔文字とか絵文字とか……、とにかく幾種類もの文字がぐちゃぐちゃに混ざり合っているため、とんでもなく難しい。フリガナがないとお手あげだ。

　この本はハズレ。次。




　キュートは、新たな本をさがすべく〔ブックス東雲しののめ〕の中へ引き返した。

　この瞬間を待っていたかのように、白いウェットスーツをキシキシいわせながら巴ともえが外へ。紅あかい顔で。泣きそうな瞳ひとみのまま。

　急がなければ、彼女に先を越されてしまう。

　キュートは、難しい漢字ばかりの『人生は抽選会』をもとの場所へ戻したあと、急いで周囲に目を配った。

　山場が面白そうな本は？

　そこで目に留まったのは……、『衝撃の問題作　魂の旅』という帯の文字。

　衝撃！　問題作！　魂の旅！

　タイトルは、これまた難しい漢字がならんでいるためよくわからないモノだったが、その中に『道中』という二文字が入っているから、おそらくは旅行記の類たぐいなのだろう。〝魂の旅〟って書いてあるし。

　ページの中ほどを開いて、ざっと目を通してみた。難しい漢字は……、ない。フリガナもちゃんとある。

　これで再チャレンジだ！

　キュートは急いで店の外へ出た。

　入口脇わきの本棚、そのすぐ横で、巴が開いた本で紅い顔を隠すようにして、もごもごと口を動かしていた。声は、通りの喧けん噪そうに押しやられてまったく聞こえない。

　ちょっとだけ近づいて耳を澄すませると、

「カボチャ。カボチャ。カボチャ。カボチャ。カボチャ。カボチャ。カボチャ。カボチャ」

　という、なんだか呪じゆ文もんのような小声が聞こえきた。

　野菜の本？

　続けて聞こえてきた、「巴、がんばれ」というつぶやきで、ピンときた。

　彼女は、通りの人々をカボチャだと思い込もうと、懸命に自己暗示をかけている最中のようだ。

　現状に対処するため、彼女なりにがんばっているらしい。

　ごめんね。

　申し訳ないけど、勝たせてもらう。

　キュートは、本をテキトに開きながら巴から少し離れた場所に陣どった。すぐそばに理り刀と、スイート、黒くろ媛ひめ、百もも香かの四人がいる。

〔ブックス東雲〕の前で足をとめている人は、まだだれもない。巴が朗読していることに気づいている者はゼロということだ。

　キュートの肌をチラチラ見ている者はいるが、足をとめて凝視する者もゼロ。

　この朗読で、大勢の足をとめてみせる！

　キュートは本を構え、大きく息を吸い、ゆっくりと吐いた。

　そうやって心を研ぎ澄すましたあと、文章に気合いをのせて読み始めた。

「わたし、声を出しちゃった。

『いや、そんなとこ……ダメ、ダメよ』

『ほら、もっと力を抜けよ。好きなんだろ？』

『ダメだったら』

『そんなこと言いながら、もうこんなになってるじゃないか。大洪水だぜ。これじゃあ、ノアの箱船が必要だな』

『そんなこと言っちゃイヤ』

　虎とら夫おのゴツゴツした右手が、わたしを執しつ拗ように攻めるから、わたしは、わたしは、わたしは、頭が真っ白になっちゃったの。

　胸の奥に感じていた微熱が、どんどん高まって、どんどん高熱になって、どんどんアツアツになって、とろとろに体をとかしていくの。

　神様！

　体がフニャフニャになっちゃうような快感が……」

　難しい漢字はないけど……。

　ん？

　なんか変かも？


　　　★★★



　理り刀とは、キュートが開いている本の表紙を見ながら、この朗読をとめるべきか否いなか、懸命に考えた。いろんな意味でドキドキだ。

「虎夫のゴツゴツした右手が、わたしを執拗に攻めるから、わたしは、わたしは、わたしは、頭が真っ白になっちゃったの。

　胸の奥に感じていた微熱が、どんどん高まって、どんどん高熱になって、どんどんアツアツになって、とろとろに体をとかしていくの。

　神様！

　体がフニャフニャになっちゃうような快感が、わたしをダメにしちゃう。

　もう、どうにでもして。

　神様、わたしはもうすぐあなたのところまで飛んでいっちゃいます。もうすぐ、もうすぐ、もうすぐ。ほら、もうすぐ。

　真っ白。

　部屋の中がチカチカしてる。電気なんか、とっくの昔にとめられてるのに。

　これが昇天ってやつなのかしら。

　虎とら夫おのような乱暴者に支配されちゃうなんて、わたし、わたし、わたし悔くやしい」

　読みながら、キュートの顔が徐々に曇っていく。首も傾いていく。

　この本、なんか変かも？　といった表情だ。

　スイートが、キラッと目を光らせながら、

「わたくしの記憶が正しければ、〝ノアの箱船〟とは人間界の創世記に出てくる巨大な救命艇の名前だったはずですわ。〝神様〟という単語も出てきているようですし………キュートが選んだのは、どうやら宗教関連本のようですわね」

　トンチンカンなことを言っている。

　納得したようにうなずいているのは、百もも香かひとり。

　黒くろ媛ひめが頰ほおを紅あかに染め、理り刀とをチラチラと見ている。彼女も、キュートが手にしている本の種類に気づいているようだ。

　朗読をとめるべきか否いなか。それが問題だ。

　キュートが読んでいる本、その表紙にならんでいる文字タイトルは……。

『淫いん猥わい道中膝ひざ栗くり毛げ』

　淫猥って……。

　間違いなくアダルト小説だ。

　子どもは読んじゃダメ！

　とめるか？　とそう思うものの、いまは試合中だし、キュートががんばって読んでいるし、巴ともえも必死の様子だし、三みツつ矢やも毒どく舌ぜつ丸まるも動かないから、理刀もパイプ椅い子すに座ったまま動けない。

　アンと鈴すず木き鈴すず音ねは、巴の近くで椅子に腰かけたまま笑顔をむけ合っている。

　すぐそばで赤面したままポソポソささやき続けている巴には、まるで関心がないらしい。ポソポソだから、それも仕方がないだろう。

　グラバタだけが、〔ブックス東雲しののめ〕の道むかいにある薬局の前でひとり、腕組みをして立っている。通行の邪魔にしかなっていないけど……。

　理刀は、キュートに意識を戻した。

　本人は気づいていないようだが、本を上下に動かしながら読むという微笑ほほえましい姿が、多少の救いにはなっている。それでもやっぱり……、「他ほかの本にしたら？」という助言くらいはいいかもしれない。

　そう考え、彼女へ声をかけようとしたとき、

「…………………………」

　キュートが、ピタリと朗読をやめた。

　本来なら毛細血管が透き通って見えそうなほど透明な肌が、みるみるうちに紅あか一色へ染まっていく。頰ほおが。首が。丸見えになっている鎖さ骨こつ部分が。お腹なかが。真っ赤っかだ。

　どうやら、自分がどんな種類の本を読んでいたのか気づいたらしい。

　開いていた本の表紙を見て、

　理り刀とを見て、

　スイートや黒くろ媛ひめや百もも香かや毒どく舌ぜつ丸まるや三みツつ矢やを見て、

　巴ともえやアンや鈴すず音ねを見て、

　足をとめていた数人の人たちを見て、

　再び手にした本の表紙を見て、

　それからソロソロ～ッと、開いた本で真っ赤っ赤っ赤っ赤っ赤になった顔を隠した。

　そのまま身を縮め、動かなくなる。

　赤鬼状態で石化。

　巴も相変わらず、本で顔を隠すようにしてポソポソポソポソポソポソポソポソポソ。

　ふたりの頭にくっついた人じん面めん花かの種は、発はつ芽がする気配さえ見せない。だれも〝傾聴〟してくれないから……。

　キュートは当分、石化から脱出できないだろう。

　巴も、白のプラグスーツに身を包んだまま堂々と朗読できるような子ではない。

　これが〝注目〟の種だったら、いま頃ころは満開になった人面花がケラケラ笑っているかもしれないのに……。

　このまま勝負を続けるのは無理。

　理刀がそう思ったときだった。

「ガラガラくんは、お友だちがほしくてほしくて、毎日手紙を書いてばかりいました。

〝ボクとお友だちになって下さい。

　ボクはやさしいヘビです。きっとあなたの楽しいお友だちになれると思います〟

　書いた手紙をポストに入れます。

　どんなヘビが返事をくれるのでしょう。

　ガラガラくんは、楽しみで夜も眠れません」

　巴が、淀よどみのない声で朗読を始めた。

　決して大きな声ではないものの、するりと耳に入ってくる声こわ音ねだ。

　一流の【死霊使いネクロマンサー】がもつ精神力が、ここで本領を発揮するのか？　ようやくポソポソ状態を脱し、精神を統一させたようだ。それとも自己暗示だろうか。

　理刀は、羞しゆう恥ちで固まっているキュートへの心配を胸の片隅に、巴へ目をむけた。

　キュートも巴もがんばれ！　といった表情で、黒媛たちも朗読を聞いている。

　プラグスーツ姿の巴が、泣きそうな顔ながらも本を読み進めていく。

「ガラガラくんは、遊びにきたお友だちを見るなり、がぶり、ごくん。

　のみこんでしまいました。

〝あ、またやっちゃった〟

　またまた、ガラガラくんは手紙を書きます。

〝ボクとお友だちになって下さい。

　ボクはやさしいヘビです。きっとあなたの親友になれると思います〟

　書いた手紙をポストに入れます。

　どんなヘビが返事をくれるのでしょう。

　ガラガラくんは、おうちでぐるぐるとぐろを巻いて待ちます。

　お友だちは、いつ遊びにきてくれるのかな？　早くこないかな。楽しいことをいっぱいしたいな。大親友になりたいな。

　楽しいことをいっぱいいっぱい考えます。

　ガラガラくんの家から離れた場所で、村のみんなが集まりました。

　もう、みんなガラガラくんの正体に気づいているのです。

　ガラガラくんは……」

　巴ともえが、ページをめくった。

　ガラガラくんの正体は？

　理り刀とが意識を物語に寄り添わせたそのときだった。巴が、わずかに視線を動かした。

　目と目が重なった。

　理刀と巴の目が、ピッタリと。

　途端、巴の顔がボッと火がついたように赤くなった。いや、赤黒く、といったほうがいいかもしれない。

「ガ、ガラガラくんは、じ、実は、はぁ、あ、ぅ、はわわ、ぅぅ」

　あれほどリズミカルに文章を読み進めていた彼女が、急に口ごもる。

　必死で精神を集中させて朗読を始めたのに、理刀と目が合ったせいで気持ちが崩れてしまったらしい。自己暗示の崩壊か!?

「は、ぁ、わわ、ふ、ふぇ、ふぇん」

　巴もキュートと同様に、真っ赤になった顔を本で隠してしまった。それだけでは終わらず、その場で膝ひざを折って屈かがみ込んでしまう。

　固まるキュート。

　屈み込む巴。

　ふたりならんで、仲よく石化。




　キュートと巴の人じん面めん花かは、ほんのちょっぴり芽を出しただけだった。種がわずかに割れた程度、といってもいい。

　協議の結果、勝敗の行方は……………………………………………、引き分けとなった。

　他ほかの店で再試合を行うと、また商店主たちがもめることにもなりかねないし、ここで無理やり勝敗を決めるより、引き分けてふたりともトーナメントを脱落すればキュートと巴ともえの間でも角が立たない。という三みツつ矢やの言葉に、みんなも納得せざるをえなかった。

　がっかり、といった様子のキュートと巴が、ちょっと可哀かわい相そうだったけど。

　キュート・フォンターナと美み々み津つ巴が、一回戦でそろって消えたということは……。

　次の試合。

　Ｂブロック第二試合の百もも香かvs鈴すず木き鈴すず音ね、その勝者が自動的に決勝進出となる。

　百香ファイト！


　　　★★★



　ササラは、淑しとやかに紅茶を飲むリイザ、そしてチビチビとなめるように紅茶を味わうテンペランスの様子を窺うかがった。微妙な空気は、先ほどから少しも薄まらない。

　ここは第二王女たる自分が和なごやかな雰ふん囲い気きづくりを！　とササラは心の中で拳こぶしを握りしめながら、左手に座ったテンペランスへ顔をむけた。

「テンピィ、人間界、あるいは異界にきてなにか気づいたこと、あるいは感じたことなどはありますか？」

「リイ姉ねえが、キュートに対して過保護であることは紛まぎれもない事実」

「あ、あの、リイザ、あるいはあなたの姉のことではなく……」

　リイザとテンペランスの視線がぶつかるのを見て、ササラは思わず身を縮めた。とっさに言葉が続かない。

　重々しくなった空気に小さな針を突き刺すように、リイザが口を開いた。

「過保護？　わたしがキュートを守るのは、当然のことでしょ？　テンピィだって、そのくらいわかってるはずよ、ね？」

　ゆっくりと言葉を選ぶような口く調ちようが、なんだか怖い。しかし、テンペランスはササラほど怖がってはいないようで、眠そうな目のままさらりと言葉を返す。

「リイ姉はいま、キュートのことを遠視みている。それが過保護ではないというのなら、その理由を説明しておくれ」

「あなたに説明なんて……」

「リイ姉は、キュートの近くにいる人を監視している。尻尾しつぽを出したところで……」

「お黙りなさいっ！」

　リイザらしからぬ強い声に、ササラは思わず首をすくめた。テンペランスは、ボッとしたままだけど。

「あっ」と息をもらしたリイザが、

「も、申し訳ありません。姫様のお耳に品のない声を入れてしまいました」

　言葉通り、申し訳なさそうな顔で頭を下げてきた。キラキラと光を弾く銀髪が、突き出た胸の上にサラサラと流れ落ちていく。

　ササラは左胸に右手を当て、トクトクトクッと早鐘を打つ心臓をてのひらに感じながら、リイザとテンペランスを交互に見つめた。

　フォンターナ姉妹の会話から察するに、いま現在キュートが身を置く状況は、あまり好ましいものではないらしい。

　ササラは、丸テーブルのむかいに座っているリイザへ視線を固定した。

「なにか、わたしに隠していること、あるいは伝え忘れていることがあるのですか？」

「姫様、わたしは……」

「耳に心地ここちのいい、あるいは不快ではない言葉、あるいは報告ばかりを聞いて、あるいは耳にしていると、わたしは蚊か帳やの外、あるいは除のけ者ものになってしまいます」

「け、決して、わ、わざと報告しなかったわけでは……」

　すぐさま、

「リイ姉ねえは、姫様を心配させたくなかっただけ。許してやっておくれ」

　テンペランスが、口ごもっているリイザをかばう。やさしい子。

「わかって、あるいは理解しています。ですが、わたしも王族、あるいは第二王女です。よくない、あるいは耳みみ障ざわりな報告、あるいは話も聞く、あるいは耳にする覚悟、あるいは構えはできて、あるいはつくっているつもりです」

　眉まゆ根ねを寄せたリイザが、チラッとテンペランスを横目に見たあと、口を動かし始めた。

「キュートたちがやっている勝ち抜き戦の中に、不審な魔族が入り込んでいます」

「まぁ!?」

　驚いたものの、ササラは言葉を挟むことなく、目線だけでリイザに話の続きを促うながした。

　彼女が、真剣な碧あおの瞳ひとみをテーブルに落とす。

「何者なのか、まだハッキリとはわからないのですが……」

「リイ姉は、キュートを餌えさにサバイバーの組織を釣りあげようとしている」

　テンペランスの言葉に、ササラは息を吞のんだ。

「っ!?　サバイバー、あるいは要注意魔族が人間界に紛まぎれ込んで、あるいは不法入界しているのですか!?」

「キュートを餌になんか……」

「遠視みてるだけ、というのがなによりの証拠」

「様子を窺うかがっている、と言って頂ちよう戴だい。なにかあればすぐにでも跳躍とんでいくわ。ここから雷を落としてやってもいいし」

「リイ姉はハンター。仕掛けた罠わなに獲物がかかるのを待っている、待ち専門ハンター。まさに省エネ女。ふっふっふっ、リイ姉ねえも悪ワルよのう」

「ワルって……失礼ね」

「下したっ端ぱのサバイバーだけでなく、後ろの組織ごと釣りあげるのは至難の業わざ。それでもコツコツ罠わなを仕掛け続けるなんて、さすがはリイ姉、地味女の代表選手………………………と見せかけて大物狙ねらいの欲張り女」

「地味女とか欲張り女とか、もうっ、テンピィったら言いたい放題ね」

　ササラは、視線をぶつけ合うリイザとテンペランスの顔へそれぞれ目をやった。

　一五年前。ビョルンストライド王国は、辺境部族連合軍との戦いに勝利を収めた。が、真の平和はいまだ手にできていない。辺境部族連合軍の生き残りサバイバーたちが、ことあるごとに王国を攻撃してくるからだ。

「サバイバー、あるいは危険な魔族とキュートがいっしょ、あるいは同じ場所にいるのなら、直ただちに、あるいは速すみやかに助け、あるいは救いにいかなければなりません」

　ササラはテーブルに両手をつき、グググッとリイザに顔を近づけた。ティーカップがカチャリと音をたて、中の紅茶が大きくゆれる。

　リイザが、どこか苦しそうに目を伏せた。

「フォンターナ一族は、王家に忠誠を誓っています。ですから、サバイバーを一掃することはフォンターナの使命なのです。キュートもそのことは承知しています。サバイバーを放ほうっておけば、遠からず人間界に拠点のひとつを築き、よからぬ活動を始めるでしょう。そうなる前に潰つぶさなければ、とり返しのつかないことになります」

　ササラは、嫌というほどわかっていた。

　リイザが、王家への忠誠心とキュートへの愛情に挟まれながら、それでもなお、公こう爵しやく家けの責務を果たそうとしていることを。

　ビョルンストライド王国は、そんな彼女やその家族に支えられ、魔界でも屈指の大国として幅を利きかせることができているのだ。

　だからササラは、ノドもとまで出かかっていた言葉をグッと吞のみ込んだ。

　いますぐ、あるいは速やかにキュートたちを助け、あるいは救いにいきなさい。

　現実をうけとめなければならない。逃げてはいけない。リイザやテンペランスを信じなければならない。怖い、という感情から目をそらしてはいけない。

　自分は、ビョルンストライド王家の第二王女なのだから。


　　　★★★



　Ｂブロック第二試合。

　百もも香かvs鈴すず木き鈴すず音ね。

　使用する人じん面めん花かの種は、〝吃驚びつくり〟に反応するモノ。

　キュートと巴ともえが引き分けだったため、この試合の勝者は自動的に決勝戦へ進むことができる。が、始める前から百もも香かの敗色は濃厚だった。

〔ラーメン超人ウルトラ〕での「つけめん」大食い勝負だったから。

　参加者の中でもっとも年齢が下で、もっとも背が低くて、もっとも体の小さな百香。

　対して、もっとも背が高く、二月の寒さをものともしないタンクトップ＆短パンガールの鈴すず音ね。

　こんなふたりの大食い勝負なんて、最初から結果が見えている。

　しかしながら、〔ラーメン超人〕の宣伝は商店街発展のためだから、と三みツつ矢やに頭を下げられれば、百香も嫌とは言えない。それどころか、人じん面めん花かの種を髪につけながら、

「ラーメン超人の〝つけめん〟は有名ですから、ずっと食べてみたいって思ってたんです！　ラッキーかも」

　と笑ってくれた。しかも、

「絶対に無理はするな。腹八分目でギブアップするんだぞ？　お腹なかいっぱい食べたら、苦しくなるからな。それに、ラーメンの汁は塩分が多いから……」

「黒くろ姉ねえ様さま、勝負は時の運なんだよ？」

　妹を心配する黒くろ媛ひめの腕を握り、逆に落ち着かせるほどのリラックスぶりを見せてくれた。

　鬼娘スタイルから制服に着替えたキュートが、試合前から悔くやしそうに唇を曲げている。これで、レゾン学院勢は全滅……、なんてことを考えているのかもしれない。

　プラグスーツから制服に戻った巴ともえも、黒媛と同様におろおろしている。

〔ラーメン超人〕の店先に位置した特設テーブルにつき、早くも勝利の笑みを浮かべている鈴音に、スイートが色のない視線をむけている。彼女がまとっているのは、仕方ない……、といった空気だ。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、理り刀とたちになんの言葉も挟まず、店の入口脇わきに立ったまま動かない。

　アンとグラバタは、パイプ椅い子すをならべてつくられた観戦席の隅と隅に腰を下ろし、勝負が始まるのを大人おとなしく待っている。ふたりとも、互いに話しかけようとしない。

　百香が、特設テーブルへ歩み寄る。と、

「あたしゃ、勝負には手を抜けない質たちでね。悪わりぃけど、本気を出させてもらうよ」

　鈴音が、犬けん歯しを剝むき出してニィィィッと笑った。

「はい、よろしくお願いします。わたしもがんばります！」

　百香が、ニパッと笑ってこたえている。

　それを見ていた理刀の隣で、黒媛がいつの間にかコンパクトを握りしめていた。妹が心配で堪たまらない、といった様子である。

　時間をとめても、なんの意味もないよ？　コンパクト、ポケットにしまおうよ。ね？

　という言葉を苦笑いの下に押し込む理刀である。





五章　トップテン・シスターズ







　あと五分で勝負を始めるからね、と三みツつ矢やに告げられた。

　百もも香かは、その五分間を有効につかおうと、同じテーブルの左隣に座った鈴すず木き鈴すず音ねを見あげた。友だちになれたら嬉うれしいけど……。

　こうして近くで見ると、本当に背の高い女性である。

　どんな言葉をかけようかな？　背が高いですね？

　でも身長のことを気にしていたら、ちょっと悪いから……。服の趣味とか？　ん～？

　こちらの視線に気づき、鈴音が百香を見下ろしてきた。

　ニカッと笑ってくれたタイミングを逃さず、話しかける。

「鈴木さんは、その格好で寒くないんですか？」

　タンクトップと短パン姿が、ずっと気になっていたから、質問というかたちで切り込んでみた。

「ぜんぜん。あたしゃ、氷土地帯の出身だから、人間界の寒さなんか屁へでもねぇよ」

　人間界の寒さ？

　まるで魔界人のような言い方が気になった。

　百香は、鈴音の力強い瞳ひとみを覗のぞき込んだ。ジッと。ジ───ッと。失礼と知りながらも、ジ─────ッと。もしかして、という思いがゆっくりと浮上してくる。

「なんだよお前、あたいの顔になんかついてんのか？」

「鈴木さんって、魔界の人ですか？」

「ぅをっ!?　どうしてわかった？」

　あまりにも素直に、鈴音が驚きの表情を浮かべた。噓うそのつけない性格なのだろう。

「勘です」

「勘？　お前、勘であたいの変へん化げを見破ったってのかよ？　なんだよそりゃ……」

　鈴音が、テーブルにゴンと頭突きを入れた。途端、淡黄色のポニーテールがほどけ、ライオンのたてがみのように、ぶぁさあああぁぁっとひろがった。

　肌も、日本人のそれよりもずっとずっとずぅ～っと白い、雪のような色に染まる。タンクトップと短パンはそのままだけど……。

「動くなよ……｛疾風｝」

　素早く顔をあげた鈴音が、〔ラーメン超人ウルトラ〕の入口脇わきにいた毒どく舌ぜつ丸まるに横目を投げつけた。

　毒舌丸が、その視線を微妙に強こわ張ばった表情でうけとめる。

　なに？　なになに？

　百香は、自分を挟んでにらみ合う鈴音と毒舌丸へ交互に顔をむけた。

「百もも香かっ！」

　黒くろ媛ひめが一歩を踏み出そうとした瞬間、

「引っ込んでろっ！」

　鈴すず音ねが鋭く叫んだ。

「!?」

　特設テーブルの周囲にいたほぼ全員が、体に電流を流されたかのように、ビクビクッと身を縮めた。

　しっかりと背筋を伸ばしていたのは、理り刀とひとり。

　強烈な悪寒？　強い静電気？　金縛り？

　鈴音が、テーブルにドカッと右みぎ肘ひじをついた。

「バレたからにゃあ、名のらせてもらおうか。あたいの名はリンリン。〝ヒューレイ氷原の美しき牙きば〟たぁ、あたいのことさ」

　キュートが、キッと眉まゆを逆立てた。

「あ、あんた、ちゃんと渡界許可証をもってるんでしょうね!?」

「そんなもん、もってねぇよ。もらい方、知らねぇし」

「あなたの目的は？」

　スイートが、すかさず質問をぶつけた。

　百香は、ぼさぼさライオンヘアに変身した鈴すず木き鈴音改めリンリンを、こっそりと見あげた。悪い人には見えないけど……。

　リンリンが、ニィィィッと唇の両端をつりあげた。その隙すき間まから、先ほどよりも二センチほど伸びた犬けん歯しが、にょっきりと顔を覗のぞかせている。どう猛な肉食獣のように。

「目的？　ハッ。まぁ、隠してても仕方ねぇから教えてやるよ。あたいの目的は、フォンターナ姉妹のトップ・テンを皆殺しにすることさっ！」

　やっぱり悪い人だった!?

　百香は、両手で頰ほおを押さえた。心の中はムンクの［叫び］状態である。

　キュートとスイートが、大きく目を見開いている。姉を殺すなんて言われて、平静でいられるはずもない。

　フォンターナ姉妹のトップ・テンを皆殺しにするだなんて、恐ろしすぎる。

　みんな、震えて声も出ないのだろう。黙ったまま動かない。

「お前らは、なんの心配もしなくていいからさ。あたいの狙ねらいは、あくまでもフォンターナ姉妹のトップ・テンだけだ。弱よえぇヤツらにゃ興味ねぇ」

　リンリンが、百香へ目を落としてきた。

「ん？　おい、そんな顔すんなって。あたいも〝竜殺しのリンリン〟って呼ばれてる立場もあるから、女や子どもにゃ絶対に手ぇ出さねぇって」

　ついさっき〝ヒューレイ氷原の美しき牙きば〟って言ってたのに、今度は〝竜殺しのリンリン〟になっている。呼び名をいくつかもっているらしい。

　視線だけで毒どく舌ぜつ丸まるを牽けん制せいできるのだから、とんでもなく強いのだろう。

　百もも香かは、勇気を出してリンリンに疑問をぶつけてみた。

「リンリンさんは、悪い人なんですか？」

　ちょっとストレートすぎたかな？　という百香の心配は、すぐさま溶け消えた。

「バカ言うな。あたいは幻獣好きのやさしい心をもった闘士なんだぜ？」

　幻獣好き？　ほんのいま〝竜殺しのリンリン〟って……。

「でも、フォンターナ家の人たちを殺すって……」

「フォンターナ姉妹のトップ・テン狩りは、自分を磨くための修行みたいなもんだ。言うなれば、頂点にたどり着くための通過点？」

「ふ～ん、そうなんですか？」

「人間界こっちにちょくちょくフォンターナの連中がきてるって情報をつかんだからさ、軽くぶっ潰つぶしにきたんだけど、見つけたのは下っ端いもうとだけ。トップ・テンのヤツらにゃ、どこにいきゃ会えるのやら」

「スキュースさんとか、たまにいらっしゃいますよ。あと、カカさんやリイザさん。それにテンペランスさんも」

「おいおい、マジか？　お前、｛魔界の至宝スキュース｝と会ったことあんのか？　よく凍らされなかったな。｛獲鳳縛麒カカ｝や｛静謐なる禍リイザ｝とも？　お前、もしかして人間界の貴族ＶＩＰかなんかなのか？　それに、あの｛万虐無道テンペランス｝も知ってるなんて、やるじゃねぇか。くくく、ここにゃ、ヤツらの下したっ端ぱもいるし、待ってりゃ、そのうちやってくるかな」

　リンリンが、ニィィッと犬けん歯しを覗のぞかせる。

　まずいことを言ったかな、と百香は下唇を嚙かんだ。

　だれにも害が及およばなければいいけど……。

「他ほかには、だれがくるんだ？｛壊かい砦さい破は城じよう｝のヤツはこないのか？」

「カイサイハジョウ、ですか？」

「七番目のデモティだよ。｛壊砦破城デモティ｝、知らないのか？」

「デモティ、さん？　ああ、前に魔界でお会いしたことがあります。バーンって髪を立てた方ですよね？　ん～、人間界にいらっしゃったという話は、聞いたことがありません」

「そうなのか？　くそっ、いちばん勝負したいヤツなのに……」

　リンリンが、悔くやしそうに唇を曲げた。それでも、すぐさま瞳ひとみに強さと鋭さをとり戻し、長い犬歯をチラつかせながらしゃべり始めた。

「天てつ辺ぺんのスキュースは、もう知ってんだよな？

　へへ。大物はいちばん最後までとっとくつもりなんだ。下の九人を全員ぶっ殺したあと、本気になった｛魔界の至宝スキュース｝と生きるか死ぬかって勝負がしてぇ。

　二女のカカと三女のリイザは、さっさと殺やりてぇんだけど、なかなか居所がわかんねぇんだよな。ふたりして、あっちこっちチョロチョロしやがって……。

　さがし回るだけで疲れちまう。

｛真しん種しゆ｝ってふたつ名で呼ばれてる四女のマグナは、怪物で化物で暗黒軍の大将軍も裸足はだしで逃げてくような女だって言われてっけど、会ったことねぇからよくわかんねぇ。

　んで、五女のホライズンってヤツなんだけど……。

｛神しん魔ま具ぐ有ゆう｝なんて据すわりの悪いどっちつかずのふたつ名は、あたいに言わせりゃダメダメだな。てめぇは神と魔、どっちにしたいんだ？　ってね。

　六女のロコは……。

｛極ごく焰えんの酔すい歩ほ｝なんてバカみたいな呼ばれ方してっけど、アイツはシャレになんねぇくらい強つえぇぞ。極焰の名はダテじゃねぇ。

　一回だけ闘やり合ったことあんだけどさ、力量は、あたいと五分五分ってところだな。うん。互角だ。この〝大氷原の覇者〟リンリン様と痛み分けなんて、とんでもねぇ強さなんだぜ？　お前、わかってんのか？」

　リンリンの言葉にうなずきながらも、百もも香かは思った。

〝ヒューレイ氷原の美しき牙きば〟〝竜殺しのリンリン〟そして今度は〝大氷原の覇者〟。呼び名をたくさんもっているらしい。

　よほど強い女性なのだろう。このままだと、大変なことになるかもしれない。

　どうしよう……。

　百香の不安などお構いなしに、リンリンがしゃべり続ける。

「さっきチラッと言ったけど、七番目の｛壊砦破城デモティ｝が、あたいにとっちゃ、いちばん気になるヤツなんだ。

　認めたかねぇけど、あたいのライバルさ。もう数えきれねぇくらい殺やり合ってるけど、いまだに決着がつかねぇんだよな。

　残りのヤツらは、噂うわさでしか聞いたことねぇんだけど……。

　八女のピアは、｛漸滅ぜんめつの詠姫うたひめ｝って呼ばれてるみたいだな。

　九女のテンペランスは｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝な。お前、会ったことあるっつってたから、知ってんだろ？

　最後が、ひと桁けた台じゃねぇけど、格的にはほとんど引けをとらねぇって言われてる一〇女のアースだ。｛烈なる皇神すめがみ｝なんて、なんだか危なっかしいふたつ名で呼ばれてっから、けっこう強つえぇんだろうな。ぶっ殺すのが楽しみだ。

　まぁ、フォンターナのトップ・テンは、みんな冗談みてぇにデタラメで常識外れなヤツらばっかだから、お前も会ったときは用心しろよ？　もし、そんとき足がちゃんと動かせるんだったら、思いっきり走って逃げろ。な？　腕試しにちょっと嚙かみついてみようなんて、間違っても考えんなよ？

　あたいレベルでも、攻め方をしくじったらサクッと殺されかねねぇ、正直ヤバすぎる連中なんだからさ」

　フォンターナのトップ・テン・シスターズの説明をしてくれたリンリンが、またニィッと肉食獣のような笑みを浮かべた。長い犬けん歯しが、ギラッと光る。

　彼女は本気で、フォンターナのトップ・テンを殺害する気のようだ。明るい口く調ちようでしゃべるから、なんだかピンとこないけど……。逆にそれが怖くなってきて……。フォンターナ家の六女や七女と互角だなんて……、きっと信じられないくらい強い人なのだろう。

　百もも香かは、どうすればいいのかわからず、周囲を見回した。こんなときはいつも、黒くろ媛ひめが助けてくれる。

　でも、自分とリンリンをとり巻いている人たちは全員、一歩も動けないでいる。もちろん、頼りになるはずの大好きな姉も。

　ただひとり、

「あのぉ、試合のほうは、どうしますか？」

　三みツつ矢やだけが、恐る恐る声をかけてきた。すでに五分以上経たっている。

　リンリンが、いきなり左手を前に突き出した。ブンッッ、という重々しい音。

　百香は、「あっ」と吐と息いきをもらした。

　そのときにはもう、リンリンの手に巨大なハンマーが握られていた。ダンプカーのタイヤを五、六本重ね合わせたかのようなゴツゴツとしたシルエットに、百香はコクッとツバを吞のみ込んだ。

　リンリンが、そんな巨大ハンマーをひょいとテーブルの隣に置いた。

　ズウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン、という重々しい音に肌がビリビリと震え、ハンマーと地面が接触した際の振動が、ゥゥゥゥゥン、と勢いよく体を這はいのぼってくる。

　黒媛が、理り刀とが、巴ともえが、キュートが、スイートが、わずかに腰を落とす。みんなビックリ顔だ。足をとめていた人たちは、状況が吞み込めないまでも、微妙な危機感を覚えたのだろう。ソロソロと距離をとり始めている。

　アンだけが、微笑ほほえみを絶やさずリンリンを見つめている。度胸があるのか、それともリンリンを怖がってはいないのか。

　グラバタも、腕を組んだまま最初に立っていた場所から一歩も動いていない。

「動くなっつったろ」

「あ、も、申し訳ない」

　リンリンの低い声に、三ツ矢が慌あわてて頭を下げた。

「あんたじゃねぇ。｛疾風｝に言ったんだよ。

　この魔ま器きは〝獄槌ごつつい〟つってな、前世の記憶も現世の魂も来世へのつながりも叩たたき潰つぶすって代しろ物ものさ。前世とか来世とか、つかってるあたいにもピンとこねぇけど」

　百もも香かの頭上を、毒どく舌ぜつ丸まるの冷たく鋭い視線が飛んでいく。そして、リンリンにグサッ！

　冷え冷えとした二月の空気が、ピ────────────────ンと張りつめる。

　そんな中、百香は考えた。

〔ラーメン超人ウルトラ〕のつけめん大食い勝負は負けられない！　と。

　ここで自分が勝てば、もしかしたらリンリンが言うことを聞いてくれるかもしれない。勝負事にこだわっている様子だから、勝者の言葉には素直に耳を傾けてくれるかも。

　だから、大食い勝負に勝って、お願いするのだ。

　フォンターナ家のお姉さんたちにひどいことをしないで下さい、と。

　ググッと両の拳こぶしを握りしめた百香の隣で、リンリンが犬けん歯しを光らせながらニィィィィッと笑った。

「なぁ｛疾風｝、てめぇなら、あたいの力量くらいわかんだろ？　だから動くな。

　心配しなくても、ここじゃ暴れねぇよ。

　始めた勝負は最後までキッチリやるのが、あたいの流儀だからさ。

　面白そうだから、メビナの座は頂くぜ。

　そのあとで、フォンターナの連中をひとりずつぶっ殺す」

　彼女が、巨大ハンマー〝獄槌〟の柄つかからそろりと手を離した。

　だれかに助けを求めるように、三みツつ矢やがキョロキョロと周りに視線を投げている。でも、だれひとり、体どころか口さえ動かそうとしないから……、

「そ、そそ、それじゃあ、つけめんの大食い勝負を、その、は、始めましょう」

『女め雛びな座争奪戦』の進行係も大変だ。


　　　★★★



　理り刀とは、驚きに目を見張った。

　リンリンの人じん面めん花かは、ものの五分もせずに満開となった。〝吃驚びつくり〟に反応する種は、周囲のビックリをこれでもかと吸収し、最速開花記録を叩き出した。

　その間に彼女が胃袋に放り込んだつけめんは、二五皿。信じられないことに、すべて大盛り。さらに信じられないことに、つけ汁もすべて飲み干していた。

「あの方は、魔法をつかってはいません。本当に食べていらっしゃいますわ」

　呆ぼう然ぜんとした表情のまま、スイートがつぶやいていた。

「きゅ、あいつ、何者なの？」

　キュートも、全身を強こわ張ばらせていた。

「神様。どうか、百香を無事に……」

　黒くろ媛ひめはずっと、この場にはいないだれかに祈り続けていた。

「百もも香か、ちゃん」

　巴ともえは、涙目でふるふる震え続けているばかりだった。

　勝敗が決定しても、百香はあきらめることなく、必死な様子で二杯目の麵めんをつるつるとすすり続けていた。目に涙を溜ためながら。

「バンバンもってこぉい！　景気よくいこうぜっ！」

　リンリンも、ガンガンに食べ続けている。途中で箸はしを投げ捨て、手づかみで。ほとんど嚙かまずに。人じん面めん花かは、ずっとケラケラ状態だ。勝敗はすでに決しているのに、タンクトップ・レディは食べるのをやめようとしない。

　彼女の勢いをとめようとする者は、この場にひとりもいない。

「あなたの勝ち、ですよ？」なんて声をかけようものなら、つけめんといっしょに食べられてしまいそうだから……。




　そして一五分後、百香があきらめることなく三皿目を頼んだとき……。

　いったいどれだけの量を胃袋に詰め込んだのか……、リンリンの細かったウエストは妊婦のようにふくれあがっていた。もはや臨りん月げつだ。

　そんな臨月長身女性が、椅い子すから立ちあがった。そして、右みぎ拳こぶしを空へ突きあげた。

　パラパラと拍手が聞こえてくる。百香が、涙目でそんなリンリンを見あげている。












　理り刀とは、キュートやスイートと顔を見合わせた。このまま、何事もなく終わってくれれば……、と彼女たちと目で語り合ったそのときだった。

「げふぅぅぅ、もう食えねぇよ」

　リンリンが、バタ───ンとひっくり返った。

「「「「「「!?」」」」」」




　食べすぎで気を失ったリンリンは、毒どく舌ぜつ丸まるが手配した黒塗りの車に運び込まれ、黒服サングラスの男たちによってどこかへ運ばれていった。

　巨大ハンマーを荷台に載せたため車体が沈み、走り去る際、路面と接触していた後部バンパーから激しく火花が散っていた。ハンマー、どれだけ重かったのだろう？

　理刀は、毒舌丸にそれとなく訊きいてみた。

「あのリンリンって人、フォンターナのお姉さんたちを殺すとか言ってましたけど、大丈夫なんですか？」

　キュートやスイート、百もも香かの体を抱き寄せたまま放そうとしない黒くろ媛ひめ、まだ目が赤い巴ともえも、毒舌丸へいっせいに顔をむける。

　フォンターナ公こう爵しやく家けの忠実な従者が、眼鏡めがねのブリッジを押しあげたあと、落ち着いた声でこたえてくれた。

「彼女は入界許可証を所持していませんでしたので、このまま魔界へ送還されることになります。事後の処理は現地の管理局員が行いますので、ご心配には及およびません。

　フォンターナ家のお嬢様たちを標的としていた件ですが……。

　デモティお嬢様に強い関心をもっていた様子でしたので、念のために連絡をとって確認してみました」

「デモティお姉様に？」

　キュートが、ひょいと両の眉まゆを跳ねあげた。

　スイートが、すかさず言葉を継ぐ。

「あのリンリンという方、確かにかなりの使い手ではありましたけど……ロコお姉様やデモティお姉様と互角だなんて、すぐには信じられませんわ」

「魔力量だけなら、わたしの二倍以上はありました。正面から死し合あえば、勝ち目は薄かったでしょう」

　毒舌丸が、冷えきった目を伏せた。

「あいつ、毒舌丸より強いの？」

「おバカでしたけど……」

　キュートが目を大きくし、スイートが肩をすくめる。

　黒媛たちも、「リンリンって、そんなに強かったの？」と驚いている。

　リンリンがフォンターナ家のお姉様方のことを話しているとき、つけめんを食べているとき、毒どく舌ぜつ丸まるは静かにその様子を凝視していた。碧あおの瞳ひとみで。

　彼女は絶えず一〇分先の未来を視つつ、百もも香かの安全を最優先に考えていたのだろう。

　自分より強い相手を前にして、必死で精神を集中させていたはずだ。

　もし、リンリンが百香やキュートたちを傷つけるような未来を視ていたら、彼女は躊躇ためらうことなく身を盾にしていたに違いない。

　理り刀とには、それがわかった。

　リンリンが食べすぎで自滅してくれたから、だれも傷つかずにＢブロックの二試合目を終えることができたけど……。

　スイートが、毒舌丸をかばうように、

「たとえ魔力量が劣っていても、毒舌丸なら臨機応変な戦い方で勝利をつかむことができるはずですわ。実際、そうなのでしょう？」

　チラッ、と冷えきった眼鏡めがねを見あげた。

　毒舌丸が目を伏せる。

「もし先ほどの女性と戦えば、現段階ではおよそ九対一の割合でわたしが勝利するでしょう。彼女を観察する時間は十分にありました。残り一割の不確定要素に細心の注意を払いながら戦えば、まず負けることはありません」

「さすがですわね」

「恐れ入ります」

「それで、デモティお姉様はなんて言ってたの？　あのリンリンってヤツのこと」

　キュートが、強引に話題を引き戻した。

　毒舌丸に負けるようなヤツが、六女の｛獄焰の酔歩ロコ｝や七女の｛壊砦破城デモティ｝と互角なワケがない、とその瞳が言っている。

　毒舌丸が、目を伏せたままフォンターナ家の六六七女にむき直った。

「それでは、わたしの主観が入らないよう、デモティお嬢様のお言葉をそのままお伝えします」

　こほん、と咳せき払ばらいをしたあと、彼女が言葉を続けた。

「あいつ、いま人間界にいるの？　変なヤツでしょ？　不法入界？　あいつらしいわぁ。え？　食べすぎて気を失った？　ほんとに？　噓うそじゃなくて？」

　ここで一〇秒間はたっぷりとお笑いになりました。と言葉にならなかった部分の説明も忘れずにしてくれる。

「あいつ、期待を裏切らないわね。ん～、命を狙ねらわれてるっていうより、ストーカー？　なんかいつも突っかかってくんのよね。

　そのたびに軽くボコボコにしてやると、泣きながら帰っちゃうんだけど、またしばらくしたら〝あ～そぼ〟ってな感じでやってくんのよ。根性あるっていうより、バカ？

　まあ、あいつのそんなとこ、嫌いじゃないけどね。もしかしたら、友だちが少ないのかもしれないし。

　この前、簀す巻まきにして毒竜がうようよ棲すんでる沼地に放り込んでやったんだけど、それに懲こりて人間界にいっちゃったのかなぁ。なんか寂さびしいわ。餌えさあげてた野の良ら牙い獣ぬが、知らない間にどっかへいっちゃった感じ？

　あいつ、ロコ姉の茶飲み友だちでもあるから、よくしてやってよ。

　ちょっと変だけど、根はいいヤツだから。

　あっとと、ノッポとかデカ女とか言ったら暴れ出すから気をつけなよ。身長の話題、あいつ大嫌いだからさ。ちょっとバカにしただけで、なんていったかなぁ、〝ゴッチン〟とか〝ガッチン〟っていうトンカチみたいな魔ま器きを泣きながら振り回すからね、あいつ。

　まあ、あいつの泣きって、リイ姉ねえの泣きに匹敵するくらい面白いから、一見の価値はあるかもだけど……。

　人間界に迷惑がかかるからさ、泣かすのはやめといたほうがいいかもね。

　んじゃ、わたしこれからデートだから、このへんで切るわね。

　お父様には内緒よ？　わたしがデートだって知ったら、必ず邪魔しにくるんだから。

　って、ん？　あ、きゃあっ！

　お、お父様、どうしてここに？　は？　きょうはパーキート城のほうにいらっしゃるんじゃ……。ちょっと、なんですか、その爽さわやかすぎる笑顔は！

　わたしがこれからどこへいこうと、お父様には関係ないはずですっ！

　うわっ、ちょ、ど、毒どく舌ぜつ丸まる、またね」

　ここで異界間通話が終了しました。と、毒舌丸がしめくくる。

　通話の一部始終を覚えているなんて、彼女の記憶力は素晴らしい。

　デモティが、通話を切ったあとどうなったのか、気になるところだけど……。

　キュートとスイートが、微妙に引きつった笑みをならべている。遠い異界のどこかで激突している父と姉の姿を想像しているのだろう。

　黒くろ媛ひめと巴ともえも、唇の端をひくひくさせている。

　笑顔になっているのは、百もも香かひとりだけ。

「やっぱり、リンリンさんって悪い人じゃなかったんですね！　なにかをおいしそうに食べる人って、心のやさしい人だって思うんです！」




　Ｂブロックの第二試合は、鈴すず木き鈴すず音ね改めリンリンの退場により、亜あ威い百香の勝利が決定。

　巴とキュートが引き分けだったため、百香は自動的に決勝へ駒こまを進めることになった。

　女め雛びなの座を懸けて百香と争うのは……。

　アンか、それともグラバタか。


　　　★★★



　リイザが中空に出してくれた映像を眺めながら、ササラは大きく息をついた。

　映像にはいま、顔を寄せ合っているキュートたちの姿が映っている。理り刀ともいる。

　リンリンという食いしん坊の女性が、キュートたちに危害を加えることなく身を引いてくれてよかった。だれにも怪け我がしてほしくない。みんなに笑っていてもらいたい。

「これで危あやうさ、あるいは窮地を脱した、あるいはクリアしたと考えても、あるいは安心してもよいのでしょうか？」

「いいえ。先ほどの騒そう々ぞうしい女性は、ロコやデモティの知り合いだったようですから、サバイバーではありません」

「まだ他ほかに、あるいはどこかにサバイバー、あるいは悪者がいる、ということですか？」

　ササラは下唇を嚙かんだ。

　テンペランスが、とろんとした目をリイザへむける。

「リイ姉ねえ、これから先、一歩間違えればだれかが傷つくことになるかもしれない、ということをここで言わせておくれ」

「そんなことは絶対にさせないわ。もしサバイバーがだれかを傷つけようとしたら……」

「命を奪う？」

「そ、そこまではしないけど……それ相応の痛みを与えるつもりよ」

「リイ姉は、暴力に対して暴力でこたえるような暴力女」

「し、失礼ね。そうしないと、キュートの身になにかあったら、とり返しがつかないことになるのよ？　もしキュートが怪我したら……わたし、耐えられないわ」

　リイザが、碧あお色いろの瞳ひとみにじわりと涙を浮かべた。

　ササラは素早く、丸テーブル越しに腕を伸ばし、

「深呼吸して、あるいは気持ちを静めて下さい」

　リイザの肩をなでた。本日二度目のなでなで。

　彼女が、頰ほおにかかった銀髪を楚そ々そと搔かきあげながら、涙目でうなずいてくれる。

　その横で、テンペランスが半眼で中空の映像を眺めながら、ポソポソと言葉をもらす。

「とり返しがつかなくなるとは、つまりツェデュヴィーラが復活するという……」

「テンピィ！」

　リイザが、キッとテンペランスをにらみつけた。

「むぅ」とテンペランスが唇を引き結ぶ。

　リイザが、九女に強い目をむけながらゆっくりと言葉を続けた。

「不吉な名よ。二度と口に出さないで」

「ツェデュヴィーラ」

「出さないでって、言ったばかりでしょ！」

「ツェデュ……むぅぅぅ」

　ヴィーラ、と言う前にリイザから左耳をつかまれたテンペランスが、下唇を突き出した。

　ササラは、フォンターナ家の三女と九女のやりとりを見ていることしかできない。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝と｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝の争いに割って入れる者など、魔界ひろしといえども数えるほどしかいないだろう。

　それでも、自分はビョルンストライド王国の第二王女。不毛な諍いさかいを前にして、仲裁に入らないわけにはいかない。

「リ、リイザ、そんなに引っ張って、あるいはつかんでは、テンピィの耳、あるいは音を聞くための部位がちぎれて、あるいは痛んでしまいます。もう、そのくらいで……」

「お言葉ですが姫様。テンピィはこの程度で反省するような子ではありません。目を見ればわかります」

「むぅぅ。やはりリイ姉ねえは暴力女」

「な、なによ。わたし、暴力は大嫌いなんだから」

　リイザが、テンペランスの耳からサッと手を離した。本当は妹想おもいのやさしい子なのだ。

　テンペランスが、ぼっとした目で姉を見あげたまま、もそもそと口を動かした。

「たとえ理解を示そうとしない相手にも、暴力以外の方法で接するのが上に立つ者の姿勢。暴力主義者を相手にしても、断固として血を流し合わないという態度を示し続けることが重要。しっかりと考えておくれ」

「それが理想だとは思うけど……」

「我々が挑むべきは、〝現実〟を〝理想〟に近づけること。断じて〝理想〟から目をそらし〝現実〟を嘆なげくべきではない、ということをここで強調させておくれ」

　ササラは、フォンターナ家の三女と九女のやりとりを静かに見守った。

　理解を示そうとしない相手にも、暴力以外の方法で接する。〝現実〟を〝理想〟に近づける。ビョルンストライド王家の第二王女として、うけとめなければならないことだ。

　リイザが、テンペランスの左手に自らの右手を重ねた。

「テンピィ、確かに理想を棄すててはダメよ。でもね……」

「〝でも〟の先は聞きたくない」

「ちゃんと聞きなさい。いまはサバイバーを根絶やしにすることが……」

「リイ姉は、わからず屋の暴力女」

　ピキッ。

　リイザのこめかみに、うっすらと血管が浮かびあがった。

　ササラは、両手で顔を覆い隠したい衝動と懸命に闘いながら、フォンターナ姉妹とむき合った。ここで逃げたら、仲裁に入る者がいなくなる。

　リイザが、右みぎ頰ほおをひくひくさせながら言った。

「うふふふ。わからず屋とか暴力女だなんて、心外だわ。わたしが言いたいのは……」

「うるせぇ木こっ端ぱめ！　この期に及およんで、まだ薄汚ねぇ自分を美化しようって気かい!?　そんな小こ狡ずるいヤツぁ、お天てん道とう様さまが許しても、このラビッティーナが許さねぇぞ！」

　軽くスイッチの入ったテンペランスが、どこからともなくとり出したウサギステッキを高々と頭上に掲げた。ラビッティーナという名前がついているらしい。口く調ちようは勇いさましいものの、眠そうな目がそのままだから本気で言っているのかどうかわかりづらい。けど……、

　ピキピキッ。

　リイザのこめかみに浮かんでいた血管が、倍ほどにもひろがった。

　ササラは、飛び出てきそうになる悲鳴を王族のプライドを総動員して吞のみ込んだ。

　あわわわわわわ。どど、どうしよう。とめなきゃ。仲裁しなきゃ。仲直りさせなきゃ。

　そう思うものの、体が痺しびれて動かない。ピリピリした空気は、大の苦手だから。

　いつの間にか、中空に浮かんでいた映像が消えていた。遠視術式に振りわけられていたリイザの魔力が、テンペランスにむかって収束していく。

　あわわわわわわ。


　　　★★★



　アンvsグラバタの試合を始める前に、昼食タイムがとられた。

　三みツつ矢やに飲食店のフリーパス券をもらった理り刀とたちは、スイーツが食べられる喫茶店へ入ることにした。小さな体で二杯のつけめんをたいらげた百もも香かには、昼食よりもデザートが必要だったからだ。

　入ったのは、それほどひろい店ではなかった。カウンターの中に女性の店員がふたり。カウンターに五脚の丸まる椅い子す。壁際に四人用のテーブルがふたつ。土曜日なのに先客はゼロ。

　理刀、キュート、スイートの三人がいちばん奥のテーブルについた。入口側のテーブルには黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百香の三人がつく。

　なにを食べようかな？　とそれぞれがメニューに目を落としたとき、ドアのカウベルがカラカランと乾いた音をたてた。

　一二時四〇分を回った頃ころになってようやく客が入り始めたのか、と入口に目をむけると……、蝶ちよう々ちよマスクが目に飛び込んできた。

　幸こう辺べ朝あさ比ひが変身したグラマー・バタフライ、略してグラバタが喫茶店へ入ってきたのだ。分厚い唇を真一文字に引き結んでいる。

　彼女はいわば、ここサンストリートを知り尽くしている女性だ。そんな女性が選んだのだから、この喫茶店はもしかしたらアタリなのか？　でも、昼食タイムくらいマスクを外してはどうだろう。店の人もビックリしてるようだし……。

　なんてことを思いはするものの、口には出さない理刀である。彼女はいま、商店街のために恥も外がい聞ぶんもなく女王様キャラ、グラマー・バタフライになりきっているのだから。邪魔をするつもりはない。

　グラバタが、カウンターのいちばん隅に腰を下ろした。入口からすぐの場所。理り刀とたちからもっとも遠い席である。

　挨あい拶さつくらい、と理刀が口を開こうとしたとき、再びカウベルが鳴った。カララ～ン。

　楚そ々そと現れたのは、修道女シスターのような黒服に身を包んだ女性、アンだった。

　彼女が、理刀たちに礼儀正しくやんわりと頭を下げたあと、なんの言葉も発することなくカウンター席についた。グラバタのすぐ隣である。

　店員が水を運んできたあと、アンがグラバタになにやら話しかけた。

　その直後、グラバタが目を見開いた。蝶ちよう々ちよマスクのせいでよくはわからないが、怒っているように見える。

　彼女たちの会話は、離れている理刀にはまったく聞こえない。なにを話しているのか気にはなるものの、他人の話に聞き耳を立てるのは失礼だから、と再びメニューを開く。

「黒くろ姉ねえ様さま、これ食べていい？」

　むかいのテーブルで、百もも香かが楽しそうにメニューの写真を指差している。

「いまさっき、つけめんをたくさん食べただろ？　あんまり食べすぎると、あとでお腹なかが痛くなるぞ？」












「大丈夫、別腹だもん。ほらほら、水鏡にも、ちゃんと完食したわたしが映ってるよ。大満足って顔だよ？」

「わたしには視えないから、本当かどうかわからないな。ふふ、無理しちゃダメだぞ？」

　亜あ威い姉妹と顔を寄せ合い、巴ともえもメニューとにらめっこをしている。

　理り刀とたちのテーブルでも、対面に座ったキュートが眉まゆ根ねに小さなシワを寄せ、メニューを見つめている。まるで、難解な小説でも読み解いているかのような表情だ。

　のんびりとした光景に、理刀は思わず頰ほおをゆるめた。

　と、いきなり席を立ったグラバタが、乱暴な足どりで店を出ていった。カラララァァン、とカウベルの音も荒あら々あらしい。

「？」

　理刀だけでなく、キュートやスイートも、黒くろ媛ひめたちも、入口へ顔をむける。

　それをふんわりとうけとめるように、アンが微笑ほほえみながら立ちあがった。そしてまた、入ってきたときと同様に礼儀正しく頭を下げたあと、無言で外へ出ていった。カララン。

　ケンカした？　なぜ？　昼食後に試合をする者同士だから、ピリピリしてる？

　グラバタが注文もせずに店を出た理由は？　アンは、何事もなかったかのように目を細めていたけど。

　ここで、スイートが口を開いた。

「あの方々の会話、ちょっと変でしたわ……」

　キュートが、すかさずツッコミを入れる。

「あんた、こっそり聞いてたの？　失礼ね」

「ふん。勝手に聞こえてきましたの」

「へぇ～、そう？　それで、変ってのは？」

「小声でしたから、ほとんど聞きとれませんでしたけど……〝復活〟や〝復権〟といった単語が何度も出ていたようですわ」

「きゅ。なによそれ。どこが変なのよ？」

「アンとグラバタは、おそらく初対面でしょう。

　話の内容にもよりますが、〝復活〟や〝復権〟には、一度途絶えたなにか、つまり過去が必要となります。

　途切れた過去からの流れを再びつくり出すことで、〝復活〟や〝復権〟といった現在を手に入れることができるのです」

　スイートが、キュートの目を真まっ直すぐに見つめながら、つけ加えた。

「わたくしには、アンとグラバタに共通の過去があるようには、とても見えません」

　北欧系の顔をもった日本生まれのアン。

　商店街で働く、ほぼ間違いなく日本生まれの幸こう辺べ朝あさ比ひ。

　ふたりの共通点は、日本生まれ、ということ。他ほかには？　理り刀とたちが知らないだけで、本当は仲よしなのかも……。

　喫茶店を出ていったグラバタの背中が、理刀の脳裏に浮かびあがってくる。その後に店をあとにしたアンの黒い後ろ姿も。

　昼食後、彼女たちの試合が始まる。

　ケンカなどせず、楽しく、正々堂々と勝負をしてほしい。ふたりのうち、勝ったほうが百もも香かと優勝を懸けてぶつかるのだから。

　試合は、気持ちよく行いたいものである。

　応援係からのお願いだ。




　二回戦。準決勝の第一試合が始まった。

　グラバタvsアン。

　ケーキ店〔エッフェル〕の味を宣伝するため、通行人にケーキを試食してもらう、という勝負である。

　人じん面めん花かの種は、〝喜び〟に反応するものを使用することになった。

　ケーキを試食してもらい、喜んでもらう。サービス業として、当たり前のことを当たり前にできるかどうか、が勝負の分かれ目となるはずだ。

　理刀は、〔エッフェル〕の前に設置された長机につき、キュートたちといっしょにグラバタとアンの動きを観察した。

　先ほどの昼食時、喫茶店のカウンターで、彼女たちはなにを話していたのだろう？

　スイートが言うには、〝復活〟や〝復権〟といった単語を何度も口にしていたらしいけど……。どうにもピンとこない。

　グラバタが、怒ったような様子で店を出ていった理由は？　アンとの間に、なにがあったのだろう？

　どうにも気になる理刀である。

　グラバタとアンの勝者が、百香と決勝で当たることになるため、できることなら和なごやかな雰ふん囲い気きを壊さないでいてもらいたいと思っている。

　テーブルの隅に座っていた百香が、黒くろ媛ひめに話しかける声が聞こえてきた。

「幸こう辺べさんは商店街の人なんだから、女め雛びなのモデルにいちばんむいてると思うけど……」

「百香は、モデルをやりたくないのか？」

「ん～、どうかなぁ？　女雛の衣装は着てみたいけど、よぉく考えてみたら、わたしと春日かすがさんがならんでも、つり合わないはずだから……」

　百香の大きな瞳ひとみには、どこか寂さびしそうな色がにじんでいる。

「そんなことはないぞ？　百香には百香の魅力があるんだから、自信をもてばいい。百香にしか表現できない女め雛びながあるはずだぞ？　ん、まあ、どうしてもというなら、わたしが代わってあげても……」

「黒くろ姉ねえ様さまは、アンさんに負けちゃったでしょ？」

「ぅ、ん、まぁ、そうなんだが……」

　キュート、スイート、巴ともえの三人も、亜あ威い姉妹の会話に耳を傾けている。長机の横で、直立不動の姿勢を崩さない毒どく舌ぜつ丸まるも。

「メビナとオビナがつり合うかどうかを決めるのは、ポスターを目にした方々ですわ。百もも香かさんは、心を整えて勝負に臨のぞみ、そして勝利を手にしたのですから、なにも引け目を感じることはないと思いますが？」

　スイートが、テーブルに右みぎ肘ひじをついて百香へ顔をむけた。

「わたしは、最初の試合で棄き権けん勝ち、つぎが不戦勝ですから……」

「勝負は時の運。棄権も不戦も、その下に〝勝ち〟を意味する文字がついているのなら、それは百香さん、あなたが手にした立派な権利ですわ」

「ぅん、そうでしょうか？」

　百香が、唇を曲げてテーブルに視線を落とした。

　グラバタが、細かく切り分けたケーキを道ゆく人々に配っている姿が見える。

　一方のアンは、店の前でケーキをのせたトレイをもったまま、静かに微笑ほほえんでいるだけ。勝つつもりがないのだろうか？

「ん」と百香は目を落としたまま。

　黒くろ媛ひめが、そんな妹へ心配げな顔をむけている。

　キュート、スイート、巴の三人も、いまひとつ気持ちがのっていない、といった表情をしている。

　レゾン学院勢で、唯一残った亜威百香。

【時の統治者タイムルーラー】の女の子。

｛世界樹の一葉フューチャリング・ワン｝というふたつ名をもつ小学五年生。

　彼女のモチベーションが、少々下降気味のようだ。

　どうして？　姉や先輩たちが負けちゃったから？　理り刀ととつり合わないと本気で考えている？　つけめんを食べたから、お腹なかいっぱいになって眠たくなったのかも……。

「引きうけたことは、最後までやり通さないといけないぞ？　それに、商店街を活気づかせるためにも、百香ががんばらないとな」

「わかってる。わたし、がんばるから」

　姉の言葉を、百香が明るい笑顔でうけとめた。ニパッと。

　それでも、どこかになにかが引っかかっているような笑顔で……。





六章　真魔の都を統すべし女王







　キュートは、動き回るグラバタをぼんやりと眺めた。

　アンは、試合開始からずっと店先を動かず、ただ愛想よく微笑ほほえんでいるだけ。

　おそらくグラバタが勝ちあがるだろう。すでに人じん面めん花かの種も芽吹き、蕾つぼみをつけている。

「さあ、食べるがいい。このケーキは絶品だぞ。どれ、我われが食べさせてやろう」

　女王様になりきっているグラバタが、通行人にケーキを食べさせ始めた。

　フォークでケーキを突き刺し、相手の口もとへ運び、はい、アン。パクリ。

　コレでは、食べさせてもらった相手も喜びの表情を浮かべるしかないだろう。

「なかなかやりますわね。あの方法ですと、相手の方もついつい口を開けてしまうでしょう。食べさせてもらえば、だれだって笑顔になりますから、人面花の成長にも大きなプラスとなりますわ」

　スイートが、感心したようにうなずいている。

「確かに、いい作戦だな」

　黒くろ媛ひめは、妹の対戦相手になるであろうグラバタに顔を固定したまま、観察するような目で見ている。

　巴ともえは、通りを歩く人から見られるだけでも恥ずかしい、といった感じで頰ほおを染めたまま、胸の前でもじもじと指をからめている。

　つい先ほど、幸こう辺べ朝あさ比ひがメビナの座につけばいいのでは？　なんてことを言っていた百もも香かは、姉とならんで大人おとなしく座っている。

　そんな仲間たちへ目を投げたあと、キュートは隣に座った理り刀とへ、こっそりと視線をむけた。

　彼はいま、リラックスした様子でグラバタとアンの試合を眺めている。特に、だれかれかまわずにつかまえ、強引にケーキを試食させ、無理やり笑顔を引っ張り出しているグラバタを見ているようだ。

　キュートは、胸の中にイガイガするなにかを感じた。

　百香の言うこと、その一部には賛成してもいい。

　商店街で働く幸辺朝比が、メビナの座につけばいい。ここは賛成。

　もちろん、そうなったらオビナも商店街で働く男性の中から選ぶべきだろう。

　理刀じゃなくていいはず。いや、レゾンの女生徒がメビナに選ばれなかったときは、彼ではない他ほかのだれかがオビナにならないとおかしい。

　理刀は、レゾンの生徒なのだから。

　キュートたち側の人間なのだから。

　商店街の関係者ではないのだから。

　思わず、朝あさ比ひと理り刀とがならんでいる姿を想像してしまった。

　メビナの衣装を身につけた朝比。

　オビナの衣装に着替えた理刀。

　ふたり肩をならべて……、笑顔。

　そんなポスターが、街中に貼はられるのだ。レゾンの生徒も目にするはず。

　みんな、どう思うだろう？

　春日かすが理刀が、ふっくら唇の魅力的な女の子とポスターになっている。

　しかも、メビナとオビナに。

　メビナとオビナは夫婦だから、ふたりはもしかして……、なんて噂うわさが立つかもしれない。

　噂が噂を呼び、

　話がふくらみ、

　憶測が飛び交った結果……。

　春日理刀と幸こう辺べ朝比は同どう棲せいしてる！　とか、

　春日理刀と幸辺朝比は新婚ほやほやだ！　とか、

　春日理刀と幸辺朝比には子どもがいる！　とか、

　あることないこと、言い立てられるかもしれない。

　周りがバカみたいに騒げば、理刀も幸辺朝比という少女を意識するようになるだろう。

　もちろん、その逆も考えられる。

　レゾン学院からサンストリート商店街までは、距離的にもそんなに遠くないから、会おうと思えばいつでも……。

「きゅぅぅ」

　キュートは恐ろしすぎる未来シナリオを意識の外へ追い出すため、小刻みに頭を振った。

　そのときだった。

「どれ、貴様にも食べさせてやろう」

「きゅっ!?」

　長机にトレイを置いたグラバタが、なんの了解も得ることなく、理刀の口もとにケーキを押しつけた。

「あ、ありがとう」

「さあ、食べろ」

　口の中にケーキをひと切れ押し込まれた理刀が、それを嬉うれしそうに咀そ嚼しやくしている。モグモグモグ。グラバタと視線を重ね、ムグムグムグ。

　どういうわけか、イラッとする。

　バカ。

　濁にごった心から浮かびあがってきた気泡が、体のどこかでパチンと弾はじけた。

　理り刀とのバカ。

　彼のむこう側に座っているスイートも、なんだか尖とがった目でグラバタを見つめている。彼女も、いまの自分と同じような気持ちなのだろうか……。と、

「ほれ、貴様も食べろ」

　グラバタが、キュートの口にもケーキを押しつけてきた。

　蝶ちよう々ちよマスクが、ググッと近づいてくる。

「きゅっ!?　ちょっと……」

「食べろ。フォークは新品に替えておる。なにも心配するな」

　むきゅ、と口の中に突っ込まれたケーキ、それにのっていた生クリームが、とろっと舌の上で溶けてひろがった。

　あ、おいしい。

　でも、フォークを替えなくてもよかったのに……。

　理刀につかったモノでも、べつに嫌じゃなかったのに。

　彼と顔を見合わせて笑いながら、そんなことを考えてしまうキュートである。


　　　★★★



　試合は、グラバタの圧勝だった。

　開始後三〇分も経たたず、彼女の左側頭部で満開になった人じん面めん花かが、楽しそうにケラケラと笑い出した。

　アンの種は発はつ芽がさえしていない。試合放棄？

　とにかく、女王様スタイル＆フットワークの軽さ＆馴なれ馴れしさを最大限に活いかし、グラバタが決勝進出の権利を手にした。

　これで、決勝戦のカードが決まった。

　百もも香かvsグラバタ。

　さっそく最後の試合を始めるのか、それとも休憩を挟むのか……、と理刀は三みツつ矢やへ、そして女の子たちへ目をむけた。と、

「ご満足なさいましたか？」

　アンが、グラバタへ歩み寄っていく。その唇は、いまなお微笑ほほえみのかたちを崩さない。

「？」

　理刀は座ったまま、黒服の小柄な女性に顔をむけた。ご満足？　決勝に進んだから？　グラバタを満足させるために、わざと動かなかったの？　やらせ？

　そのとき、長机の横に立っていた毒どく舌ぜつ丸まるの姿が搔かき消えた。

　次の瞬間には、アンと毒舌丸が激しくぶつかり合っていた。

「えっ!?」

　映画の格闘シーンを早送りで観みているかのような光景に、理り刀とは息を吞のんだ。毒どく舌ぜつ丸まるはともかく、アンまで？　どういうこと？

「きゅっ!?」キュートの驚きの声

「毒舌丸っ!?」スイートの叫び声。

「百もも香かっ、離れてろっ！」黒くろ媛ひめの鋭い声。

「黒くろ姉ねえ様さまぁ！」百香の怯おびえる声。

「百香ちゃん、後ろに」巴ともえの真剣な声。

　みんなの声とほぼ同時に、パイプ椅い子すが倒れる音、慌あわてて立ちあがる音、観客の悲鳴、様々な騒音が通りにあふれた。

「お逃げ下さいっ！」

　初めて聞く、毒舌丸の大きな声も。

　ガシャァァァン！　とケーキ店〔エッフェル〕のショーウインドーを突き破り、毒舌丸が頭から店内へ突っ込んでいった。

　それを静かに見つめているのは、右みぎ拳こぶしを突き出したまま、「フ───ッ」と細い息を吐いているアンだ。

　右ストレートで、毒舌丸を殴り飛ばした？｛疾風｝のふたつ名をもつ、フォンターナ公こう爵しやく家けの従者を？

　割れたショーウインドーの横で、三みツつ矢やが啞あ然ぜんとした表情のまま立っている。あまりにも予想外の展開に、どのような対応をとればいいのかわからなくなっているのだろう。

　それは、理刀たちも同じで……。

『お逃げ下さいっ！』という毒舌丸の叫びにも、とっさに反応することができなくて……。

　修道女シスター風の黒服に身を包んだ小柄な女性、アン。

　北欧系の顔をもつ彼女の正体は、いったい……。


　　　★★★



　ササラは、微細なトゲが数限りなく浮遊しているかのような空気に身を縮めながらも、リイザとテンペランスの仲裁に入るタイミングを計った。

　丸テーブルの正面には、こめかみに血管を浮かびあがらせたリイザ。

　丸テーブルの左手には、眠そうな半眼で宙に視線を漂ただよわせているテンペランス。

　フォンターナ家の三女と九女。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝と｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝。

　正直なところ、この場にいるのが怖い。

　カカがいてくれたら、と心の底から思っている。

　それでも、第二王女としての矜持があるから……。背をむけることはできない。

　リイザが、ゆるりと口を開いた。

「キュートが心配だから、直接いってサバイバーを監視してようかしら」

　さすがは三女。姉としての余裕をなんとか絞り出してくれたようだ。

　ササラは、ホッと胸をなで下ろした。が、

「逃げるのかっ！　ここは暴力のない未来をつかむため、命を懸けて臨のぞむべき話し合いの場。それなのに、わからず屋リイ姉ねえは退席しようとしている！　キュートのためにも、現実から目をそらしてはならぬということになぜ気づかんっ!?　愚か者めっ！」

　ぼっとした表情のまま、眠そうな半眼のまま、ちょっぴりスイッチが入ったまま、テンペランスが暴言を吐いたから、リイザのこめかみ付近から……、またまたピキピキピキッと不吉な破は砕さい音おんが聞こえてきた。

　椅い子すを静かに下げ、リイザがスッと立ちあがった。

　瞬時に椅子を消し、テンペランスがフラッと立ちあがった。

　手を伸ばせば十分に届く距離で、互いに視線をぶつけ合う。

　バチバチバチバチバチッ！

　あわわわわわわわわわわ。

　ササラは、自分も立ちあがろうと両足に力を入れた。それなのに、椅子からお尻しりを浮かせることができない。だれかが争う姿を見ただけで、体の芯しんが凍こごえそうになるような小心者だから……。怖い。情けない。悔くやしい。

　そんな第二王女に目をむけることなく、フォンターナ姉妹がにらみ合う。

　テンペランスが、ウサギステッキラビツテイーナで顔の下半分を隠すようにして言った。

「某それがしは、キュートを必ず救ってみせる！　そのとき、土筆つくしに……」

「テンペランスっ！　いい加減になさいっ！」

〝土筆〟という言葉で、とうとうリイザが爆発した。九女の愛称ではなく、その名を呼んでいることで怒りの深さがわかる。

　テンペランスが、眠そうな目に微かすかな鋭さを浮かべ、ウサギステッキをリイザへむける。まるで、決闘を始めようとする剣士のように。

　リイザの美しい銀髪が、重力に逆らってふわりと浮かびあがった。

　こんなとき、ササラにできることは……。


　　　★★★



　毒どく舌ぜつ丸まるを派手に殴り飛ばしたあと、アンが理り刀とたちにむき直った。

　スイートが、理刀を背にかばうようにして身構えている。

　黒くろ媛ひめがコンパクトをいつでも開けるよう、手にしている。

　巴ともえが、ケーキ店〔エッフェル〕の中へ駆け込んでいく。毒舌丸の身を案じての行動だ。百もも香かもそのあとに続く。

「ちょっとあんた！」

　理り刀との隣に立ったキュートが、アンをビシッと指差した。

「毒どく舌ぜつ丸まるになんてことすんのよっ！」

「攻撃をうければ、身を守るのは当然だろう？　しかも、相手はフォンターナの犬に成り下がった裏切り者だからな。殺すつもりで殴ってやったよ」

　瞬時に微笑ほほえみを消したアンが、キュートへ一いち瞥べつを投げたあと、数歩だけ移動した。そして、その場に片かた膝ひざをついて頭を下げた。

　彼女が頭を下げた相手は……、グラマー・バタフライだった。

　理刀は動けなかった。なにがどうなっているのか、状況がまるで吞のみ込めない。

　アンが口にした『フォンターナの犬に成り下がった裏切り者』という言葉は、まるで毒舌丸のことを以前から知っているかのような……。

　彼女が、グラバタに膝をついて頭まで下げている理由もわからない。

　キュートたちも、その場を動くことなくグラバタとアンの様子を注視している。

　グラバタが、アンの頭を見下ろしながら厚い唇を曲げた。嫌だなぁ～、とか、面倒だなぁ～、とか、勘弁してよぉ～、といった想おもいが伝わってくる。が、そんな感情はこの場にまったくといっていいほど相応ふさわしくない。

　昼食時、喫茶店のカウンターにならんで腰を下ろしていたグラバタとアン。

　怒った様子で、食事もとらず店を出ていったグラバタ。続けてアンも。

　スイートが言っていた〝復活〟や〝復権〟といった単語。グラバタとアンの会話で、何度も出てきた単語。それって……。

　アンが、頭を下げたまま口を開いた。

「ツェデュヴィーラ様、あと二時間ほどで陽ひが沈みます。その前に、お早く」

　ツェデュヴィーラ？

　理刀は、その名を聞いたことがあった。

　少し前。バレンタインデーの翌日。願望パウダー入りのチョコレートを食べたキュートが、ちょっとばかり暴走した。

　あのとき、理刀はキュートとは違うだれかの声を彼女の赤い唇から聞いた。

『我は真魔の都を統すべし女王、ツェデュヴィーラなり。古いにしえより封じられし怨うらみ、いまここに解き放たん。我が使徒たちよ、忌いま々いましき血扉とびらを開け！』

　地の底から噴きあがってくるマグマを連想させる声こわ音ね。

　どうして、アンがその名を？　しかも、グラバタにむかって？

　グラバタが、跪ひざまずくアンを見下ろしたまま細腰に両手を当てた。

「我われは、貴様とともにゆく気はないと言ゆうたぞ。くどいヤツは好かん」

「あなた様には、我らを率ひきいビョルンストライドの独善を砕くという天命があります。どうか、わたしとともにきて下さい」

「貴様、しつこいぞ？　殺されたいのか？　いますぐにでも、その身を塵ちりにしてやってもよいのだぞ？」

「わたしは、この命に代えてもツェデュヴィーラ様を魔界へお連れする覚悟です」

「よう言ゆうた。どうやら死にたいらしいな」

「いまの状態では、お力を示すことができないはずです」

「ふ、ふん。気が変わった。我われがよそを見ている間に、どこへなりと逃げるがいい」

「どうか我らのもとへ。そして、悲願であるビョルンストライドの打倒を！」

「暑苦しいヤツだ。寒い季節で助かった」

「お願いいたします！」

　アンが、地面に額ひたいをつけんばかりに頭を下げる。

　事情はわからないが、アンはツェデュヴィーラを魔界へ連れ帰りたいらしい。が、ツェデュヴィーラのほうが嫌がっている。

　ビョルンストライドの独善を砕く、とか、打倒、なんてことを叫んでいるけど……。

　グラバタを魔界へ連れ帰って、どうするつもりなのだろう？

　グラバタの正体は幸こう辺べ朝あさ比ひ。彼女は〔ファッション・リーダー幸辺〕で働く女の子。

　それなのに……。

「どうやら、あのアンという女性は、辺境部族連合軍の生き残りサバイバーのようですわね」

　スイートが、アンから目をそらすことなくつぶやいた。

「辺境部族連合軍？」

「サバイバーって？」

　理り刀とと黒くろ媛ひめの言葉に、キュートがこたえてくれた。

「辺境部族連合軍っていうのは、一五年前、ビョルンストライド王国と戦った勢力のことなの。その戦いで生き残ったヤツらが、いまもときどき王国の各地で悪さをしてるんだけど……そんな連中のことを、あたしたちは〝サバイバー〟って呼んでるわ」

「暴力主義者テロリスト、ってところか……」

　黒媛が顔をしかめた直後、

「ご無礼をお許し下さいっ！」

　跳ねるようにして立ちあがったアンが、グラバタの大きな胸に両手を当てた。

「ああっ！」

　グラバタが、短い悲鳴をあげた。

　そのとき、理刀は見た。

　まるで美しい蝶ちようがサナギから脱皮するかのように、グラバタの背から現れたのは……、半透明の体をもった少女だった。

　数百もの線香花火、その火花をちりばめたような鮮紅色のロングウェーブヘアが、大きくひろがった。あまりにも儚はかなげな印象の女性である。年齢は理り刀とと同じくらいだろうか。

　火花色の髪をもつ少女が、悲しげに空を仰あおいだ。それからゆっくりと顔を傾け、理刀へ視線をむけてくる。

　目と目が重なったのは、刹せつ那な。

　次の瞬間には、理刀の視界に紅あかい流線を刻み込んで、キュートの体へ吸い込まれるようにして消えてしまった。

「きゅっ!?」

「キュートっ!?」

　視界の隅で、グラバタが地面にくずおれた。が、彼女の心配よりも先に……、理刀は隣にいたキュートへ手を伸ばした。

　そのときにはもう、アンがキュートの右腕をつかんでいた。

　銀のツインテールが、ふわりと宙に浮く。キュートの空色ひとみから力が消し飛んだ。彼女の細い体、その軸がくにゃりと曲がる。

「きてもらおう」

　アンの低い声。

　理刀は躊躇ためらうことなく、気を失い倒れようとしているキュートの左手首をつかんだ。そしてそのまま引き寄せ、彼女の華きや奢しやな体を抱きしめる。

「？」

　アンが顔をしかめた。

　おそらく、キュートを連れてどこかへ跳躍とぼうとしたのだろう。だができない。なぜ？　そんな疑問が、彼女の硬い表情から見てとれる。目の前の男が、『混沌とした実在カオティック・リアル』の能力者だと見抜けるほど、アンのレベルは高くないようだ。

「放せっ！」

　いきなり、ゴッ！　とアンから左ひだり頰ほおを殴りつけられた。小柄な女性とはとても思えない、重すぎる一発だ。

　一瞬、頭の中が真っ白になった。意識がかすみ、足もとがふらついた。キュートの軽い体重さえ支えきれなくなり、倒れそうになる。

　それでも理刀は、両足を踏ん張った。

　両腕から力を抜かなかった。

　キュートの体を離さなかった。

　キュートのぬくもりを抱きしめた。

　キュートの中になにがいようと、丸ごと搔かき抱いた。

　放すかよっ！

　理刀に触れたため、アンの顔色が一瞬で魔族特有の透明感を放ち始めた。瞳ひとみも碧あおになる。なんらかの術式で、肌と瞳ひとみの色を人間的なものにしていたのだろう。

「このっ！」

　アンが、理り刀との右肩に手を当て、なにかを放った。

　途端、『混沌爆弾カオティック・ボム』が爆発した。理刀を傷つけるため、彼女が攻撃魔法を打ち込んできたのだ。

「ぅあ!?」

　爆風に黒衣の裾すそをはためかせながら、アンが大きく飛とび退のいた。と、その隙すきを刺し貫くように、「ガアァッ！」と獣化したスイートが彼女へ体ごとぶつかっていく。

　続けて黒くろ媛ひめが、

「理刀、キュートを連れて逃げるんだっ！」

　叫びながら、開いたコンパクトを手に走り出す。

　理刀は、ぐったりとなったキュートを支えたまま、スイートとアンの戦いに目をやった。

　逃げろ？　女の子たちが戦っているのに？　そんなこと……。していいのか？　なんて考えが体の中を駆け巡る。

　いつもなら、毒どく舌ぜつ丸まるが助けてくれる。お姉様のだれかがきてくれる。でも、いまはだれもいない。

　アンの目的もわからない。

　キュートとツェデュヴィーラの関係もわからない。

　頭が混乱して、とっさに動けない。

　人通りの多い休日の商店街で、スイートとアンが拳こぶしと拳、技と技をぶつけ合っている。

　黒媛の時間停止能力につかまっているはずなのに、アンはいまなお動き続けている。多少スピードが鈍っているものの、それでもスイートを圧倒しているようだ。

　背から、巴ともえの呪じゆ文もんが聞こえてきた。

「懊おう悩のう色の朝雲。飢き餓が色の日ひ脚あし。滅め入い色の入いり相あい。汝なんじ、我の呪詠声うたごえに凍こごえし者よ。その牙きばを視みよ、その爪つめを視よ、その魂を視よ。凍とう鎧がいを纏まとい、干ほ戈こを手に武功をあげよ。希こいねがい、轟ごう々ごうと幽光ひかりを目指せ。我とともにあれ！」

　ケーキ店〔エッフェル〕から歩み出てきた彼女が、スイートたちにむかって右手を突き出した。

　理刀の前方に、黒い翼をもった死霊が五体、地の底から浮かびあがってきた。五体とも、細身ながら引きしまった素晴らしい体をもっている。

「毒舌丸さんは無事よ。理刀くんは、とにかくキュートを安全なところへ」

　ピアスやネックレス、そしてブレスレットを淡く光らせながら、巴が理刀に薄い微笑ほほえみをむけてくる。

　それから、ゆっくりと黒媛の背にむかって歩き出す。

「ゆけっ！　我が友に加勢をっ！」

　間を置かず、

「春日かすがさん、急いで逃げて下さい。急がないと時間がありません」

　百もも香かが駆け寄ってきた。手には水鏡をもっている。

「時間って？」

「悔くやしいですけど、スイートさんや黒くろ姉ねえ様さまは勝てません。巴ともえちゃんの死霊だって、バシバシッてやられちゃいます」

　仮定未来視の能力をもつ彼女の言うことだから、間違いはないだろう。

　百香が、瞳ひとみに真剣な色を貼はりつかせたまま、それでもニパッと明るく笑ってくれた。

「わたしたちは大丈夫ですから、早くいって下さい！　事情はわかりませんけど、キュートさんの中に入っちゃった女の人って、きっと悪の組織みたいなのに狙ねらわれてるんですよ。だから、キュートさんごと守ってあげなきゃいけないと思うんです！」

「百香ちゃん……」

「春日さん、本当に時間がありませんっ！」

「わかった、とにかくキュートを安全なところへ運ぶよ！」

　理り刀とは、キュートを背負って駆け出した。

　でも、安全なところって？


　　　★★★



　キュートは、いま、自分が立っている広大無辺の世界が自らの心の中だということに気づいていた。

　青と白。二色の世界。頭の上が青。足の下が白。はるか地平で、その二色がぶつかり、三六〇度の地平線をつくり出している。

　青と白の世界にもう一色だけ。鮮あざやかな紅あか色が一点。

　ほんの二メートルほど先に、目がチカチカしてくるような紅いロングウェーブヘアの少女が立っている。身長は、キュートより二〇センチほど高いから、一六五前後だろうか。

　身につけているのは、だぶっとした白いドレスだから、スタイルはよくわからないけど……、おそらく出ているところはボンッと出て、しまっているところはキュッとしまっているのだろう。きれいで小さな顔を見れば、首から下もだいたい想像できる。

　羨うらやましい。

　まつげだって長すぎだ。ボールペンが三本くらいのるかもしれない。

　ツェデュヴィーラ。

　紅いロングウェーブヘアの少女が、蛮族の女王その人であることを、この世界と同様にキュートは気づいていた。

　蛮族連合軍の絶対女王、ツェデュヴィーラ。

　物語の中でしか知らないツェデュヴィーラという最凶の女王が、いま、眼前に。

　意外と驚きはなかった。

　生まれたときからずっと、無意識のうちに覚悟してきた瞬間。そんな感じ。

　テンペランスのお手製〝願望パウダー〟入りのチョコを食べた翌日、自分の中でガッチリと閉じられていたはずの扉が、ほんの少ぉしだけ開いた。

　扉のむこう側から、眠っていたはずのなにかが外を覗のぞき見た。

　それがツェデュヴィーラだった。

　どうして、蛮族の連合軍を率ひきいてビョルンストライド王国と戦った極悪非道な女王が、フォンターナ公こう爵しやく家けの末娘というなんの力もない魔族の中に？

　キュートは、自分の感覚を確かめるために訊きいた。

「あんた、ツェデュヴィーラでしょ？」

「いかにも。我われはツェデュヴィーラ。真魔の都を統すべし女王。我は貴様に……」

「他ひ人とん心ちで偉そうにしてんじゃないわよ。礼儀ってものを知らないの？」

「なっ、貴様っ、我をだれと心得る！　我こそは……」

「真魔の都を仕切ってたんでしょ？　何度も聞きたくないわ」

「あ、う、うむ。ならば、くどくならぬよう、二度と言うまい」

　ツェデュヴィーラが、ぷるんとした下唇を口の中に巻き込んだ。居い丈たけ高だかな口く調ちようだが、根は素直な女性のようだ。

　この際だから、とキュートは質問を重ねた。

「あんた、どうしてここにいるのよ？」

「憎きフォンターナの小娘が、厚こう顔がんにもそのようなことを我に問うのか？」

「きゅ、厚顔なんて失礼ね。わかんないから訊きいてんでしょ？」

「我を貴様の裡うちに封じたのは、フォンターナ一族であろう。無む恥ちなうえに無知とは、救いようのない馬ば鹿か者ものだな」

　キュートの中にツェデュヴィーラを封印したのは、フォンターナ一族？

　父親ハンサムの顔が、脳裏に浮かびあがってきた。スキュースやカカやリイザ、他ほかにもひと桁けた台やふた桁台上位陣のお姉様たちの笑顔が、浮かんでは消えていく。

　自分が｛奇跡の血｝をもっていることは、リイザから聞いたことがある。それと関係があるのだろうか？

　だれも、なにも教えてくれなかった。

　驚きよりも、寂さびしさのほうが強い。

　末娘の中に蛮族の女王を封じたのなら、「その自覚をもて」と幼い頃ころから言い聞かせてくれればよかったのに。

　フォンターナ家の六六七女として、ビョルンストライド王国の役に立てるのなら、こんなに誇らしいことはない。

　なにか事情があるのだろうか？

　今度、それとなくリイザに訊きいてみようかな……、なんてことを考えながら、キュートはツェデュヴィーラの髪と同じ紅あかい瞳ひとみを見あげた。

　疑問は、他ほかにもいろいろある。

「ちょっとあんた……」

「む。貴様、先ほどから我われを〝あんた〟と呼んでおるが、我には〝ツェデュヴィーラ〟という……」

「あんたも、あたしのことを〝貴様〟って呼んでるじゃない。あたしの名はキュート・フォンターナよ。せめてキュートって呼びなさいよ」

「キュート、と呼んでもよいのか？　う、む。ならば、これからはキュートと呼ぼう」

「それでお願いね。それじゃ……」

「キュートには、我を〝土筆つくし〟と呼ぶことを許す」

「ツクシ？　ああ、土筆ね。なんで？」

「ツェデュヴィーラとは我の本当の名ではない。〝真なる女王〟という、ただの〝意味〟だ。我がこの世に生まれ出いでしとき、親から貰もろうた名が〝土筆〟だ」

　ツェデュヴィーラ……、土筆が、『親から貰うた名』という言葉を口にしたとき、心の底から嬉うれしそうな目になったから、キュートは思わず頰ほおをゆるめた。

「そ。じゃあ土筆は、どうして幸こう辺べ朝あさ比ひって子にのり移ったの？」

「ん？　あの娘か？　キュートと手を握り合おうたとき、意識だけ移した。なんと説明すればよいのか……我も、メビナの服を着てみたかったのでな。あの服は、我が部族が婚姻の儀で身につける服に、ふふ、どことなく似ておった。それと、腹から楽しんでみたかった。キュートの中は、まあ、それなりに快適だが、やはり退屈でな」

　キュートは、こつん、と自分のこめかみを叩たたいた。微笑ほほえむ土筆の美しさに見とれていたからだ。

　口では言い表せない、もって生まれた高貴すぎるオーラのようなものが、ササラ姫と似ているような気がした。でも、相手は蛮族の女王である。一五年前、ビョルンストライド王国と激しく争った勢力のトップなのだ。

　気を許せば、その隙すきを突かれるかもしれない。

　土筆が長いまつげを伏せ、足もとへ目を落とした。

「我は、遠回しな物言いは好まん。だから、単刀直入に言おう。キュートの体をしばし我に預けよ」

「きゅっ!?　いきなりなに言い出すのよ。預けるわけないでしょ！」

　ここはキュートの心の中。土筆との会話は、自分の精神世界で行われている。体を貸すということは、主導権を相手に譲り渡すということである。

　心と体をのっとられたあとは……。幸こう辺べ朝あさ比ひのように、変なマスクをつけられるだけではすまないだろう。

「我われに体を預ければ、あのアンとかいう辺境部族の生き残りサバイバーを捕らえることに協力してやろう」

「ちょ、ちょっと。サバイバーはあんたの信者みたいなもんでしょ？　どうしてそんなことすんのよ？」

「我はもともと、戦いを好いてはおらん。血など見とうない。戦いを続けたければ、続けたい者同士で勝手に殺し合えばよいと思うておる。その者らの主義主張や都合で、我は引きずり回されとうない」

「なに言ってんのよ。あんたが戦争を始めなきゃ、一五年前の戦いはなかったのよ」

「我が始めたのではない」

「本にはそう書いてあったわ」

「著あらわしたのがだれかは知らぬが、それはビョルンストライド側の都合だ。我ひとりを悪者に仕立てあげれば、民はそれ以上深くは考えん。キュート、そなたがいい例ではないか」

　キュートは「むっ」と唇を引きしめ、土筆つくしの紅あかい瞳ひとみを見つめた。

　噓うそを言っているようには見えないけど、噓を言っていない、という確証もなくて……。

　たとえ本当のことを言っていたとしても、体の主導権を渡す理由にはならなくて……。

「信用できないわ」

「我は、いまの生活が嫌いではない。家族とともにある暮らしは、我が幼き頃ころより欲していたものだ。キュート、そなたの中で微睡まどろむ時間は、我にとっては安らぎなのだ」

「……………信用、できるわけないでしょ」

　ゆれ動く心を懸命に「信用するな！」と叱しかりつけながら、キュートは土筆の真剣な目をはねつけた。

「フォンターナは、枝葉の末まで頑固者ぞろいだな」

　ススス───ッと、土筆がすべるように近づいてきた。そして、腕が届く距離でとまる。

「我は気が長いほうではない。あまり聞き分けのないことを言うておると、少しばかり痛い目に遭あわせるぞ？　この場でツェデュヴィーラとしての力を見せてあげてもよいのだが、どうだ？　ふふふ、素直に言うことを聞けばよし。さもなくば………わかるな？」

　言いながら、キュートのツインテール、そのひと房をつかみ、ぎゅっと横に引っ張った。

　脅しのつもりなのだろう。

　フォンターナ家の六六七女。

　キュート・フォンターナ。

　なんの力もないダメダメな末娘だけど、紋章を背負った誇りと負けん気の強さは生まれたときから手放したことがない。だから、

「きゅ───っ！　放しなさいよっ！」

　背の高い土筆つくし、その左スネを蹴けりあげてやった。ビシッ！　と勢いよく。

「いぃっ、たぁい！」

　土筆が、勢いよくその場にしゃがみ込む。

　彼女の鮮あざやかな紅あかのつむじを見下ろし、キュートはガツンと言い放った。

「このキュート・フォンターナを甘く見ないでよねっ！」


　　　★★★



　スイートは、何度殴られても、何度蹴られても、何度地に転がされても、アンに挑み続けた。

　サバイバーである彼女の狙ねらいは、正直なところよくわからない。

　いま、人間界にはビョルンストライド王国の第二王女であるササラ姫がいる。

　姫の命を狙っていると考えれば、なるほど、とうなずくことができるのだが……。

　幸こう辺べ朝あさ比ひの中からにじみ出し、キュートの中に溶け込んでいった紅いロングウェーブヘアの女性。おそらく、彼女が『ツェデュヴィーラ』なのだろう。

　なんらかの方法で幸辺朝比に憑ついていたツェデュヴィーラの存在に、アンは気づいていたらしい。そんな彼女の正体に、自分は気づけなかった。












　アンはサムライのことをよく知らなかった、というヒントがあったのに……。

　サバイバーである彼女はきっと、ツェデュヴィーラを魔界に連れ帰り、ビョルンストライド王国へ攻め入る軍勢を集結させようと企たくらんでいるに違いない。

　しかしながら、アンの誘いに対し、ツェデュヴィーラのほうはのり気に見えなかったけど……。疑問。疑問だらけ。

　だがいまは、アンを倒せずとも、できるだけこの場に足どめし、理り刀ととキュートを遠くへ逃がすことを最優先に考えなければならない。

　なぜ、キュートの中へツェデュヴィーラが入ったのか？　その理由はわからない。

｛奇跡の血｝と関係があるのかもしれない。ただ単に魔力の弱い個人に憑ついただけかもしれない。偶然かもしれない。なにもわからない。

　わかっていることは、ひとつだけ。

　サバイバーであるアンが、ツェデュヴィーラを体内にとり込んだキュートを狙ねらっている、ということだけ。

　スイートは、体の中で荒れ狂う獣人の血を懸命に制御しながら、アンに飛びかかった。

　愚妹いもうとを守らなければっ！

　スイートの爪つめは、アンにことごとく叩たたき落とされた。柔と剛をあわせもつ彼女の流麗な動きは、黒くろ媛ひめの時間停止術式の影響下にあってもほとんどスピードを落とさない。

　アンは素早く、そして確実に黒媛の術式を分解し、スイートの攻撃をうけ流し、巴ともえの死霊たちを弾はじき飛ばしている。

　スイートは決意した。

　このまま戦えば、おそらくあと三〇秒ももたずに全員がやられてしまうだろう。アンの実力は、毒どく舌ぜつ丸まるを上回っているのだから。

　黒媛の時間停止術式で、かろうじて彼女の〝最速〟を抑え込んではいるものの、それももう限界だ。

　魔界のゴタゴタで、黒媛と巴、そして離れた場所から声援を送ってくれている百もも香かに迷惑をかけたくない。だから……。

　スイートは巴の死霊を利用し、その黒翼の陰からアンに飛びかかった。

　アンの瞳ひとみが失笑色に染まる。

〝無策で突っ込んでくる戦闘の素人しろうと〟を見る目。

　思った通り、正確な拳こぶしがスイートの顔面に突き込まれてきた。

　アゴを引き、ゴリッ、と額ひたいでうけとめた。首に大きな振動が伝わってくる。が、倒れなかった。

　この瞬間、スイートは大きく口を開けた。

　攻撃呪を収束させてノドから放つという、獣人特有の呪じゆ砲ほうを放つ。

「ガアアアァァッ！」

　一撃で倒せなくとも、せめて手傷を負わせよう。そのあとは、刺し違えてでも……。

　そう考えていた。

　なのに……。

　呪じゆ砲ほうはあっさりと分解され、スイートの咆ほう吼こうだけが虚むなしく空気をゆらしただけ。

「っ!?」

　目の前にアンの双そう眸ぼうがあった。

　眉み間けんに突き刺さってくるような鋭気。

　絶対の強者を前にした恐怖感。

　万策尽きた絶望感。

　スイートは歯がみした。

　キュート、申し訳ありません……。


　　　★★★



　立て看板の陰に隠れていた百もも香かは、水鏡を握りしめた。

　仮定した未来に希望はなかった。

　きっと仮定の仕方が悪いに決まってる、となんども未来を仮定してみた。

　もし、ノドが嗄かれるくらい応援したら？

　もし、毒どく舌ぜつ丸まるさんを介抱したら？

　もし、警察に電話したら？

　もし、百香も参戦したら？

　もし、商店街の人たちに助けを求めたら？

　もし、神様にお祈りしたら？

　それでも、視みえるのは嫌な未来ばかり。

　黒くろ媛ひめの手でコンパクトが砕け散る光景。

　巴ともえが膝ひざを折っている光景。

　スイートが倒れ伏している光景。

　警察官が殴り飛ばされている光景。

　自分自身がベチャとなっている光景。

　三みツつ矢やや大人おとなの男の人たちが次々と地面に転がっていく光景。

　リイザや、ゴルゴンゾラやパルメザンたちがやってきてくれないかな？　なんてことも考えたけど……。ダメだった。連絡のとりかたもわからない。祈っても届かない。

　サンストリートにあふれていた通行人たちは、遠巻きに戦いを見守っているだけ。

　とうとう、スイートが殴り飛ばされ、まるでゴムボールのように地面を跳ね、タイル張りの壁にぶつかり、ぺちゃりとくずおれ、そのまま動かなくなった。

　巴ともえの死霊たちが、瞬く間に消し飛ばされた。

　黒くろ媛ひめのコンパクトが、粉々に砕け散った。

「きゃ！」という姉の短い悲鳴を耳にしたとき、百もも香かの両足は勝手に動いていた。

「黒くろ姉ねえ様さまぁっ！」

　立て看板の陰から飛び出し、黒媛を目指して走った。

「くるな百香っ！」

　姉の叫びで、百香は思い出したように足をとめた。自分はいま、なんの役にも立たないのに……。気づいたときにはもう、アンがすぐ横に立っていた。

「あ……」

　冷めた目で見下ろされ、百香は身を縮めた。

「百香っ！」

　黒媛が、黒髪をなびかせながら走ってくる。

　スッと百香から目をそらしたアンが、空気の中へ溶け込むように姿を消した。

　赤ちゃんのような、そしてショートケーキのような甘ったるい残り香が、百香の強こわ張ばった頰ほおをそっとなでていく。





七章　銀と紅あか







　理り刀とは、キュートを背負って商店街の裏道を走った。人通りの多いメインストリートをいくより、ずっと走りやすい。

　レゾン学院を目指した。

　学院につけば、リイザがいるかもしれない。彼女が不在でも、地下学院アンダーレゾンへいけばお姉様方のだれかがいてくれるかも。最悪でも、魔界大使館へ連絡をとってもらえるはずだ。

　とにかくいまは、キュートを安全な場所へ。

　周囲の視線を振り切るようにして、理刀は走り続けた。


　　　★★★



　キュートは、むむむぅぅと唇を一文字に引き結んだ。

　土筆つくしのスネを蹴けり飛ばしたことで、場の空気が一気に険悪なものとなる。

「き、貴様っ、無礼にもほどがあるぞっ！　殺されたいのかっ!?」

「きゅ───────────────────────────────っ！　あんたのほうこそ、脅おどせばみんな言うことを聞くって思ってるでしょ！　大きな間違いよっ！　あたしはキュート・フォンターナなんだからねっ！　甘く見てたら承知しないわよっ！」

　キュートは、ツインテールを逆立て、ガオ───ッと吼ほえた。身長では負けていても、気合いでは負けない。絶対に！　ガオ───ッ！

　土筆つくしが、半歩だけ後あと退ずさった。

「を、ぉ、女子おなごが、そ、そのように大声を張りあげるものではない。品のなさが透すけて見えるぞ」

「あんたが、あたしの髪を引っ張るからでしょ！　髪、引っ張られたら嫌でしょ!?　ほら、こんなことされたら、あんただって嫌な気持ちになるはずよっ！　どうなのっ!?」

　キュートはビシッと鋭く踏み込み、土筆の鮮あざやかな紅あかいロングウェーブヘアをガシッと鷲わしづかみにしてやった。その際、彼女の胸にむにっと手が触れる。が、遠慮なんてしない。

　もちろんそれだけじゃ終わらず、髪が抜けない程度に、くいっと下に引っ張ってやる。

「あっ、き、貴様、なな、なんという暴挙を……」

「あんたもやったでしょ！」

「は、放さぬか」

　土筆が、キュートの肩口をつかんできた。細く白すぎる五指で。弱々しい握力で。

　キュートは、紅髪を引く手に力を込めた。

「い、痛いではないか。貴様、死にたいのか？」

「ふん、あんた口だけね。涙目になってるじゃない。悔くやしかったら、反撃してみなさいよ。うけて立つわよ」

「うぅぅ」

　キュートは、涙に濡ぬれて薄うす紅べに色いろになった土筆の瞳ひとみを見あげた。

　背が高く、相手を威圧するような物言いをするものの、土筆の正体は気が弱く腕力も弱い、ケンカなどとてもできないお姫様だということに、キュートは気づいた。

　そういった意味では、土筆の根っこはササラ姫と同じだ。

　対して、キュートはフォンターナ公こう爵しやく家けの末娘である。

　幼い頃ころからずっと六六六人の姉たちにもまれ、もみくちゃにされ、もみもみぐりぐりと可愛かわいがられ、一方的にいじられてきたお陰で逞たくましく育ったという自負がある。

　特にスイートとは、数えきれないほどのケンカをしてきた。口論やつかみ合いのケンカなど日常茶飯事だった。

　獣人のクオーターであるスイートの腕力と比べれば、土筆の力など赤子に等しい。

「かかってきなさいよ」

「き、貴様、我われを本気で怒らせたら……」

「きゅっ！」

　キュートは、土筆の髪を自分のほうへ引っ張った。

「ゃ、ぁ」

　彼女の泣き顔が、キュートに寄ってくる。

「あんた、ケンカしたことないでしょ？」

「おのれフォンターナめ。我が呪のろいを……ぁっ」

　キュートは、くわっと左手をひろげた。

　たったそれだけで、土筆つくしがビクッと目を閉じる。

「あんたの顔、ガシってつかむわよ。ガシッて」

「をぉ！」

　つかむぞっ！　という勢いで、左手を勢いよく土筆の顔に近づけた。が、つかまない。フェイントだ。

「ぃや！」

　まんまと引っかかり、土筆がまたまたビクッと身を縮めた。

　これだけ素直に怖がってくれると、なんだか楽しくなってくる。

　悪のり気味に、キュートは土筆にググッと顔を近づけた。フーッと息を吹きかけることのできる距離だ。

「あたし、いろんなケンカ技を知ってるんだからね。つねったり、耳を引っ張ったり、やりたい放題できるんだから」

「そそ、そんなことをすれば、痛いではないか。下がれ、無礼者め」

「耳を引っ張ったまま、走り回ってあげようかしら？」

「や、野蛮人め」

「あたしが本気を出せば、あんたの顔を引っ搔かいてやることもできるのよ？」

「ひ、ひっかく、だと？」

「爪つめで、ガリッてやるわよ。情け容赦なく、ガリッて。血が出るわね。ドバッて血が出て、あんた、出血多量で死ぬかもしれないわよ」

「じゃ、邪神の如ごとき所業ではないか!?」

　土筆が、切れ長の目を大きく見開いた。長いまつげが、びょょょんと慌ただしくゆれ動いている。

「ガリッて、やられたいの？」

「そそ、そのような凶行が、ゆ、許されるわけがない。思い直せ。爪が割れるぞ？　女子おなごなら、もっと淑しとやかにせよ。貴様、い、いや、キュートはもっと大人おとなしい子であろ？　粗暴さはうち捨てよ」

　いまにも涙をこぼしそうな瞳ひとみで、土筆が両手をひろげた。

　降参です、といった彼女の態度を見て、キュートはようやく紅髪から手を放した。

　自らを抱くように胸の前で腕を重ねた土筆が、泣き出しそうな顔でキュートを見下ろしてくる。なんだか憎めない。

　一五年前、ビョルンストライド王国と激しい戦いを繰りひろげた蛮族連合軍の女王。最凶で、凶悪で、悪あく辣らつで、王国騎士たちの尊とうとい命を無数に奪い、その家族たちを悲しみの底に蹴けり落とした冷酷無比なる女。それがツェデュヴィーラ。

　キュートの中で固まっていたイメージが、徐々に溶け崩れていく。


　　　★★★



　理り刀とは足をとめた。

　裏通りの先。十字路の真ん中にアンが現れたからだ。距離は、およそ五メートル。

　スイートたちは大丈夫なのか？

　そんな心配が頭をよぎる。が、いまはキュートを全力で守らなければならない。

「お前が通ったあとは、気脈がズタズタになってるから、追いかけやすかったよ」

　アンが、ひんやりとした笑みを浮かべた。

　理刀は、それとなく周囲を見回した。

　人通りは、それほど多くない。それでも、道の前後には四、五人の人影が見える。両側は小さなオフィスビルだ。大声で叫べば、警察を呼んでもらえるだろうけど……。

「お前、変な能力をもっているようだな。混沌竜カオスと似ているようだが……いまは、どうでもいい」

　アンが、一歩、また一歩と狭い歩幅で近づいてくる。

「ツェデュヴィーラ様を返してもらおう」

　彼女の目が、理刀に突き刺さってくる。

　戦うか？　逃げるか？　話し合うか？

「どうしてキュートを……」

「お前としゃべっている暇はない」

「そう？　それじゃ……」

　サッとキュートを背負い直し、理刀はきた道を駆け戻ろうと………、振り返るなり、出そうとした一歩をとめた。

　目の前にアンが立っていたから。

　身構える間もなく、ガゴッ！　と左目の下を殴りつけられた。

　意識の八割が吹っ飛んだ。

　ボグッ！　と右の脇わき腹ばらに拳こぶしを突き入れられた。

　息がとまった。

　理刀は、街の空気すべてを吸い込まんばかりに大きく口を開けた。が、肺へ酸素を送り込むことができない。

「か、ぅ、あ、ぁぁ」

　拳を食らった肝臓が、悲鳴をあげている。顔が熱くなる。

　キュートを背負っているから、両腕でガードすることもできない。

　ノーガードのまま……、それでも……。

「ツェデュヴィーラ様を放せ」

　アンが、キュートの腕をつかんできた。

　それでも！

「うらぁっ！」

　理り刀とは体を回転させ、アンからキュートの体を遠ざけた。

　真っ正面から、彼女の目をにらみつける。

「絶対に、キュートは、渡さない」

　すぐにまた、アンの拳こぶしが飛んでくる。

　どこかから悲鳴が聞こえてきた。「警察を呼べっ！」という声も。

　どんなに殴られても。

　どんなに蹴けられても。

　キュートは放さない！


　　　★★★



「我われは、ツェデュヴィーラという〝意味〟を背負うのに疲れたのだ」

　細い指先で涙をぬぐいながら、土筆つくしがぽつりともらした。

　ワンサイドマッチでキュートに泣かされた彼女はいま、両足を横に投げ出すようにして淑しとやかに座っていた。地面の白に髪の紅あかがよく映はえている。頭上には汚けがれなき青。

　キュートも、彼女とむかい合うようにして腰を下ろしている。

　以前、黒くろ媛ひめに聞かされた言葉を思い出した。

　政財界に多大な影響力をもつ亜あ威い家の長女であり、第一級ダイヤの【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝というふたつ名までつけられた亜威黒媛。

　周囲からの期待は大きく、それにこたえなければならないと、いつもいつもいつもがんばり、己おのれを磨き続けていた。

　ヘトヘトになっていた、と彼女は言っていた。そして気づいた、と。

　ひとりの力には限界がある。

　独ひとりの力ではなにもできない。

　友だちを助けることで、自分も助けてもらう。

　友だちを支えることで、自分も支えてもらう。

　友だちを笑顔にすることで、自分も笑顔をもらう。

「土筆って、友だちはいたの？」

　つい、そんな質問が口からもれた。

　土筆が、ウェーブの紅髪を指先にくるくると巻きつけながら、長いまつげを伏せた。

「ツェデュヴィーラとして生を享うけ、育てられた我われに対等の者がおるわけがなかろう」

「あたしがいるじゃない」

　顔をあげた土筆つくしが、不思議な生物でも見ているかのようにキュートを凝視する。

「いま、なんと言ゆうた？」

「このキュート・フォンターナが、土筆の友だちになるって言ったのよ。ま、嫌でもあたしとあなたって、いっしょにいなきゃいけないみたいだし、ね」

「う、うむ。そうか。では、キュートを我の友だちにしてやってもよいぞ」

「友だちって、してやるって関係じゃないわ。自然になるものよ。そのあとは、どっちが上とか下じゃないの。いつでも、どんなときでも対等よ。それが友だち。わかった？」

「な、なるほど、対等か。よぉわかった。キュートを友だちとして、我と対等にしてやろう」

「きゅ、またしてやろうなんて言ってるわよ」

「あ、ゆ、許せ。慣れぬことゆえ、どうもうまくゆかん」

「そのうち慣れるわよ。出会ったその日から大親友、なんて関係はおかしいもの。友だちとの間には、時間と誠意が必要不可欠よ」

「うむ。時間と誠意だな。覚えておこう」

「時間はたっぷりありそうだから、今後ともよろしくね」

「ならば、友としてキュートに命じよう。体を貸せ」

「友だちには命令しちゃダメよ」

「う～む。では、どうすればいい？　キュートの体を借りねば、現状は打開できん」

「頼めばいいのよ」

「頼むのか？　む。む。む。それは初めての試みだ。我は、頼みなどしたことがない」

「友だちって、そういうもんよ」

「む。そうか。友だちとはそういうものか？　ふふ。そうか。友だちだからな、頼むのだな？　では、キュート、我に体を貸してくれ」

　いつの間にか、土筆がキュートのすぐそばに座っていた。互いの頭をちょっと前に傾ければ、額ひたいと額がこつんとぶつかる距離。

　ここは心の世界。気持ちが寄れば、距離は瞬く間に近くなる。

　キュートは、土筆の紅あかい瞳ひとみをジッと見つめた。

　噓うそはない。……と思う。

　友だちに噓はつかない。……と思う。

　でも、ツェデュヴィーラは蛮族の女王。

　ビョルンストライド王国と敵対していた勢力のトップ。

　それなりの理由があって、キュートの中に封印されたはず。

　そんな存在に、体の主導権を渡してもいいのだろうか？

「急ぎ、我われに体を貸せ。我とキュートがこうして言葉を交わせる時間も、じきになくなる。その前に気持ちを合わせねばならん」

「気持ちを合わせるっていっても……」

「理り刀とが危険にさらされているのだぞ？」

「理刀が危ないの!?」

「我の心をキュートに伝える時間が、いまはない。示した誠意もなきに等しい。それでも頼もう。体を貸せ」

「理刀が……」

「我は、キュートの体を奪うつもりはない。ただ、戦いくさはもう嫌なのだ。血で汚よごれた手を血で洗うようなマネは、もう二度とやりとうないのだ。血ち飛沫しぶきを浴びる夢など、もう二度と視みとうないのだ。頭で理解しろとは言わん。だが、いまだけでいい、我を感じよ。我の想おもいを欠片かけらなりとも感じよ」

「わかったわ。土筆つくしは友だちだから、あたしの体を貸してあげる。でも、一部だけよ」

「それでよい。我に任せておけ」

　気づいたときには、キュートと土筆の体が重なっていた。

　溶け合う銀と紅あか。

　体の一部。どの部分を貸せば、理刀を助けることができるのか……。




　キュートは目を開けた。

　空の青と地面の白が消え、どこかの裏路地が目に飛び込んでくる。

　そして、視界の右端に見える影は……。

　自分の体を抱いているその影は……。

「きゅっ!?」

　アンだった。

　直後、左足を引っ張られるような感覚に目を落とす。

　地面に倒れ伏した理刀が、それでもキュートの左足首を握りしめていた。

「理刀ぉっ！」

　キュートは、思わず叫んだ。


　　　★★★



「理刀ぉっ！」

　頭上から、福ふく音いんのようなキュートの声が降ってきた。彼女が意識をとり戻したのだ。

「いい加減に放せ！」

　アンが、理刀の顔面を蹴けりつけてきた。

　首に力を入れ、歯を食いしばり、なんとかその蹴けりに耐えるものの、口の中はすでに血の洪水だ。意識も途切れかかっている。自分がいま、どんな体勢になっているのかさえもわからない。

　それでも、キュートの声が聞こえた！

　この手を放せば、彼女がアンによってどこかへ連れ去られてしまう。

　だから、絶対に、放さない！

『無礼者っ、我われから離れぬかっ！』

　不意に、頭上からキュートではない、だれかの声が聞こえてきた。アンの声とも違う。

　地上に蔓延はびこる様々な憤ふん怒ぬを搔かき集め、凝ぎよう縮しゆくし、集束させたかのような声。

「ツェデュヴィーラ様。もうしばらくのご辛抱を。この男の手が離れましたら、すぐにでも玉座へお連れいたします」

　いきなり、理り刀との目の前に白い布が現れた。顔をあげると、白いドレスの裾すそであることがわかった。

　火花をちりばめたかのような鮮紅色のロングウェーブヘアが、視界の上でゆれている。

　ツェデュヴィーラ？　キュートの中から出てきたのか？

　彼女が、眉まゆ根ねに小さなしわを寄せ、キュートへ顔をむけた。

「キュート、我の呪こ声えが効かぬぞ。ふむ。む。む。なるほど、理刀が触れておるから、我の力が溶け流れておるようだな」

　先ほどキュートの口から聞こえてきたものと同じ声、ということだけはわかった。が、今度は、弦楽器の糸をピィィンと弾いたような耳に心地ここちのいい声こわ音ねである。凛りんとしていて、爽さわやかで、濁にごりがない。

　これがツェデュヴィーラの地声？　どうして、親しげにキュートへ話しかけているのだろう？　なにがどうなってる？

　理刀は混乱する頭を整理することもできないまま、キュートの足首を握りしめた。そしてそのまま体を起こそうと、震える膝ひざに力を入れる。

　ツェデュヴィーラを横目に捉とらえたまま、もう片方の手でアンの足をつかむ。

「貴様ぁ、放せっ！」

　立ちあがろうとしたところで、アンの前まえ蹴げりを胸に食らった理刀は、バランスを崩して背中から地面に転がった。

　手が………、離れる。

　キュートが……………、連れていかれる……………。

　そのとき、視界の隅で鮮紅色の光が流れた。

　輝く紅あかが、しっとりとした銀のツインテールとひとつに重なった。直後、

『汚けがらわしい手を放さぬかっ！　我はツェデュヴィーラなるぞ！』

　また、重々しい声が聞こえてきた。

　途端、

「あぁぁっ！」

　体に激痛が走ったかのような苦く悶もんの表情で、アンが地面に両りよう膝ひざをついた。

　音に顔をむけると、道の先で理り刀とたちの様子を見ていた野次馬たちも、バタバタと路地にくずおれている。その中には、警察官の姿まで。

　カラスやハトまで地面に落ちてくる。カァ～。ポッポッポォ～。クルックゥ～。

　アンも野次馬たちも警官も、みんな意識はあるようだ。鳥たちも、羽を動かしてはいるものの一羽も飛び立てないでいる。

　腰を抜かしてる？　体の力を吸いとられた？　ツェデュヴィーラの声だけで？

　理刀は、痛む体を叱しつ咤たして上体を起こした。それから、プルプル状態の両膝に手を当て、根性で立ちあがる。

　ツェデュヴィーラの姿は、どこにもない。キュートと重なって見えたということは、彼女の中へ入ったということ？

「ちょ、土筆つくし、これって……」

　キュートから、ようやく彼女自身の声が聞こえてきた。

　安あん堵どが、体中にひろがっていく。

　でも、ツクシって？


　　　★★★



　一度外へ出た土筆が、再び体の中へ戻ってきた。同化してないと、魔力を発揮できないらしい。が、キュートはその魔力を体の底へ押し込んでしまった。

　呪こ声えの絶大な威力に驚いてしまったからだ。

　体の一部。声帯だけを貸してやった結果、アンだけでなく、声を聞いた無関係な人や鳥たちにまで被害を及およぼしてしまった。

「キュート、大丈夫？」

　理刀の声に振り返った。

　大丈夫？　なんて訊きいてきた彼だけど……。顔中に痣あざや擦すり傷きず。鼻血まで。

「きゅ、理刀のほうこそ大丈夫なの？　ひどい。きゅ、傷だらけになって……」

　泣きそうになった。こんなになってまで、自分を守ろうとしてくれたなんて……。

　ふらふらしている体を支えてあげようと、理刀に駆け寄ったそのとき、

「キュート!?」

　彼に手首を握られ、強引に引き寄せられた。

　立ち位置を入れ替わるようにして、理刀が前に出る。

　慌あわてて彼のひろい背に貼はりつき、自分がさっきまで立っていた場所へ目をむける。

　そのすぐ先に、アンが立っていた。三メートルも離れていない。

　瞳ひとみを激怒色に染め、理り刀とをにらみつけている。右手に鈍にび色いろの短剣を握りしめて。

「かかわりのない人間を殺あやめるつもりはなかった。だが、もう時間がない。お前を……」

　理刀が、後ろ手にキュートの手をぎゅっと握ってきた。

　キュートも、強く握り返す。

　土筆つくしの力を、もう一度。

　そう思っても、どうやればいいのかわからない。『土筆、ちょっと、返事してよ！』と心の中で呼びかけても、なんの声も返ってはこないのだ。外に出てきてもくれない。

　アンが、短剣の切っ先を理刀へむける。

　キュートは理刀の腕を横に押しながら、前へ飛び出すために跳んだ。

　アンが、腰をわずかに落とした。

　理刀が反射的に片腕を横に出し、前へ出ようとするキュートの足をとめた。

　ほぼ同時に、

「か、あぁっ!?」

　アンが前のめりに倒れた。

　彼女の周りには、だれもいない。魔力波も感じない。なにが起こったのかわからない。

「くそっ、なんだ？」

　地面に右手をつき、懸命に体を起こそうとするアン自身にも、現状が把握できていない様子だ。

　顔をあげた彼女が、悔くやしげに唇を曲げた。魔界人特有の透明な額ひたいや頰ほおが、汗でびっしょりになっている。

「くっ」

　アンの姿が、キュートの視界から搔かき消えた。

　ようやく翼に力をとり戻したハトやカラスたちが、逃げるように飛んでいく。


　　　★★★



　理刀は、キュートに支えられるようにしてみんなのところへ戻った。

　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの四人が、笑顔で迎えてくれた。

　毒どく舌ぜつ丸まるも、黒髪や黒スーツにクリームやケーキのスポンジがくっついてはいたものの、大きなケガはないようだった。

　スイートは、打撲が数カ所だけ。口の中もけっこう切ったらしい。でも、それだけ。

　結果的に、いちばんひどいケガを負ったのは理刀だった。が、骨に異状はなかったから……、アンが手加減してくれていたのだろう、ということでみんなの意見が一致した。

　毒舌丸を殴り飛ばせるほどの腕力なら、人間の命をあっさりと奪うこともできたはず。なのに、彼女はそうしなかった。

　姿を消す直前にとり出したナイフは、脅しのつもりだったのか、それとも……。

　本人に直接訊きいてみないとわからないが、サバイバーである彼女にも、命を思いやる心があったと思いたい。

　わかったことがひとつ。

　アンが倒れた理由は、毒どく舌ぜつ丸まるが戦闘時に打ち込んでいた遅効性の毒針が、その効果を見せ始めたからだった。毒に致死性はないというが、どんなに屈強な大男でも丸々二日間は昏こん睡すい状態に陥おちいるという。

「アンは、どこへ逃げたのでしょう？」

　スイートが、切れた唇をむにっと歪ゆがめた。その際、微かすかな痛みが走ったのだろう。わずかに顔をしかめた。

「変なところへ跳躍とんでも、すぐに見つけ出されるでしょうから……」

　キュートが、ちょん、と首を傾かしげる。

　そんなフォンターナ姉妹の横で、毒舌丸が目を伏せた。

「何処いずこかで気絶していることは間違いありません。ですが、あれほどの手て練だれ。気を失っている間に居場所を特定されないよう、可能な限りの手を打っているはずです。発見するのは困難ですが……逃がしはしません。必ず……」

　そんな従者の腕を、キュートがポンと叩たたいた。

「毒舌丸、気にしちゃダメよ。あなたは命がけであたしたちを守ろうとしてくれたわ。結果的には、あなたがいてくれたから助かったのよ？」

「ですが、わたしは……」

「あなたは最高の従者ですわ。それは間違いありません。その忠義にこたえるため、わたくしたちも己おのれを律しないといけません」

「……………勿もつ体たいないお言葉です」

　毒舌丸の眼鏡めがねレンズに、どこかほんのりとあたたかな光が流れた。

　理り刀とはそんな〝最高の従者〟を眺めながら、ふと思い出した。

『フォンターナの犬に成り下がった裏切り者』

　サバイバーであるアンの言葉。

『裏切り者』

　毒舌丸が裏切り者？

　理刀の視線に気づいた彼女が、チラッと目をむけてくる。

　理刀は、頰ほおの力を抜いた。

　毒舌丸も、無表情の奥にうっすらと喜色のぬくもりを浮かべてくれる。

　キュートとスイートも笑顔。

　近くで、三みツつ矢やが心底申し訳なさそうな顔で黒くろ媛ひめに頭を下げている。

「まさか、あんな人が参加してくるなんて………ごめんね。とんでもないことに巻き込んじゃって。本当に、なんて謝ったらいいのか……」

　黒くろ媛ひめと百もも香かが、「気にしないで下さい」とにこやかに対応している。亜あ威い姉妹の後ろで、巴ともえも微笑ほほえんでいる。

　三みツつ矢やは、『女め雛びな座争奪戦』の参加者同士がケンカを始め、それがレゾン学院の生徒にまで飛び火し、被害が及およんだと思っているらしい。

　アンと衝突したグラマー・バタフライこと幸こう辺べ朝あさ比ひは、気絶したため店の奥へ運ばれたという。彼女もまた被害者だ。

　殴り飛ばされた毒どく舌ぜつ丸まるがぶつかったため、ショーウインドーを割られてしまったケーキ店〔エッフェル〕も被害者。殴られ放題、蹴けられ放題の理り刀とも被害者。被害者だらけ。

　それでも、

「いい経験ができました」

　三ツ矢とむかい合っている黒媛の言葉を聞いて、理刀は笑いたくなった。

　下へ手たに笑うと顔や口の中がチクチクして痛いけど……。

　どんなことでも、できることならプラスに捉とらえたほうがいい。

　いい経験。

　キュートを背負って走ることができた。

　キュートのために戦うことができた。

　他ほかにも、競い合う元気な女の子を応援することができた。

　どんなことでも、いい経験。

　そう考えたほうが、きっと楽しいはず。


　　　★★★



　銀髪をゆらめかせていたリイザが、チラリとササラへ目を投げた。

　ウサギステッキを構えていたテンペランスが、チラッとササラへ半眼をむけた。

「「…………………………」」

　リイザが、ササッと再び椅い子すに腰を下ろした。

　テンペランスが、どこからともなく引っ張り出した椅子に、のそのそとお尻しりをのせる。

　そして、ふたり同時にぺこり、とササラに頭を下げてきた。

「姫様、お許し下さい」とリイザ。

「姫様、許しておくれ」とテンペランス。

「？」

　なにがどうなっているのかわからないササラは、なんの言葉も返せない。

　リイザが、さらに頭を下げた。テーブルに額ひたいがコツン、となりそうなくらいまで。

「姫様を悲しませるなんて、わたしは己おのれの愚かさにほとほと嫌気が差してしまいました」

　言われてようやく、ササラは自分が泣いていることに気づいた。涙は頰ほおを伝い、アゴ先からぽたぽたと胸もとへ滴したたっている。ぽたぽた、ぽたぽたと。

「あ、き、気にしないで、あるいは、あるひはぁ、は、ぁ、いがみ合い、あるいは罵ののしり合いは、だ、大嫌い、あるいは、ぁ、さ、最低でぇ、え、ふぅ、ぅううう」

　我慢できなくなり、両手で顔を覆おおった。

「ああぁっ、姫様、本当になんとお詫わびをしたらよいのか」

「楽しいことを思い浮かべておくれ。そうすれば、悲しみも和やわらぐはず」

　リイザとテンペランスが、右と左から寄り添ってきた。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝と｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝のサンドイッチ。やさしい子たち。気持ちがあたたかくなっていく。

　それでも、涙はとまらない。

　第二王女としての立場上、恥ずかしいけれど、まだまだ未熟な自分は悲しみを制御する術すべが拙つたなくて……、泣くことしかできなくて……。


　　　★★★



　結局、『女め雛びな座争奪戦』の優勝者は百もも香かに決定した。

　一回戦は、鈴すず木き鈴すず音ね改めリンリンの自爆によってするりと通過。

　二回戦は、キュートと巴ともえの引き分けによってまさかの不戦勝。

　決勝は、アンが行方不明。意識をとり戻した幸こう辺べ朝あさ比ひも、自分がグラマー・バタフライだったことを覚えていなかったため、百香ＷＩＮ。無傷の三連勝を決めた。

　しかし、百香はあっさりと辞退した。

「嬉うれしいですけど、春日かすがさんとわたしって、んと、つり合いませんから、ごめんなさい」

　小学五年生の寂さびしそうな言葉のあと、サンストリートの事務室に集まった女の子たちが、それぞれ顔を見合わせた。

　三みツつ矢やが、う～ん、どうしよう、といった顔で腕を組んでいる。

「きゅ、それじゃあ、他ほかの人が……」とキュート。

「メビナ役を務めなければなりませんわね」とスイート。

「問題は、だれがやるのか、ということだが……」と黒くろ媛ひめ。

「あ、わ、わたし、負けたワケじゃ、ないから……じゅ、順番的には……」と巴。

　巴の弱々しい言葉に続いて、

「あたしと巴は引き分けだったから、お互い本当の意味で負けたわけじゃないわ。それで百香ちゃんが決勝に進んだんだから、ここで改めてあたしと巴が勝負すればいいんじゃないかしら？」

　キュートが言って、キラン、と空色の瞳ひとみを輝かせた。

　巴が、どこか気け圧おされたような表情ながらも、唇をぎゅっと引きしめる。

　すぐにスイートが物申す。

「〝ふたりとも負け〟という結果をうけ入れたからには、その時点で〝ふたりとも敗者〟ということになります。ですから、立場的にはわたくしや黒くろ媛ひめと同じはずです」

「ま、まぁ、そうなるな。うん。立場的には、ん、同じはずだ」

　黒媛が、どこか慌あわてた様子でうなずいた。コクコクと。コクコク、と小さく何回も。

　入口ドアを背にした三みツつ矢やが、腕を組んだまま目を閉じた。そのまま、難しい顔をして動かなくなる。妙案を絞り出そうとしているのだろう。

　そんな中、百もも香かが理り刀とにツツツ───ッと体を寄せてきた。そして、なにかを願うような目でたずねてくる。

「春日かすがさんは、だれといっしょがいいんですか？」

「えっ!?」

　いま、ここで、みんなの前で、それを訊きく!?　訊いちゃう!?

　ドキィィィン、と心臓が跳ねた。

　もしこの場に毒どく舌ぜつ丸まるがいてくれたら、適切なアドバイスをしてくれたかもしれない。だが、彼女はいま廊下で電話中だ。

　キュートの、スイートの、黒媛の、巴ともえの視線が、いっせいに集まってくる。百香の目も。三ツ矢も、カッと両目を開けて理刀を見ている。

　あたし、だよね？　といったキュートの空色ひとみ。

　わたくしを！　というスイートの眼め力ぢから。

　わたしじゃ、ダメか？　と言いたげな黒媛の表情。

　あの、その、お、お願いします！　と頼んでいるような巴の紅あかい頰ほお。

　そんな女の子たちが醸し出す空気を押しやるようにして、百香が理刀に顔を寄せてきた。

「えっとぉ、春日さんが、そのぅ、体が小さくても大丈夫なら、わたしが女め雛びなをやってもかまいませんけど……」

「なっ、百香、さっきはやらないって……」

「んっとね、考えてみたんだけど、わたしがやらなかったら、また〝女雛座争奪戦〟がフリダシに戻っちゃうかなって、思ったの」

「そんな心配はしなくていい。すぐに代わりを決めるから……」

　黒媛が、なんだかおたおたした様子でキュート、スイート、巴の三人へ目をむけた。

　みんな、意を決した表情である。

「ジャンケンだ！」

　黒媛の言葉で、場の空気が一気に張りつめた。

　理刀は、内心でホッと息をついた。ズルいけど、『だれといっしょがいいんですか？』という百香の質問には、まだこたえを返していない。

　なんだかキュートたちも〝こたえを言われる前にジャンケンをすませよう！〟といった空気だから……、気のせいかもしれないけど。

「ちょっと待ってよ。なにを出すか、いま考えてるから」

　キュートが目を閉じ、口の中でブツブツとつぶやき始めた。

「わ、わたくしも」

　こんなときは勢いよくいきそうなスイートも、自分の右手を凝視している。

　グーか？　チョキか？　それともパーか？　まるで、これで人生が決まる、とでもいわんばかりの真剣さだ。

　黒くろ媛ひめと巴ともえも、ジッと足もとに目を落としている。

　ジャンケンだけで、どれだけ時間がかかるのだろう？




　さぁ、恨みっこなしのジャンケン勝負を！

「「「「ジャ～ンケン」」」」

　キュートが、握りしめた右みぎ拳こぶしを高々と頭上に突きあげた。そのまま振り下ろせばグー。それとも、グーを出すと見せかけてチョキに変化させるのか？　それともパー？

　スイートが、右手を背に隠した。居い合あい斬ぎり？　そんな鋭気を双そう眸ぼうに宿している。彼女が選択したのは、果たしてグーチョキパーのどれなのか？

　黒媛が、大きな胸の前で軽く握った右手を〝ジャ～ンケン〟のリズムに合わせて上下させる。その瞳ひとみには、いつもの余裕が欠片かけらもない。

　巴が、泣きそうな瞳と決意を固めた唇を共存させたまま、いまから死霊召喚呪じゆ文もんを唱え出しそうな空気を身にまとい、拳こぶしを鳩尾みぞおちに当てている。

「「「「ポン！」」」」

　女の子たちが、そろって右手を出した。

　全員グー。

　一瞬の安あん堵ど。

　間を置かず、緊張した空気が再度部屋の隅々へ満ちていく。

「「「「あいこで……」」」」

　キュートがまた、頭上に右手をあげた。人差し指と中指が、二本だけ立っている。チョキだ。先ほどは、大きく振りあげたグーをそのままビシッと振り下ろしていたから……。

　スイートが、黒媛が、巴が、そんなキュートのチョキを見ている。みんなの頭に浮かんでいるのは、おそらく……。

　二回目の勝負、その行方は!?　と理り刀とが息を吞のんだそのとき、

「キュートぉ、心配したのよぉ」

　光り輝く銀のロングヘアが、理刀の視界いっぱいにひろがった。

　なんの予告もなく、突然、いきなり、スパッと現れたリイザが、キュートを後ろから抱きしめる。むぎゅっと。

「きゅ───────────────────────っ！　ちょっとリイザお姉様、いま大事な勝負の途中なんだから、邪魔しないでっ！」

　キュートが、リイザの突き出た胸としなやかな腕の間で、ジタバタと暴れ始めた。

「まあ、なんの勝負をしていたの？」

「なんの勝負って……」

　リイザの腕から抜け出したキュートが、むすっとした顔で、それでも素直に経緯の説明を始めた。

　スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえの三人は苦笑いを浮かべながら、互いに顔を見合わせている。百もも香かだけが、明るい笑顔でリイザを見あげている。

　三みツつ矢やは、魂を抜かれたような顔で突っ立っている。女神リイザを初めて目にした人間はだれしも、彼と似たり寄ったりの反応をするはずだ。気持ちはわかる。

　そんな三ツ矢の視線が、理り刀との後ろにもむけられた。直後、

「突然、あるいはアポなしでのお邪魔、あるいは来訪をしてしまい、申し訳なく、あるいは心苦しく思って、あるいは感じています」

　背後から聞こえてきた声は……。

「あ、っと……」

　理刀は慌あわてて振り返った。

　七色の髪が、部屋中に虹にじ色いろの光を振りまいている。もうひと方、女神様のご光臨だ。

　微笑ほほえむササラの隣に、眠そうな目をしたテンペランスも立っている。ジ───ッと事務室の中を見回している様子は、初めての場所を興味深そうに眺めている子どものようにも見えるけど……、そんなところが、なんだか、ちょっと怖いような……。

「理刀、あなたとずっとお会いしたい、あるいはお話がしたいと思って、あるいは願っていました」

　頰ほおをうっすらと桜色に染めたササラが、ツツッと身を寄せてきた。

　顔と顔の距離は、およそ三〇センチ。少々緊張する間合いである。七色の髪から、品のいい香りが漂ただよってくる。胸いっぱいに吸い込むと、自分がいま立っている場所が見渡す限りの草原に早変わり……、といった心地ここちになってくる。

　ふと気づいた。ササラの目が赤くなっている。泣いたのだろうか？

「ササラ姫、目がちょっと赤いようですけど、もしかしてお疲れなんじゃ……」

「あ、こ、これは、大丈夫、あるいは問題ありません。わたしも、まだまだ修行、あるいは経験を積まなければ、あるいは繰り返さなければ、王族、あるいは第二王女としての威厳、あるいは盤石さを示す、あるいは身につけることができません。頓とん着ちやく、あるいは猛省するばかりです」

「そ、そうですか？」

　よくわからないけど、ササラの微笑ほほえみがあまりにもきれいだから、これ以上は目の赤さに触れないでおく。

　一瞬、キラッとテンペランスの半眼が輝いたような気がした。なに？

「なるほど。つまり、亜あ威い百もも香かさんの体が小さくて、春日かすがさんとつり合わないから、代わりのモデルを決めようってことになったのね？」

「ふっふっふっ。リイ姉ねえ。某それがしのナイスなアイディアを聞いておくれ」

　いつの間にか、テンペランスがリイザのそばに跳躍とんでいた。

「きゅ、テ、テンペランスお姉様、な、なんなの？」

「テンピィ、なにかいいアイディアがあるの？」

「お耳を拝借」

　背伸びをしたテンペランスが、わずかに腰を落としたリイザの耳に唇を近づけた。そして、ごにょごにょごにょ。

　ふんふん、とうなずくリイザ。

　理り刀とにはまったく聞こえない。

　リイザから離れたテンペランスが、「ふっふっふっふっふっ」と怪しげに笑っているのが、なんだかとっても不安。





エピローグ







　サンストリート商店街の北側にある写真館に場所を移し、理刀は用意されていた男お雛びなの衣装に着替えた。ビニールをふんだんに使用した安っぽいモノだったから、思っていたよりずっと軽い。

　そして、撮影所へ。

　キュートたちが、いっせいに驚きの表情を浮かべたから、なんだか恥ずかしい。

　それから二〇分ほど、雑談をしながら女め雛びなの準備が終わるのを待った。

　女雛のほうも、おそらくは安っぽい衣装を着せられるのだろうが、それでもきっと……、彼女には問題ないはずだ。


　　　★★★



　キュートは意識して笑顔をつくりながらも、心の中に降り積もっていくモヤモヤを整理できないでいた。

　理刀のオビナ姿は、とても素敵だった。凛り々りしかった。惚ほれ直した、と言ってもいい。

　ふと、土筆つくしの言葉を思い出す。

『我われも、メビナの服を着てみたかったのでな。あの服は、我が部族が婚姻の儀で身につける服に、ふふ、どことなく似ておった』

　いま、彼女の〝声〟は聞こえない。心の中で彼女とむき合う方法もわからない。それでも、自らの中に〝存在している〟という確かな感覚があった。また近いうちに、火花色のロングウェーブヘアをもつ少女と出会えそうな気がしている。

　土筆つくしの言葉が、頭の中で反響する。

『あの服は、我が部族が婚姻の儀で身につける服に、ふふ、どことなく似ておった』

　婚姻とは結婚のことで、結婚すれば夫婦になって……。

　キュートは、オビナの衣装に身を包んだ理り刀とをジッと見つめた。

　彼とメビナの衣装をまとった彼女が……。

　ぶんぶんと頭を振った。銀のツインテールが、ぺしん、ぱしんと顔に当たる。

　そうやって、変な方向へ流れていきそうになる思考を振り払う。

　周りを見ると、よくわかっていないリイザやササラ姫やテンペランスはべつにして、女の子たちはみんなどことなく不機嫌そうな顔をしている。

　みんな微笑ほほえんでいるけど、その目にはいつもの躍動感が見られない。普段なら、理刀を前にしているともっと楽しそうにしてるはず。

　不意に、この場にいる全員の目が大きく開かれた。

　ドアのむこうから、メビナ姿の美女が登場したからだ。大人おとなの色気って、どうしてこうも薫かおるのだろう。羨うらやましい。

「遅くなってすみません。エヘヘ」

　あぁ、すごくきれい。心から、そう思った。

「む、ぅ、す、素敵ですわ」

　スイートが、強こわ張ばった唇の両端をつりあげた。効果音に、ギチチチィィと金属の擦れ合うような音をつかえばピッタリかもしれない。

「す、すごいじゃないか」

　黒くろ媛ひめが、はるか遠くへ語りかけるような感じで、メビナとなった美女へ声をかけた。意識がここにはない、といった様子にも見えるけど……。

「あぅ……あぁ……うぅ」

　巴ともえに至っては、なにを言いたいのかわからない。チラッ、チラッと理刀にも目をむけているから、彼とメビナがならんだ姿を想像しているのかもしれない。

　大人になった百もも香かを見たのは、これで二度目になる。

　リイザが、〝セイジンニナ～ル内服液〟を一度ならず二度までも彼女にプレゼントするなんて……。一度目は、理刀とのデートのとき。そして今回。

　黒媛以上に大人びていて、黒媛よりずっと幼い香りをもっていて、そんな空気が絶妙にブレンドされていて、言葉では表現できない独特な雰ふん囲い気きをもった女性。

　そんな百香が、目に鮮あざやかなメビナの衣装をまとっているのだから、もう、太た刀ち打うちできそうもない。

　理り刀との表情を見れば、それがよくわかる。

　彼が百もも香かにむけている感情は、驚きと、喜びと、あとは……、愛いとおしさ？　いや、〝愛おしい〟という感情はない、と思いたい。ないない。それはない。

　キュートの隣に立つリイザは、〝ヒナマツリ？　人間界のことは人間に任せなきゃ〟といった様子でニコニコしている。理刀の隣にいるのが六六七番目の妹ではないことが、とにかく嬉うれしいようだ。

　ササラ姫はずっと、理刀だけを見つめて頰ほおを赤らめている。透明な肌に浮かびあがっているそんな赤みが、七色の中心でそっと花咲く様は、ため息が出てきそうなほど麗しい。

　テンペランスは、ウサギステッキの頭をなでながら、ボッと天井の隅を眺めているだけで動かない。

「よし、それじゃあ、さっそく撮影を始めようかな」

　三みツつ矢やが、パンパンと楽しそうに手を叩たたいた。レゾン学院の生徒ばかりでなく、リイザやササラ姫やテンペランスも撮影に立ち会ってくれたため、興奮気味のようである。

　リイザやササラにポッと目をむけていたカメラマンも、我に返った様子で三脚に固定したカメラのチェックを始めた。

「それじゃ、百香ちゃんと春日かすがくん、よろしくね。そこに立って。春日くんがカメラにむかって右。百もも香かちゃんが左ね」












　三みツつ矢やの声で、微笑ほほえみをむけ合った理り刀とと百香が、カメラの前で肩をならべる。

　理刀と百香が、オビナとメビナに。

　パシャ、とフラッシュ。

　オビナ理刀とメビナ百香のポスターが、街中に貼はり出されて。

「もう一枚いきま～す」というカメラマンの声に続いて、パシャ、と二度目のフラッシュ。

　閃せん光こうに浮かびあがる、照れ臭そうな理刀と百香の笑顔。

　完成したポスターを目にした人々は、口々に言うのだ。

「理刀と百香は夫婦だ」と。

　それだけは！

　いやっ！

　きゅ───────────────────────────────────っ！

　キュートは思わず、幻術を展開させた。

　自らもメビナの衣装を身につける。百香に負けないため、白い翼もくっつけてみた。

　アピール！　自分をアピール！　ここにいます、というアピール！　理刀、あたしはここにいるからねっ！

　でもでも、アピールしてどうするの？　どうするの？　どうする……………、の？

「きゅ───っ！」

　とにかく、なんでもいいからアピール！

「まぁ、キュートったら、うふふ、可愛かわいくなりすぎよ」

　リイザが、愛情全開で抱きついてきた。

　スイートたちが、驚いた顔でこっちを見ている。

　でも、理刀だけは「？」といった表情で……。

　彼は、『混沌とした実在カオティック・リアル』の能力者だから、いまの白い翼つきメビナの衣装が視みえるはずもなくて……。そもそも、幻術では機械カメラを騙だますことができないから……。

　バカみたい。

　リイザの豊かな胸をぎゅうぎゅう押しつけられながら、キュートは「きゅ」と自らの愚かさに身を縮めた。本当に……、バカみたい。

「ふっふっふっふっふっ。その衣装、他ほかの女子たちも着たがっているとみた」

　いままでボッとしていたテンペランスが、ウサギステッキをくるくると回した。

　途端、スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、

「「「っ!?」」」

　みんな、メビナになった。パパパッと。瞬間的に。

　キュートも、幻影を消し飛ばされ、代わりに本物の衣装を着せられる。それどころか、ササラ姫とリイザまでメビナに変身。髪型まで抜かりなしである。

　ひと桁けた台の姉たちは、人間界で語り継がれているような魔女ができることなら、どんなことだってやってのける。息を吸って吐くように。さらりと。

　灰をかぶりまくったツギハギだらけの服をドレスに変えたり、カボチャを馬車に変えたり、ネズミを白馬に変えたり、いろいろと。加えて、時間の制約もないから、夜の一二時になっても慌あわてて帰宅する必要がない。

「テンピィったら、わたしはともかく、ササラ姫のお召めし物ものまで……」

「大丈夫、あるいはかまいません。わたしを仲間、あるいは友人と思って、あるいは考えてくれたからこその行動、あるいは変化術式なのですから」

　胸の前で手を握り合わせたササラ姫が、心地ここちよさそうに微笑ほほえんだ。絵になりすぎ。

「すごい！」

　大人おとなな百もも香かが、子どものようにパチパチパチッと手を打ち鳴らしている。

　理り刀とも笑顔だ。もはや、笑うしかない光景だから。

　スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、自分や互いの衣装に目をむけながら、笑顔を重ねている。

　そんなメビナ・ガールズを見て、三みツつ矢やがパ───ンッ！　と手を打ち鳴らした。

「いけるっ！」










　完成したひな祭りフェアのポスターには、

『あつまれ　女子力！』

　というキャッチコピーが、右肩あがりでプリントされた。

　写真は、ズラリと笑顔を寄せ合った女雛たちメビナーズ。


　快活さ




　　　可愛かわいさ。




　　　　　美しさ。




　　　　　　　楽しさ。




　　　　　　　　　連帯感。



　女の子をかたちづくっているありとあらゆる要素が、ぎゅぎゅぎゅぎゅぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされたポスターは、大反響で大増刷で大人気だった。

　そんな中、男お雛びながひとり。

　右下隅で、小さく、笑顔でピース。





あとがき







『住みたい街ランキング』で、いつも都内の上位に名前があがっている吉きち祥じよう寺じ。

　二三区ではなく、武蔵野むさしの市に組み込まれている吉祥寺。

　杉すぎ並なみ区や練ねり馬ま区と隣接している吉祥寺。

　吉祥寺駅の北側には井いの頭かしら恩おん賜し公園。南側にはハーモニカ横丁やサンロード商店街。

　一日ではとても回りきることのできないワクワク・ワンダー・ワールド。

　ボクの家からだと歩きで三〇分ほどかかってしまいますが、ちょくちょく足を運んでいます。駅周辺に数店舗あるスターバックスやドトール。商店街のＡ地区、その中程にあるエクセルシオール・カフェ。あちこちにあるマクドナルド。他ほかにも喫茶店やファミレスがありすぎて、「きょうはどこに入ろうかな？」なんていつも迷ってしまいます。




　今回、キュートたちが挑戦するのは〝お店宣伝バトル〟です。レゾン学院近くにあるサンストリート商店街で、女の子たちが知恵と勇気を振り絞って宣伝たたかいます。

　彼女たちが走り回る商店街のイメージが、吉祥寺のサンロード商店街です。

　商店街やその周辺はきれいでオシャレなのに、昔ながらの懐かしさを漂ただよわせた一画もあり、美お味いしいラーメン屋が何軒もあり、映画館も数軒あり、本屋もたくさんで、図書館も……、いいところをあげたらキリがありません。

　理り刀とが、キュートが、スイートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが、そんな商店街を駆け回る姿を想像しながら書くのは楽しい作業でした。




　どんなお店で、どんな宣伝をすれば面白いのかな？

　女の子たちが、どんな宣伝バトルを繰りひろげれば楽しいのかな？

　理刀はそっちのけでＯＫ。

　もちろん、理刀にも活躍の場を用意しました。が、お店の宣伝勝負に♂オトコは不要！　という強い決意のもと、彼にはサポーターに徹してもらうことにしました。

　そのぶん、女の子たちにはいろいろ、本当にいろいろと活躍の場を用意して……。

　アレアレな感じでアレしたり。

　ヲイヲイな雰ふん囲い気きでヲイしたり。

　ムゥムゥなスタイルでムゥしたり。

　わけがわかりませんね。すみません。




　今回、新キャラが数人登場します。

　アレアレだったり、ヲイヲイだったり、ムゥムゥだったり、いろいろやってくれますが、その中にキュートと因いん縁ねんをもつキャラが……。

　キュート自身は、まったく知らなかったことです。でも、ふた桁けた台のお姉さま方は知っていて……。それでも、末の妹キユートには言えない事情があって……。

　少しずつ〝過去〟が明らかとなり……。




　キュートがもつ秘密とは？　彼女を狙ねらう存在とは？　謎なぞがゆっくりと解け始め、魔界を争乱の渦に巻き込んだ大戦の爪つめ痕あとが、いま、…………………………………、どうなるの？

「あとがき」先読み派の方々は、最初のページへどうぞ！。




　この場をお借りして謝辞を。

　一～一二＆ＳＳ一～二巻すべてのイラストに愛を込め、とても可愛かわいらしく描いて下さっている武む藤とう此史くりひと先生。

　ＳＳ二冊を挟んだ一～一二巻まで、ストーリーの色合いを崩すことなく巧たくみに舵かじをとって下さっている担当の笹ささ尾おさん。ならびに編集部の皆様。

『きゅーきゅーキュート！』を支えて下さっている心やさしき読者の皆々様。

　本当にありがとうございました！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　どれだけ踏みしめたことでしょう。何度も、何度も、何度も。雨の日も風の日も。踏み踏みです。文句なんて言われたことがありません。ただの一度も。吉祥寺サンロード商店街の通路。我慢強い骨太な通路です。

　　吉祥寺サンロード商店街？　と首をひねられた方は『あとがき』をご覧下さいませ。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵とか原稿描いて生活しています。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　ちょっと前にＴｗｉｔｔｅｒをはじめましたよ。

　　はじめたは良いけど机に向かってばかりだと話す内容無いよね…！

　　主に朝昼夜に呟くので時報ちゃんと呼んで下さい。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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